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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「くくく……他愛もない。斯か様ような小細工、我わが手にかかれば児じ戯ぎのごとし」

　放課後の空き教室。通つう称しよう〝マゾ部〟こと、魔ま族ぞく特とつ区く研究部の部室。

　机の上に置いた鏡に向かって、制服姿の小こ柄がらな少女が勝かち誇ほこったように言い放つ。

　光の加減で、虹にじのように色を変えていく鮮あざやかな金きん髪ぱつ。そして炎ほのおのように輝かがやく碧あおい瞳ひとみ。

　人形のような精せい緻ちな美び貌ぼうの持ち主だが、無む邪じや気きに笑う表情は幼い。

　今の少女の姿から、彼かの女じよがかつて第だい四よん真しん祖そと呼ばれた世界最強の吸きゆう血けつ鬼きだったと想像できる者はいないだろう。

　十二番目の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟アヴローラ・フロレスティーナ──

　それが彼かの女じよの名前だった。

「アヴローラちゃん、自分で制服のリボン結べるようになったんだ。すごいね。結び目も綺き麗れいだし、これで体育のあとの着き替がえもばっちりだね」

　誇ほこらしげにリボンを見せびらかすアヴローラを、暁あかつき凪なぎ沙さが素す直なおに褒ほめ称たたえた。

　甘あまやかし過ぎと言われればそのとおりだが、何百年もの間、氷の中で眠ねむり続つづけていたアヴローラは現代社会の風ふう俗ぞくに疎うとい。学校の制服を着ること自体が、彼かの女じよにとってはいまだに新しん鮮せんな経験であり、そんなアヴローラが自力でリボンの結び方を覚えたというのは、涙なみだぐましい努力の結果なのだった。

「はい、こっちも終わったよ。どう？」

　そして凪なぎ沙さはもう一枚の鏡を取り出して、アヴローラの後頭部を映し出した。

　三つ編みにした髪かみを王おう冠かん風に巻きこんだゴージャスなハーフアップ。凪なぎ沙さは、アヴローラがリボンと格かく闘とうしている間に、彼かの女じよの特とく徴ちよう的てきな金きん髪ぱつをアレンジして遊んでいたのだ。

「ふわぁぁぁ……ほ、褒ほめてつかわす……！」

　目を大きく見開いたアヴローラが、興奮で鼻息を荒あらくしながら、尊敬の眼まな差ざしを凪なぎ沙さに向ける。

「あはは、ありがと」

　人ひと懐なつこい小動物のようなアヴローラを、よしよしと撫なでて抱だきしめる凪なぎ沙さ。吸きゆう血けつ鬼きと人間──人種どころか種族すら違ちがう二人だが、こうしているとまるで本当に姉し妹まいのようだ。

「仲良しですね、凪なぎ沙さちゃんとアヴローラさん」

　じゃれ合う二人の姿を眺ながめて、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが柔やわらかく微ほほ笑えんだ。

　凪なぎ沙さとアヴローラは、正式にはマゾ部の部員ではない。今日は、先せん輩ぱいである藍あい羽ば浅あさ葱ぎに急ぎの用があると言われて、部室に呼び出されたらしい。凪なぎ沙さたちが部室を訪おとずれるのは初めてなので、今日は雪ゆき菜なが二人の引いん率そつ者しや的なポジションである。

「あいつら、ある意味、姉し妹まいみたいなものだからな」

　部室に用意されていた菓か子しをつまみながら、暁あかつき古こ城じようは苦く笑しようした。

　アヴローラ・フロレスティーナは、過去に一度死んでいる。

　殺さつ神じん兵へい器きとして造られた第だい四よん真しん祖そに仕し掛かけられていた悪意ある罠ブービートラツプ──〝原初のアヴローラ〟の暴走を止めるために、彼かの女じよは自ら死を選んだのだ。

　そんなアヴローラを救ったのは、凪なぎ沙さだった。

　強い霊れい媒ばいの力を持っていた凪なぎ沙さは、消しよう滅めつするはずだったアヴローラの魂たましいを受け入れ、自分の中に封ふう印いんした。そしてアヴローラが再び肉体を得て復活するまで、彼かの女じよたちは文字どおりの一心同体として過ごしていたのだ。

　そのせいか、二人は今でも仲がいい。面めん倒どう見みのいい凪なぎ沙さにとって、世間知らずなアヴローラは、世話の焼きがいがある妹分といったところなのだろう。

「あの……先せん輩ぱいは、アヴローラさんのこと……」

　優やさしげに目を細める古こ城じようをチラチラと見ながら、雪ゆき菜ながぼそりと呟つぶやきを洩もらす。

「え？」

「い、いえ……なんでもないです」

　訊きき返してくる古こ城じようから、雪ゆき菜なは慌あわてて目を逸そらした。

　物言いたげな雪ゆき菜なの態度に古こ城じようは怪け訝げんな表情を浮うかべたが、それについてなにかを尋たずねることはできなかった。部室のドアが勢いよく開いて、新たな生徒が駆かけこんできたからだ。

　制服をセンス良く着き崩くずした、華はなやかな髪かみ型がたの女子生徒。

　雪ゆき菜なたちをこの場に呼び出した張本人の藍あい羽ば浅あさ葱ぎである。

「ごめん、お待たせ」

　軽く息を弾はずませたまま、浅あさ葱ぎは運んできた大きな段ボールを机の上に置いた。

　それから彼かの女じよは、ちょうどいところに、と言いたげな事務的な視線を古こ城じように向ける。

「あ、古こ城じよう。那な月つきちゃんが呼んでたわよ。今すぐに教官室まで来てくれって」

「那な月つきちゃんが？」

　不ふ吉きつな予感に襲おそわれて、古こ城じようは思わず顔をしかめた。これまでの経験上、南みな宮みや那な月つきからの呼び出しを喰くらって、何事もなかった記き憶おくがほとんどないからだ。

「なんの用事だ？　出席日数は足りてるよな？　最近は赤点も取ってないし……」

「知らないけど、攻魔局けいさつ方面の話みたいよ。急いでたみたいだから、さっさと行ったほうがよくない？」

「なんか嫌いやな予感しかしないんだが……」

　どんよりとした気分になりながら、古こ城じようは渋しぶ々しぶと立ち上がる。

「悪い、凪なぎ沙さ、アヴローラ。今日は先に帰っててくれ」

「はいはい。頑がん張ばってね、古こ城じよう君」

「よかろう。汝なんじの願い、聞き入れた」

「大おお袈げ裟さなやつだな」

　言葉とは裏腹にしょんぼりと肩かたを落とすアヴローラの頭を、古こ城じようはぽんぽんと軽く撫なでた。

　再会した当初こそぎこちなかった二人だが、そんな古こ城じようも今ではすっかりアヴローラに対して、実の妹と同じような親しげな距きよ離り感かんで接している。

　そんな古こ城じようの後ろ姿を、雪ゆき菜なは複雑そうな態度で見送った。

　先代の第だい四よん真しん祖そであるアヴローラが古こ城じようの庇ひ護ご下かにあるのは、余計なトラブルを避さけるという意味で、日本政府としても歓かん迎げいすべき状じよう況きようだ。

　獅し子し王おう機き関かんから派は遣けんされている監かん視し役の雪ゆき菜なが、不満に思う理由はない。

　にもかかわらず、雪ゆき菜なの表情は晴れない。

　もやもやとした感情を抱いだいてしまう自分自身に困こん惑わくしているのだ。

　そんな雪ゆき菜なの気持ちを知ってか知らずか、浅あさ葱ぎが力強く手を打ち鳴らした。古こ城じようが出て行ったあとの部室のドアを閉め、しっかりと鍵かぎをかけた上で、彼かの女じよは雪ゆき菜なたちに向き直る。

「さて……と。邪じや魔ま者ものもいなくなったところで、こっちの用事も済ませちゃいましょうか」

「用事？　あの、藍あい羽ば先せん輩ぱい？　なぜ鍵かぎを……？」

　雪ゆき菜なが怪け訝げんな口調で訊きいた。

　浅あさ葱ぎは古こ城じようを追い出した上で、雪ゆき菜なたちを閉じこめたようにしか見えなかったからだ。

　しかし浅あさ葱ぎは、むしろ不思議そうに雪ゆき菜なを見返して、

「だって、見られたら困るでしょ？」

「見られる？　なにをですか？」

「ん？　裸はだかだけど？」

「……裸はだか？」

　一いつ瞬しゆんなにを言われたのか理解できずに、雪ゆき菜なはきょとんと眼めを瞬またたいた。

　そんな雪ゆき菜なに近づいて来た浅あさ葱ぎが、雪ゆき菜なの制服のリボンをするりと解ほどく。

「さ、脱ぬいで」

「は、はい……？」

「制服。邪じや魔まだから。撮さつ影えいできないし」

「さ、撮さつ影えい……!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、プライバシーは守るわよ」

「全然、大だい丈じよう夫ぶじゃないんですけど!?　ないんですけど!?」

「いいからいいから。さっさと覚かく悟ごを決めなさい。凪なぎ沙さちゃん、この子たち脱ぬがすから、手伝って」

　じりじりと後ずさる雪ゆき菜なを壁かべ際ぎわまで追おい詰つめながら、浅あさ葱ぎが凪なぎ沙さに呼びかけた。

　この子たち、という浅あさ葱ぎの言葉には、雪ゆき菜なだけでなくアヴローラも脱ぬがせる対象だという意味がこめられているらしい。

　しばらく呆あつ気けにとられていた凪なぎ沙さだが、浅あさ葱ぎが運んできた荷物の中身を見るなり、納なつ得とくしたように力強く笑う。

[image: ]

「わかった。じゃあ、あたしはアヴローラちゃんを脱ぬがしちゃうね。雪ゆき菜なちゃんのほうはよろしく」

「っ!?」

「任せて」

　声も出せずに怯おびえるアヴローラと、それとは対照的に満足げな表情を浮うかべる浅あさ葱ぎ。

　そして雪ゆき菜なは予期せぬ友人の裏切りに、絶望の声を上げるのだった。

「え、ええええええっ!?」
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　南みな宮みや那な月つきは彩さい海かい学がく園えんの英語科教師だが、攻こう魔ま局きよく所属の国こつ家か攻こう魔ま官かんでもある。

　魔ま族ぞく特とつ区く内の教育機関は、生徒の安全確保のために一定数の攻こう魔ま師しを常じよう駐ちゆうさせることが義務づけられており、教員免めん許きよを持つ攻こう魔ま官かんというのは、なにかと重ちよう宝ほうされる存在なのだ。

　そんな那な月つきの執しつ務む室しつで古こ城じようを出で迎むかえたのは、少し意外な人物だった。

　古こ城じようの後こう輩はいでもある鬼オグ族レスの少女──香か菅すが谷や雫しず梨り・カスティエラだ。

「こ、古こ城じよう！」

　部屋に足を踏ふみ入いれた古こ城じように、半ば体当たりするような勢いで雫しず梨りがしがみついてくる。

　彼かの女じよの瞳ひとみはわずかに潤うるんで、血ちの気けを失った唇くちびるの色は蒼そう白はくだ。情報を伝えなければという義務感と恐きよう怖ふが綯ない交まぜになって、彼かの女じよが混乱しているのがよくわかる。

「カス子？　おまえも那な月つきちゃんに呼ばれてたのか……っておい!?」

「出た！　出たんですの！　この歳としになって、こんなことを言うのは恥はずかしいのですけど……」

「出たって、なにが……」

　困こん惑わくに眉まゆを寄せながら、古こ城じようは声を詰つまらせる雫しず梨りを見下ろした。

　普ふ段だんは強気な雫しず梨りの両手が、ふるふると小刻みに震ふるえていた。さすがの古こ城じようも、今の雫しず梨りが、普ふ通つうの精神状態ではないことに気づく。よほどショッキングな出来事があったのだろう。

「そ、そうか……替かえの下着とか買ってきたほうがよかったか？」

「お、お漏もらししたとか、そういうことではありません！」

　古こ城じようが明らかになにかを誤解したことに気づいて、雫しず梨りが顔を真っ赤にして叫さけんだ。

「え、あれ？　じゃあ、いったいなにが出たんだ……？」

「幽ゆう霊れいですわ！　幽ゆう霊れい！」

「……幽ゆう霊れい？」

　古こ城じようが戸と惑まどったような表情で訊きき返す。

　半聖職者の修女騎士パラデイネスである雫しず梨りが、幽ゆう霊れいに怯おびえているという事実に若じやつ干かん呆あきれたのだ。悪あく霊りよう退治は、むしろ彼かの女じよの専門分野のはずである。

「残念だけど、噓うそじゃないよ」

　興奮して会話にならない雫しず梨りの代わりに、部屋の中にいた別の人物が説明を引ひき継ついだ。

　来客用のソファに座すわっていたのは、端たん整せいな顔立ちの小こ柄がらな少年。その隣となりには、特とく徴ちよう的てきな獣けもの耳みみを持つ獣じゆう人じん種しゆの少女が座すわっている。古こ城じようにとっても馴な染じみ深い友人たちだ。

「琉る威いと優ゆ乃の……？」

「やっほー、コジコジ。久しぶり！」

「なんでおまえらがウチの学校に？」

　しがみついたままの雫しず梨りを引きずるようにして、古こ城じようは二人に近づいた。

　宮みや住ずみ琉る威いと天あま瀬せ優ゆ乃の。魔ま術じゆつ的てき仮想空間〝恩おん萊らい島とう〟で古こ城じようと共に暮らしていた、元パーティーメンバーである。

　現在の彼かれらの職業は、絃いと神がみ新しん島とうに事務所を構えたプロの民みん間かん攻こう魔ま師しだ。

　そんな彼かれらが彩さい海かい学がく園えんにいるのは、古こ城じようにとっては意外な状じよう況きようだった。

「人工島管理公社からの依い頼らいだそうだ」

　古こ城じようの疑問に、那な月つきが答える。部屋の主である彼かの女じよは豪ごう華かなアンティークの椅い子すに座すわって、分厚い報告書の束をめくっていた。

　琉る威いたちは、その報告書を那な月つきに届けにきたらしい。

「依い頼らいって？」

「人工島南地区アイランド・サウスの地下構造部に、大規模な放水設備があるのは知ってるな？」

「ああ……あの馬鹿でかい地下トンネルだろ？」

「その放水路内で、幽ゆう霊れいの目もく撃げき情報があった」

「幽ゆう霊れい？　本当に出たのか？」

　古こ城じようは驚おどろいて雫しず梨りを見た。雫しず梨りは怒おこったように眉まゆを吊つり上あげて、

「さっきからそう言ってますの！」

「人的な被ひ害がいがあったわけではないが、人工島管理公社は、念のために民みん間かん攻こう魔ま師しに調査を依い頼らいした。まさかその民みん間かん攻こう魔ま師しというのが、そこにいるパッパラ修女騎士パラデイネスの知り合いというのは少々意外だったがな」

「あー……」

　なるほど、と古こ城じようは納なつ得とくし、琉る威いと優ゆ乃のが苦く笑しようする。

「その放水路内で、このところメンテナンス用のロボットの事故が続いているそうだ。行ゆく方え不ふ明めいになったのが七台。残ざん骸がいになって発見されたのが二台。一台一千万円以上する機体だからな。現時点ですでに一億円近い損失だ」

　そう言って那な月つきが、古こ城じように報告書を差し出してくる。

　正直あまり関わり合いになりたくはなかったが、逆らっても無む駄だだと判断して、古こ城じようは仕方なく報告書を受け取った。報告書は二通。一通は人工島管理公社が用意した依い頼らい書しよで、もう一通は琉る威いたちが作成した調査報告書だ。

「発見されたロボットの残ざん骸がいだが、機体そのものに物理的なダメージはなかった。損傷の原因は、経けい年ねん劣れつ化かだそうだ」

「経けい年ねん劣れつ化か？」

「ああ。何十年も放置されていたみたいに、腐ふ食しよくが進行していたらしい」

　那な月つきが平へい坦たんな口調で告げる。

　報告書に貼はりつけられていた写真を一いち瞥べつして、古こ城じようは驚おどろきに目を眇すがめた。

　そこに映っていたロボットの筐きよう体たいは、サビに覆おおわれてボロボロだった。ほんの数日前まで稼か働どうしていた、現げん役えきの機械とはとても思えない。

「祟たたりですわ……祟たたりに違ちがいありませんわ……！」

　報告書の写真を凝ぎよう視ししたまま、雫しず梨りがブルブルと肩かたを震ふるわせた。

　古こ城じようはそんな雫しず梨りの横顔を半眼で眺ながめて、

「おまえ、聖職者もどきのくせに、祟たたりにビビり散らかすのはいいのか……？」

「仕方ありませんわ！　だって本当に出たんですのよ！」

「幽ゆう霊れいの目もく撃げき報告があったのは本当だ」

　那な月つきが、雫しず梨りの言葉を肯こう定ていした。

「ロボットの回収に向かった作業員が何人も証言している。それもあって攻こう魔ま局きよくは、民間の攻こう魔ま師しに調査の依い頼らいを出したんだが……」

「つまりカス子は琉る威いたちと一いつ緒しよに放水路に潜もぐったのか。それで、本当に幽ゆう霊れいを目もく撃げきした、と」

　なるほどな、と古こ城じようは納なつ得とくして息を吐はく。

　年ねん齢れい制限のせいで、まだ正式な攻こう魔ま師しではないが、雫しず梨りはもともと琉る威いたちのパーティーの班リー長ダーだったのだ。そんな彼かの女じよが調査に同行するのはべつにおかしなことではない。

「ばーっ！　って、いっぱい出たんですわ。あと見たことのない変な景色も……！」

　雫しず梨りが身み振ぶり手て振ぶりを駆く使しして、必死に幽ゆう霊れいの脅きよう威いを説明する。

「いっぱい出た？　幽ゆう霊れいは一体じゃなかったのか？」

「そうだね。群体というわけではないけど、複数の存在を確かく認にんしたよ」

　古こ城じようの疑問に、琉る威いが答えた。優ゆ乃のもめずらしく真面目な表情でうなずいて、

「間ま違ちがいなく気配はあったんだけどね。触ふれなかったっていうか、近づいたらすぐに消えちゃって」

「本当に幽ゆう霊れいみたいだな」

「最初からそう言っているのですわ！」

　雫しず梨りが不満そうに声を荒あららげた。

　詰つめ寄よる彼かの女じよを、わかったわかった、と古こ城じようはぞんざいに押おし返かえす。

「まあ、幽ゆう霊れいが出るのはわかったけど、なんで俺おれが呼ばれたんだ？」

「今のところ幽ゆう霊れいによる人的な被ひ害がいは出ていないが、破は壊かいされたメンテナンス用ロボットの件もある。このまま放っておくわけにはいかないだろう？」

　那な月つきが、無感情な瞳ひとみで古こ城じようを見た。

「それはわかるけど……って、まさか俺おれに幽ゆう霊れいをどうにかしろって言うんじゃないだろうな？」

　古こ城じようが警けい戒かいの視線を那な月つきを向けた。人工島管理公社の手に負えない厄やつ介かいな問題を、彼かの女じよが自分に丸投げする気だと気づいたのだ。

「調査を引き受けたのはあたしたちだけど、幽ゆう霊れい退治は管かん轄かつ外がいなんだよね。ほら、うちのパーティー、物ぶつ理り攻こう撃げきが専門だから」

　優ゆ乃のが少し困ったように言い訳して、ペロリと舌を出した。

　雫しず梨りと優ゆ乃のはバリバリの近接アタッカーで、琉る威いは狙そ撃げき手しゆ。火力が高くて小回りも利きくが、物ぶつ理り攻こう撃げきに偏かたよっている香か菅すが谷や班の面々は、実体を持たない霊れいに対する攻こう撃げき手段が乏とぼしい。

　しかしそれは古こ城じようも同じである。

「それはわかるけど、俺おれも亡ゴー霊ストや生霊レイスの相手なんかしたことないぞ？」

「おまえが放水路の調査に行けば、自動的に姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なもついていくだろう？」

「姫ひめ柊らぎ？」

　担任教師の唐とう突とつな指し摘てきに、古こ城じようはきょとんと目を瞬またたいた。

「そうか、あいつの〝雪せつ霞か狼ろう〟なら、霊れい体たいを無理やり消し飛ばせるのか……って、俺おれじゃなくて、姫ひめ柊らぎが最初から目当てなのかよ」

「攻こう魔ま局きよくが獅し子し王おう機き関かんに協力を依い頼らいするのは、いろいろと面めん倒どうなしがらみがあるからな」

　那な月つきが悪びれもせずに堂々と言った。

　縦割り行政の弊へい害がいなのか、那な月つきの勤務先である警察庁の攻こう魔ま局きよくと、雪ゆき菜なが所属する獅し子し王おう機き関かんは仲が悪い。雪ゆき菜なが持っている七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーが亡ゴー霊スト相手に効果的だとわかっていても、素す直なおに手伝ってくれと頼たのむわけにはいかないらしい。

「それに、メンテナンス用ロボットとやらの壊こわれ方かたも少し気になるな」

「あー……経けい年ねん劣れつ化かで壊こわれたんだっけか」

「仮に、生命力を抜ぬき取とるようなドレイン系の攻こう撃げきだとしても、不老不死のおまえなら問題ないだろう？　最悪、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なも血の伴はん侶りよにしてしまえば済むことだしな」

「さらっと姫ひめ柊らぎの意思とか人権とかいろいろ無視するのはやめてやれ」

　古こ城じようが溜ため息いきまじりに那な月つきに抗こう議ぎした。

　一方で、那な月つきの依い頼らいに逆らえないことも理解していた。

　望んで手に入れた力ではないが、古こ城じようは第だい四よん真しん祖そと呼ばれる世界最強の吸きゆう血けつ鬼きであり、この島──絃いと神がみ市し国こくの領主なのだ。島内に異変が起きており、島民の生活が脅おびやかされているというのなら、古こ城じようにはその異変を解決する義務がある。

「わかった。とにかく、俺おれと姫ひめ柊らぎで放水路の幽ゆう霊れいを調べてくればいいんだな」

「人目につかない地下トンネルの中だからといって、女とイチャつくのはほどほどにしておけよ。ホラー映画だとそういうバカップルは、真っ先に不幸な目に遭あうからな」

「誰だれがバカップルだ！　あんたが姫ひめ柊らぎを連れていけって言ったんだろうが！」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない那な月つきの言葉に、古こ城じようが声を荒あららげる。

「祟たたりですわ！　祟たたりにはくれぐれも気をつけてくださいまし！」

　そんな中、雫しず梨りだけは最後まで大真面目な口調で、古こ城じように警告するのだった。
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　部室で下着姿になった雪ゆき菜なは、両りよう腕うでを横に広げた姿勢で所在なげに立っていた。

　浅あさ葱ぎはスマホのカメラを構えて、そんな雪ゆき菜なの全身を撮さつ影えいしていく。

　同じく下着姿の凪なぎ沙さとアヴローラが、興きよう味み津しん々しんといった表情で雪ゆき菜なを見ているのがわかって落ち着かないが、浅あさ葱ぎもべつに雪ゆき菜なに嫌いやがらせをしているわけではない。

　彼かの女じよの目的は、雪ゆき菜なの身体データの採寸なのだった。

「最近のスマホアプリは高性能だからね。ミリ単位で三次元のデータを測定してくれるのよ。じゃあ、次はこっちに背中向けてくれる？」

「は、はい」

　雪ゆき菜なは浅あさ葱ぎに言われるままに、その場で百八十度回転した。その様子を見ていた凪なぎ沙さとアヴローラが、おお、と感かん嘆たんの息を吐はく。

「わあ、雪ゆき菜なちゃん、背中綺き麗れいだねー」

「うむ。まさに汚けがれを知らぬ処女雪の如ごとし」

「そ、そういうのはいいから……！　あの、藍あい羽ば先せん輩ぱい……ドレスなんて本当に必要なんですか？　わたしはべつにレンタルで構わないんですけど」

　雪ゆき菜なが羞しゆう恥ちに顔を赤らめながら弱々しく呻うめいた。

　もともと自分の外見に無む頓とん着ちやくな雪ゆき菜なは、着き飾かざることにほとんど興味がない。オーダーメイドのドレスを用意すると言われても、面めん倒どうくさいというのが本音である。

　しかし浅あさ葱ぎは、駄だ目めよ、と雪ゆき菜なの意見を即そく座ざに却きやつ下かした。

「マガウル・アタル主しゆ催さいの舞ぶ踏とう会かいのお招きだからね。絃いと神がみ市し国こくの人間が見み窄すぼらしい恰かつ好こうしてたら、舐なめられちゃうでしょ」

「マガウル・アタル……〝聖せい鳥ちよう環かん礁しよう〟ですか。東南アジア地区の魔ま族ぞく特とつ区くですね」

　雪ゆき菜なの瞳ひとみに、かすかな戸と惑まどいの色が浮うかんだ。

　聖せい鳥ちよう環かん礁しようは、南シナ海の南部に位置する比ひ較かく的てき新しい魔ま族ぞく特とつ区くだ。

　管理しているのは東南アジア諸王国連合──通つう称しよう〝十六大国〟構成国のひとつカッティガラ聖せい公こう国こく。小国ながらも魔ま術じゆつ資し源げんに恵めぐまれ、経済発展の著いちじるしい国として知られている。

　浅あさ葱ぎが言うには、そのカッティガラのトゥイエット公女より、第だい四よん真しん祖そ宛あての招待状が届いたということらしい。約二カ月後に行われる聖せい鳥ちよう環かん礁しようの新総裁就任パーティーに来らい賓ひんとして招きたい、というのが口実だ。

「浅あさ葱ぎちゃん、ドレスって、あたしたちのぶんも作ってもらえるの？」

　制服の上着に袖そでを通しながら、凪なぎ沙さが訊きいた。彼かの女じよとアヴローラの採寸はすでに終わっており、アヴローラは再び制服のリボンとの格かく闘とうを始めている。

「もちろんよ。費用は人工島管理公社持ちだから安心して。その段ボールの中にカタログと、生き地じサンプルが入ってるからね」

「カタログ!?　見る見る！　楽しみだねえ、アヴローラちゃん。どういうのがあるんだろ……」

「わ、我わが身みに相応ふさわしき絢けん爛らんなる衣ころもは何処いずこに在りや……」

　凪なぎ沙さとアヴローラが着き替がえもそっちのけで、分厚いドレスのカタログをめくり始める。

　公女主しゆ催さいの舞ぶ踏とう会かい用というだけあって、カタログに記き載さいされたドレスは、おとぎ話の世界から抜ぬけ出だしてきたかのような華はなやかなデザインのものばかりである。

「……どうしてカッティガラの公女が、暁あかつき先せん輩ぱいに舞ぶ踏とう会かいの招待状を？」

　なおも警けい戒かいするような口調で、雪ゆき菜なが訊きいた。

　浅あさ葱ぎが素っ気なく肩かたをすくめて笑う。

「同じ魔ま族ぞく特とつ区くの代表者同士、仲良くしましょうってことなんでしょ。少なくとも表向きはね」

「はあ……」

「絃いと神がみ市し国こくみたいな新興で弱小の半独立国にしてみれば、承しよう認にんしてくれる国が増えるのはありがたい話だし、聖せい鳥ちよう環かん礁しようの連中にとっても第だい四よん真しん祖そとコネが出来るのはメリットだしね」

「そうなんですか？」

「少なくともあちらの公女様にとっては、真祖との関係はわりと切実な問題みたいよ」

　浅あさ葱ぎがどこか冷ややかに告げた。

「どうしてでしょう？　聖せい鳥ちよう環かん礁しようの場合、アルディギア王国みたいに夜の帝国ドミニオンと隣りん接せつしてるわけではないですよね？　抑よく止し力りよくとしての第だい四よん真しん祖そが必要とは思えませんけど……」

「うーん、あたしも知らなかったんだけど、十六大国の加盟国には、〝滅ほろびの王朝〟と関係が深い国と、〝混こん沌とん界かい域いき〟に近い国があるのよ。どちらからも、中ちゆう途と半はん端ぱに離はなれてるせいでね」

「第だい二に真しん祖そ派と、第だい三さん真しん祖そ派に分かれているということですか？」

「そうなのよね。で、魔ま族ぞく特とつ区くの式典には、聖域条約機構の要人である吸きゆう血けつ鬼きの真祖を招待するのが通例なんだけど──」

「国内の派は閥ばつと無関係な第だい四よん真しん祖そがいれば、余計なトラブルを避さけられるということですか」

「地理的にも絃いと神がみ島じまは聖せい鳥ちよう環かん礁しように近いから、第だい四よん真しん祖そを招待する言い訳も立つしね」

　なるほど、と雪ゆき菜なは浅あさ葱ぎの説明を受け入れた。

　魔ま族ぞく特とつ区くの式典に、第二真祖アスワドグールと第ジ三ヤ真ー祖ダのどちらを招待しても、敵てき対たい派は閥ばつからの反発は免まぬがれない。

　だからといって、両方を同時に招くのは論外だ。

　あの二人が顔を合わせて何事もなく終わることなどあり得ないし、真祖同士が争うことになれば、それがたとえ遊び半分でも、ちっぽけな環かん礁しよう州しゆう島とうなどあっさり消しよう滅めつしかねない。

　そんな派は閥ばつ争いの板いた挟ばさみになったカッティガラの公女が目を付けたのが、中立の新興勢力である第だい四よん真しん祖そというわけだ。

「まあ、そんなわけだから、こちらとしてもなるべく多くの戦力を聖せい鳥ちよう環かん礁しように送りこんでおきたいのよね。さすがに第だい二に真しん祖そや第だい三さん真しん祖そ本人が文句を言ってくるとは思えないけど、彼かの女じよたちの配下がなにか仕し掛かけてこないとも限らないから」

「あの……そんなイベントに、凪なぎ沙さちゃんやアヴローラさんを参加させて大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　危険ではないのか、と雪ゆき菜なが声を潜ひそめて指し摘てきした。

　先代の第だい四よん真しん祖そとはいえ、アヴローラには戦せん闘とう能力はほとんどない。凪なぎ沙さと力を合わせれば、いちおう眷けん獣じゆうを喚よび出だすことも可能らしいが、その凪なぎ沙さも戦いに関しては素しろ人うとだ。

　それでいて彼かの女じよたちは古こ城じようとの関わりが深く、万一命を狙ねらわれたり、人ひと質じちに取られた場合のリスクは計り知れない。ドレスを楽しみにしている二人には悪いが、絃いと神がみ島じまに置いておくほうが賢けん明めいなはずである。

「あたしもそう思ったんだけど、古こ城じようがね」

　浅あさ葱ぎがめずらしく煮にえ切きらない口調で言った。その言葉に雪ゆき菜なは驚おどろいた。

「暁あかつき先せん輩ぱいの希望……なんですか？」

「そう。舞ぶ踏とう会かいで誰だれをエスコートするのかって訊きいたら、アヴローラちゃんがいいんだって。即そく答とうよ、即そく答とう。ちょっとくらい悩なやめってのよ、まったく……」

「え……」

　雪ゆき菜なは瞳ひとみを大きく揺ゆらした。

　華はなやかな行事とは無む縁えんの雪ゆき菜なだが、舞ぶ踏とう会かいで男性が、家族以外の女性をエスコートする意味は知っている。

　古こ城じようにとって今回の舞ぶ踏とう会かいは、第だい四よん真しん祖そとしての公式行事だ。その第だい四よん真しん祖そが選ぶ異性のパートナーは、当然、彼かれの恋こい人びとか婚こん約やく者しやとして認にん知ちされることになるだろう。

　そして古こ城じようは、そのパートナーとしてアヴローラを選んだのだ。

　実の妹である凪なぎ沙さではなく、ましてや雪ゆき菜なや浅あさ葱ぎでもなく、アヴローラを──

「先せん輩ぱいがアヴローラさんを……そうですか……」

　平静を装よそおう雪ゆき菜なの声が震ふるえた。

　浅あさ葱ぎがそんな雪ゆき菜なを気き遣づかうように、慌あわててなにかを言いかける。

　しかし彼かの女じよが口を開く前に、マゾ部の部室内に異変が生じた。

　天てん井じよう近くの空間に波は紋もんのような揺ゆらぎが広がり、そこから人ひと影かげが吐はき出だされたのだ。

「うおおおおっ!?」

「え!?」

　着地点にある椅い子すや机を薙なぎ倒たおしながら、床ゆかに落下したのは暁あかつき古こ城じようだった。

　なんの前まえ触ぶれもなく降ってきた古こ城じようを、雪ゆき菜なたちはただ呆ぼう然ぜんと眺ながめた。

「痛いててて……あのクソ教師、相変わらず無茶苦茶しやがる……」

　古こ城じようが苦痛に呻うめきながら起き上がり、そして彼かれは突とつ然ぜん動きを止めた。

　下着姿のまま立たち尽つくす雪ゆき菜なや、着き替がえ中ちゆうの凪なぎ沙さとアヴローラを見つめて、無表情に眼めを瞬またたく。

「古こ城じよう……あんた、どこから入ってきてるのよ!?」

　真っ先に驚おどろきから立ち直った浅あさ葱ぎが、低い声で古こ城じようを問とい詰つめる。

「いや、待て……俺おれは、那な月つきちゃんから用が済んだのならさっさと出て行けって空間転移でほっぽり出されて……てか、ここ部室だろ……なんで姫ひめ柊らぎたちが下着で……!?」

　古こ城じようが必死に言い訳するが、彼かれ自じ身しん、自分の置かれている状じよう況きようをきちんと理解しているわけではなさそうだ。ようやく我に返った雪ゆき菜なが、慌あわてて自分の身体からだを隠かくそうとするが、そのとき古こ城じようはもうすでに、浅あさ葱ぎに耳を引っ張られて部室の外に連れ出されたあとだった。

「いいから、ちょっと向こうでお話しましょうか？　って、いつまで見てるのよ!?」

「ぐおお!?　目が……！」

「……はあ……」

　浅あさ葱ぎの目め潰つぶし攻こう撃げきを喰くらった古こ城じようの頼たよりない悲鳴を聞きながら、雪ゆき菜なは深々と嘆たん息そくする。

　そんな雪ゆき菜なのすぐ近くで、アヴローラはただおろおろと古こ城じようたちの姿を見つめていた。
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　半ば追い出されるような形で学校を出た古こ城じようは、海沿いの緩ゆるやかな坂道を雪ゆき菜なと一いつ緒しよに歩いていた。人工島南地区アイランド・サウスの地下にある放水路の入り口に向かっているのだ。

　強い陽ひ射ざしから顔を庇かばうように、古こ城じようはパーカーのフードを目ま深ぶかに被かぶっている。

　それでも雪ゆき菜なに対する気まずげな表情は隠かくし切れていなかった。

「あー……悪かったな、姫ひめ柊らぎ」

「そ、そのことはもういいですから、忘れてください。確かく認にんもせずに空間転移を使った南みな宮みや先生にも責任がありますし……！」

「いや、それもあるけど、幽ゆう霊れい退治なんかにつき合わせることになったのがな」

　古こ城じようは気け怠だるげに溜ため息いきをついて、本気で申し訳なさそうな表情を浮うかべる。

　那な月つきが古こ城じようを放水路の調査に向かわせたのは、第だい四よん真しん祖その監かん視し役やくである雪ゆき菜なを事件に巻きこむためなのだ。それを理解しているはずなのに、文句も言わずに同行してくれる雪ゆき菜なには、古こ城じようとしても感謝の念を禁じ得なかった。

「いいですよ、べつに。どうせわたしなんか舞ぶ踏とう会かいのパートナーより、幽ゆう霊れい退治のほうがお似合いですし……」

　雪ゆき菜なが自じ嘲ちよう気味するように薄うすく微ほほ笑えんで、小声でぼそりと呟つぶやいた。

　古こ城じようは訝いぶかるように彼かの女じよを見る。

「舞ぶ踏とう会かい？　なんの話だ？」

「いえ、なんでもありません。それよりも放水路の入り口というのはこれですか？」

「ああ。いちおうそのはずだけど」

　那な月つきから預かった地図を広げつつ、古こ城じようは周囲の景色を確かく認にんした。

　人工島内を流れる運河の河口近くに、高さ四、五メートルほどの大きな水路が口を開けている。水路の断面はほぼ正方形。内部には照明もなにもない、殺風景なただの地下トンネルである。

「総延長六キロって聞いてたけど、めちゃめちゃでかいな……」

　真っ暗な水路の中をのぞきこみ、古こ城じようはうんざりと息を吐はいた。

　本当に出るかどうかもわからない幽ゆう霊れいについて調べるために、このカビ臭くさいトンネルの中に入るのかと思うと、いくら暗くら闇やみに強い吸きゆう血けつ鬼きでも気が滅め入いる。

「絃いと神がみ島じまは降水量多いですもんね。台風の通り道だし……」

「人工島南地区アイランド・サウスは、ほかの人ギガ工フロ島ートより設計が古いから、それもあってこういう原始的な放水設備が残ってるんだとさ」

　借り物の懐かい中ちゆう電灯を点つけて、古こ城じようは水路内へと足を踏ふみ入いれた。黒いギグケースを背負った雪ゆき菜なが、そのすぐあとをついてくる。

　大雨の時にしか使用されない設備ということもあって、トンネル内は今は乾かわいていた。湿しつ度どは高いがひんやりとしており、どことなく鍾しよう乳にゆう洞どうに似た雰ふん囲い気きがある。

「幽ゆう霊れいが出るのは、設備が古いことと関係あるんでしょうか？」

「どうだろうな。ほかより古いといってもせいぜい五年か十年の違ちがいだから、誤差の範はん疇ちゆうって気もするんだが」

　周囲をきょろきょろと見回しながら、古こ城じようが硬かたい口調で言った。そんな古こ城じようの横顔を見上げて、雪ゆき菜なは意外そうに眉まゆを上げる。

「先せん輩ぱい、もしかして緊きん張ちようしてますか？」

「緊きん張ちようするだろ。幽ゆう霊れいだぞ」

「ふふっ」

　小さく噴ふき出だす雪ゆき菜なを見返し、古こ城じようはムッと唇くちびるを曲げた。

「そんなに笑うようなことじゃないだろ。トンネルの中は出やすいって言うし、カス子のヤツにも散々脅おどされたしな」

「はい。でも、世界最強の吸きゆう血けつ鬼きなのに、幽ゆう霊れいが恐こわいなんて」

「恐こわいとは言ってないからな。ちょっと警けい戒かいしてるってだけで」

「そうですね、ふふっ」

　強がる古こ城じようの反応が可お笑かしかったのか、雪ゆき菜なはクスクスと笑い続ける。

　古こ城じようは小さく舌打ちして、ふて腐くされたような表情で雪ゆき菜なを見返した。

「姫ひめ柊らぎは幽ゆう霊れいを相手にしたことがあるのか？」

「いえ、獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎは、魔ま族ぞくとの直接戦せん闘とうが専門ですから。実体を持たない霊れい体たいの処理は、紗さ矢や華かさんたちの担当分野です」

「煌きら坂さかか。そういや、あいつ、いつも呪じゆ詛そがどうこう言ってたな」

「はい。でも、今は〝雪せつ霞か狼ろう〟がありますから、安心してください。物理的な実体を持たない相手に対しては、〝雪せつ霞か狼ろう〟の神しん格かく振しん動どう波はが直接作用しますから」

　自分が背負っているギグケースを指さして、雪ゆき菜なが力強く言い切った。

　彼かの女じよが持っている銀色の武ぶ神しん具ぐは、ありとあらゆる結界を斬きり裂さき、魔ま力りよくを無効化するという破は魔まの槍やりだ。魔ま力りよくや呪じゆ力りよくで存在を維い持じする霊れい体たいにとっては、天敵ともいえる凶きよう悪あくな武器である。

「姫ひめ柊らぎに任せておけば、幽ゆう霊れいが出てきても消しよう滅めつさせられると思っていいのか？」

「いえ……完全に消しよう滅めつさせるのは、〝雪せつ霞か狼ろう〟でも難しいですね。肉体を持たない亡ゴー霊ストの場合、思念を維い持じするための依より代しろがどこかにあるはずですから。それらを破は壊かいしなければ、一時的に無力化できたとしても、いずれ復活する可能性が高いです」

　雪ゆき菜なが少し困ったような口調で説明した。

「幽ゆう霊れいの依より代しろ……記き憶おく装置みたいなものか。誰だれがなんの目的でそんなものを用意したんだ？」

「それは実際に依より代しろを見て見ないことにはなんとも……魂たましいを保存するために生前に魔ま法ほう陣じんを用意した魔ま術じゆつ師しの前例もありますし、偶ぐう然ぜんという可能性も否定できませんから」

「偶ぐう然ぜん？」

「たまたま近くに相あい性しようのいい依より代しろがあって、魂たましいが囚とらわれてしまう場合もあるんです」

「焰えん光こうの宴うたげに巻きこまれたアヴローラみたいに、か」

　古こ城じようが、朧おぼろ気げな記き憶おくを辿たどりながら独り言のように呟つぶやく。

　封ふう印いんされた第だい四よん真しん祖そを復活させるための魔ま術じゆつ儀ぎ式しき──〝焰えん光こうの宴うたげ〟。その儀ぎ式しきの過程で肉体を失ったアヴローラは、吸きゆう血けつ鬼きとしての肉体を失って魂たましいだけの存在となっていた。

　そんな彼かの女じよの魂たましいの依より代しろとなったのは、凪なぎ沙さだった。強力な霊れい能のう力りよく者しやである凪なぎ沙さが魂たましいを現世につなぎ止めたことで、アヴローラは復活することが出来たのだ。

　アヴローラの名前が出たことで、雪ゆき菜なはなぜか動どう揺ようしたように視線を彷徨さまよわせ、

「そ、そうですね。ただ、彼かの女じよのように完全な形で人格を維い持じできるのは、かなり特とく殊しゆな事例だと思います。普ふ通つうの霊れい体たいは、強きよう烈れつな恨うらみや執しゆう着ちやくを残すだけで精いっぱいですから」

「強きよう烈れつな恨うらみや執しゆう着ちやく……そうか」

　古こ城じようが不意に足を止め、真面目な表情で地下トンネルの奥おくに視線を向けた。

「じゃあ、あいつらはどっちのパターンだと思う？」

「……あいつら？」

　雪ゆき菜なが怪け訝げんそうに顔を上げ、古こ城じようが指さした方角を見る。

　延々と続いていた放水路の奥おくに、広大な地下空間が広がっていた。人工島の地表から流れこんできた雨水の勢いを弱め、逆流を防ぐための調ちよう圧あつ水すい槽そうである。

　高さはおそらく二十メートル近く。縦横の幅はばは百メートル近くあるだろう。

　その広大な空間に、あり得ないものが浮うかんでいた。

　闇やみの中を漂ただようぼんやりとした人ひと影かげ──幽ゆう霊れいだ。

　それも一体や二体ではない。数十体以上はいるだろう。

　彼かれらは近づいて来た古こ城じようたちに気づいて振ふり返かえり、そして一いつ斉せいに声を上げて笑い始めたのだった。
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「これがカス子たちが見た幽ゆう霊れいか……！　いくらなんでも数が多すぎだろ……！」

　いつでもその場から逃にげ出だせるように身構えながら、古こ城じようが表情を強こわ張ばらせた。

　あの雫しず梨りが柄がらにもなく怯おびえていた理由も、今ならわかる。数百体の幽ゆう霊れいが蠢うごめく地下トンネルの姿は、この世のものとは思えない悪夢のような光景だ。

　幽ゆう霊れいたちの見た目に共通点はほとんどない。

　年ねん齢れいや性別、さらには種族もバラバラだ。老人や子ども。大おお柄がらな巨ギ人ガ族スや、幼子ほどの身長の小しよう妖よう精せい族ぞく。人間や、そして獣じゆう人じん種しゆ──ある意味、魔ま族ぞく特とつ区くならではの幽ゆう霊れいたちといえるだろう。

「先せん輩ぱい、違ちがいます」

　冷ひや汗あせを流す古こ城じようの隣となりで、雪ゆき菜なが冷静な声を出す。

　雪ゆき菜なの表情は真しん剣けんだが、彼かの女じよの声に恐きよう怖ふや焦あせりの響ひびきはない。

「違ちがう？　なにがだ？」

「彼かれらは、正確には幽ゆう霊れいではありません」

「幽ゆう霊れいじゃない？」

「はい。どちらかといえば、蜃しん気き楼ろうのような自然現象に近い存在だと思います」

「……蜃しん気き楼ろう？　ただの幻まぼろしってことか？」

「ええ、おそらく。これがその証しよう拠こです」

　雪ゆき菜なは槍やりを取り出すこともなく、無防備に調ちよう圧あつ水すい槽そうの中へと入っていった。そして平然と幽ゆう霊れいたちへと手を伸のばす。

　そんな雪ゆき菜なに、幽ゆう霊れいたちは反応しない。彼かの女じよの手は、ただ幽ゆう霊れいたちをすり抜ぬけるだけだった。

「こいつらはいったいなんなんだ？」

　古こ城じようも雪ゆき菜なのあとを追って、恐おそる恐おそる幽ゆう霊れいたちに近づいた。

　だがやはり幽ゆう霊れいたちは、古こ城じように反応しない。彼かれらはただ、景色のようにそこに在るだけだ。

　賑にぎやかな会話や笑い声、ときには怒ど声せいも聞こえてくるが、幽ゆう霊れいたちの言葉に意味はない。

　まるで定点カメラに記録された街の映像を見ているようだ。

「残留思念……というよりも、記き憶おく、ですね。この土地そのものの記き憶おく、だと思います」

「土地の記き憶おく？」

「存在そのものは幽ゆう霊れいと同じですけど、彼かれらには意思がありません。本当にただの風景として、この土地に焼きつけられているみたいです」

「それで、景色も丸ごと再現されてるのか」

　雪ゆき菜なの説明に納なつ得とくして、古こ城じようは弱々しく息を吐はく。

　幽ゆう霊れいたちの背後には、うっすらと絃いと神がみ島じまの街並みが映っていた。

　古こ城じようにとっても馴な染じみ深い、人工島南地区アイランド・サウスの風景だ。

　すでに取とり壊こわされてしまった建物や潰つぶれた店の看板なども見えるが、土地の記き憶おくということならそれも理解できる。

　時折、古こ城じようの知らない建物や、妙みように奇き抜ばつな服装の人々も混じっているが、幽ゆう霊れいに対して合理的な説明を求めてもおそらく無む駄だだろう。そういうものとして受け入れるしかない。

「このままほっといても害はなさそうだな」

　古こ城じようが警けい戒かいを解きながら呟つぶやいた。

　幽ゆう霊れいの正体が過去の記き憶おくなら、彼かれらが古こ城じようたちに干かん渉しようしてこないのも納なつ得とくだ。

「そうですね。ただ、原因は調べておいたほうがいいと思います。もしかしたらこの幻げん影えいが、もっと大きな魔ま導どう災さい害がいの前まえ触ぶれという可能性もゼロではないですし」

「さすがにそれはないと思うが……まあ、こんな騒さわぎが、なんの理由もなく起きても困るしな。思念を維い持じする依より代しろだっけか。それくらいは探してみてもいいかもな」

「はい。獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎとして、このまま見過ごすわけにはいきません」

　雪ゆき菜なが妙みように張り切ってグッと拳こぶしを握にぎった。潔けつ癖ぺきで責任感の強い彼かの女じよとしては、出現した理由もわからないまま幽ゆう霊れいを放置するのは許せないのだろう。事件を解決するまで帰らないという、頑かたくなな意思が伝わってきて、古こ城じようはこっそりと溜ため息いきをつく。

「とりあえず、この先に進んでみるってことでいいよな」

「はい」

「その前に凪なぎ沙さに連れん絡らくしていいか？　帰りが遅おそくなると心配するかもしれないから……って、さすがにここからは電波が届かないか……」

　スマホが圏けん外がい表示になっていることに気づいて、古こ城じようは小さく顔をしかめた。

　もともと人間が立ち入ることを想定していない放水路に、集合アンテナのような便利なものは設置されていないらしい。

「いったん出口の近くまで戻もどりますか？」

「面めん倒どうくさいけど、そのほうが良さそうだな。ついでに那な月つきちゃんにも経過報告しとくか」

　雪ゆき菜なの提案に古こ城じようが同意する。

　来た道を戻もどるのは正直億おつ劫くうだが、報告をこまめにしておいたほうがいいのは古こ城じようにもわかる。

　那な月つきに心配をかけないため──というよりも、なにか面めん倒どうな問題が起きたときに責任を上司に押おしつけるためである。

　そんな姑こ息そくな考えを察したのか、雪ゆき菜なが苦く笑しようしながら背後を振ふり返かえる。

　そして彼かの女じよは、そこで驚おどろいたように動きを止めた。

「……姫ひめ柊らぎ？」

「あの、先せん輩ぱい。わたしたちが歩いてきたのって、こちらのトンネルでしたよね？」

「あ？　ほかに道なんかなかっただろ……」

　雪ゆき菜なの言葉に困こん惑わくしながら放水路の奥おくをのぞきこみ、古こ城じようは言いかけた言葉を吞のみこんだ。

　古こ城じようたちがそのトンネルを抜ぬけてきたのは、ほんの数分前の出来事だ。

　だが、その数分間で放水路の中の様子は一変していた。

　コンクリートの壁へき面めんはボロボロにひび割れて、亀き裂れつから赤いサビが染しみ出だしている。

　その先にあるのは、分厚い壁かべのように降り積もった瓦が礫れきの山だ。トンネルの天てん井じようが崩ほう落らくして、通路が完全に埋うまってしまっているのだ。

「なるほど。こいつは厄やつ介かいだな」

　古こ城じようは思わず頭を抱かかえた。

　放水路が壊こわれた原因はわからないが、魔ま族ぞく特とつ区くである絃いと神がみ島じまでは、この程度の災害はめずらしくない。真祖クラスの眷けん獣じゆうが暴れれば、被ひ害がいはこんなものではないはずだ。

　しかし放水路の天てん井じようが壊こわれるほどの衝しよう撃げきや震しん動どう、それに魔ま力りよくの気配は感じられなかった。

　それどころかこの瓦が礫れきが降り積もってから、数年単位の時間が過ぎた形けい跡せきがある。

　つまりこの崩ほう落らくは単なる事故ではない。明らかに魔ま術じゆつ的てきな現象だ。

「すみません。油断しました。目印として残しておいた呪じゆ符ふの反応も消えてます。まさか私たちが閉じこめられることになるなんて……」

「いや……それを言うなら、俺おれもなにも気づかなかったからな」

　責任を感じて俯うつむく雪ゆき菜なの頭を、古こ城じようはくしゃくしゃと無造作に撫なでる。

　幽ゆう霊れいそのものは、古こ城じようたちに対する脅きよう威いではなかった。しかし彼かれらの存在と、地下トンネルに起きた異変が無関係とは思えない。

　それだけで攻こう撃げきと決めつけるのは早計だが、少なくとも古こ城じようたちの退路が断たたれたのは事実だった。

「俺おれの眷けん獣じゆうなら、この程度の瓦が礫れきは吹ふき飛とばせそうなんだが……」

「やめてください！　島ごと吹ふき飛とばすつもりですか!?　こんな地下深くで第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうなんか使ったら、地上にどれだけの影えい響きようが出るか……！」

「わかってる。ちょっと言ってみただけだ」

　血相を変えた雪ゆき菜なに詰つめ寄よられて、古こ城じようは慌あわてて自分の発言を撤てつ回かいした。

　世界最強の吸きゆう血けつ鬼きなどと呼ばれていても、第だい四よん真しん祖その能力は実際にはほとんど役に立たない。眷けん獣じゆうの威い力りよくが強力過ぎて、無む差さ別べつ破は壊かい以外に使つかい途みちがないのだ。

　この地下トンネルは人工島南地区アイランド・サウスの基底部に近く、わずかでも眷けん獣じゆうの制せい御ぎよに失敗すれば、人ギガ工フロ島ートそのものを崩ほう壊かいさせてしまう危険がある。それくらいのことは古こ城じようも自覚していた。

「ここで突つっ立たってても仕方ないから、前に進むか」

「はい。偵てい察さつ用ようの式しき神がみを出しますね」

　溜ため息いきまじりに古こ城じようが提案し、雪ゆき菜なは少しホッとしたようにうなずいた。

　雪ゆき菜なが制服の胸むな元もとから取り出した金属製の呪じゆ符ふが、小型犬ほどのサイズの狼おおかみに変わって、幽ゆう霊れいたちが漂ただよう調ちよう圧あつ水すい槽そうの奥おくへと駆かけ出だして行く。

　島内各地から雨水を集めるという性質上、この調ちよう圧あつ水すい槽そうには複数の放水路が接続されており、そのうちのどれか一本でも生き残っていれば、地上に戻もどれるはずである。

　しかし複数の式しき神がみを操あやつる雪ゆき菜なの表情は硬かたい。

　崩ほう落らくによって塞ふさがれているのは、どうやら古こ城じようたちの背後の放水路だけではなかったらしい。

「駄だ目めですね。せめて魔ま術じゆつの痕こん跡せきだけでも見つけられたら良かったんですけど」

「仕方ないさ。無む駄だ足あしにならなかっただけでもよかったよ」

「いえ。少し待ってください。この先になにかが──」

　雪ゆき菜なが、地下トンネルの一本に向かって走り出す。出口を見つけたわけではないが、ほかの放水路にはない異変を、彼かの女じよの式しき神がみが感知したらしい。

　その地下トンネルの壁へき面めんも、やはり激しく劣れつ化かしていた。ろくな手入れもされないまま、何年も放置されていたような印象だ。

　そのトンネルの奥おくから、かすかな異音が聞こえてくる。壊こわれかけの機械が立てる、不規則な金属音である。

「今の音は？」

「わたしの式しき神がみが、なにかを見つけたみたいです。あれは……掃そう除じ機き……ですか？」

　雪ゆき菜なが走る速度を落とした。

　排はい水すい路ろの継つぎ目めに当たる部分に、原付バイクほどの大きさの機械が転がっていた。コンクリートの亀き裂れつに嵌はまりこんで、動けなくなっているらしい。

　機械の形状は円えん筒とう状で、回転するブラシのような腕うでが左右についている。たしかに雪ゆき菜なの言うとおり、ビルの床ゆかなどを清せい掃そうする自じ動どう掃そう除じ機きに見えなくもない。

「地下トンネルのメンテナンス用ロボットだ」

「南みな宮みや先生が仰おつしやっていた、行ゆく方え不明になったという機体ですか？」

「ああ。たぶんな」

　いちおう周囲を警けい戒かいしながら、古こ城じようはロボットに近づいていく。

　ロボットの数は全部で三台。目立つような大きな損傷はない。足元のタイヤが空回りしているということは、バッテリーもまだ残っているようだ。

「そうか……排はい水すい路ろが崩ほう落らくしたせいで、こいつらも地上に戻もどれなくなったのか……」

「彼かれらもこの空間に閉じこめられた、ということですね」

「もしかしたら救難信号くらい出してるのかもしれないけど、この状じよう況きようじゃ係員も助けに来られないだろうしな」

　古こ城じようは傾かたむいているロボットを持ち上げて、地面の亀き裂れつから出してやる。

　ようやく動けるようになったロボットたちは、古こ城じように礼を言うようにピコピコとランプを点てん滅めつさせて、そのままトンネルの奥おくへと向かった。

　迷いのない彼かれらの行動につられて、古こ城じようと雪ゆき菜なはロボットたちを追いかけた。明らかに彼かれらが、なんらかの目的を持って行動していたからだ。

「この先は行き止まりのはずですけど……いったいどこに向かってるんでしょうか？」

「さあな。家庭用の掃そう除じロボットだと、バッテリーの残量が減ると、自分で充じゆう電でんスタンドに戻もどるらしいんだが……」

「充じゆう電でんスタンド……？」

　雪ゆき菜ながなにかに気づいたように顔を上げる。

　直後に、目的地に着いたロボットたちが動きを止めた。

　彼かれらが向かっていた場所に、充じゆう電でんスタンドはなかった。冷静に考えれば、水すい没ぼつ前提で作られた排はい水すい路ろの中に、充じゆう電でんスタンドがあるはずもない。

　代わりにそこにあったのは、扉とびらだった。

　メンテナンス用ロボットを回収するための作業ハッチだ。

　当然そこには人間の作業員が出入りするための梯子はしごも設置されている。

「先せん輩ぱい、これって……」

「作業用の連れん絡らく通路か……！」

　古こ城じようと雪ゆき菜なは互たがいに顔を見合わせて、どちらからともなくうなずいた。

　そんな古こ城じようたちの足元では、バッテリー切れ寸前のメンテナンス用のロボットたちがグルグルと回り続けていたのだった。
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　鍵かぎのかかったハッチをこじ開け、土つち埃ぼこりにまみれた階段を上って、古こ城じようと雪ゆき菜なは地上に出た。

　だが、その先に待っていたのは、思いも寄らない光景だった。

　無人と化した廃はい墟きよの街並みだ。

「これって……絃いと神がみ島じま、だよな……？」

「はい。見覚えのある建物も残ってますし、標識に地名も……」

　夕ゆう陽ひに照らし出されたビル群を眺ながめて、古こ城じようと雪ゆき菜なは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　人工的な都市を囲んでいるのは見み渡わたす限りの大おお海うな原ばら。それ自体は、見慣れた絃いと神がみ島じまの光景だ。

　島内に張はり巡めぐらされたモノレールや、周辺の建物にも見覚えがある。

　しかし街の印象は、古こ城じようたちの記き憶おくにある絃いと神がみ島じまとは決定的に違ちがっていた。

　真新しかった建物は色いろ褪あせて、壊こわれかけているものも少なくない。道路の至るところが陥かん没ぼつし、隣りん接せつする人ギガ工フロ島ートと接続するための連れん絡らく橋きようは見事に半ばから崩くずれ落おちている。

　そして島内に住人の姿はどこにもない。

　ただ屋根の上に止まった海鳥たちが、物めずらしげに古こ城じようたちを見下ろしているだけだ。

「どうしてこんなボロボロになってるんだ？　これもさっきの幽ゆう霊れいと同じ、幻まぼろしなのか？」

「いえ……地下に残っていたような魔ま力りよくの痕こん跡せきは感じません……ですが……現実にこんなことが起きるはずが……」

「俺おれたちが放水路に潜もぐってる間に、いったいなにがあったんだ？」

　降り注ぐ夕ゆう陽ひに目を細めながら、古こ城じようはガリガリと髪かみをかきむしる。

　まだ日にち没ぼつ前ということは、古こ城じようたちが地下トンネルの中にいたのは、長くても一時間といったところだろう。しかしその間に地上の様相は、何年も経たったかのように激変してしまっている。

「……駄だ目めですね。式しき神がみたちに捜そう索さくさせていますけど、人っ子一人残ってないみたいです」

　目を閉じたままこめかみに手を当てた雪ゆき菜なが、動どう揺ようを隠かくしきれない口調で言った。

　古こ城じようはスマホを取り出すが、当然のように通信圏けん外がいだ。それどころか内蔵の時計が合っているのかどうかすら怪あやしい状じよう況きようになっている。

「本当になにがどうなってるんだ……？　恩おん萊らい島とうと同じ仮想空間ってやつなのか？」

「恩おん萊らい島とう……ですか。たしかに、ここが監かん獄ごく結けつ界かいの一種だと考えれば、絃いと神がみ島じまの急激な変化にも納なつ得とくできますね」

　雪ゆき菜なが真しん剣けんな表情を浮うかべて、周囲の街並みを見回した。

　恩おん萊らい島とうとは、かつて古こ城じようを閉じこめた魔ま術じゆつ的てきな仮想空間の名だ。

　その結界の内部では、島の風景や地形だけでなく、時間の進み方すら現実の絃いと神がみ島じまとは異なっていた。しかも空間内に閉じこめられた人間は、その違い和わ感かんに気づけない。

　もしも古こ城じようたちが見ている景色が、恩おん萊らい島とうと同様の仮想空間だとすれば、絃いと神がみ島じまが廃はい墟きよ化かしていた理由にも説明がつく。

「ですが──」

　そう言って雪ゆき菜なは、背負っていたギグケースから銀色の槍やりを取り出した。

　折りたたまれていた主しゆ刃じんと副ふく刃じんが金属音とともに展開されて、戦せん闘とうモードへと移行する。

「ぐお……!?」

　雪ゆき菜なの槍やりから放たれた眩まばゆい閃せん光こうに、古こ城じようが苦く悶もんの声とともに仰のけ反ぞった。

　ありとあらゆる結界を斬きり裂さくという、神しん格かく振しん動どう波はの輝かがやき。しかしその光が周囲を照らしても、都市の風景に変化はなかった。間近で神しん格かく振しん動どう波はを浴びた古こ城じようの目が、思わぬダメージを喰くらっただけだ。

「やはり、この世界は仮想空間ではありません。間ま違ちがいなく現実です」

「〝雪せつ霞か狼ろう〟を試ためすなら、その前に一声かけてくれ……」

　ちらつく両目を押おさえたまま、古こ城じようが弱々しい口調で抗こう議ぎした。

　魔ま力りよくを無効化する神しん格かく振しん動どう波はを浴びても、周囲の光景に変化はない。この世界が魔ま術じゆつ的てきな結界の内側だとしたら、決してあり得ないことだった。ここが仮想世界ツクリモノではないということだけは、ひとまず証明されたことになる。

「それはそれとして、ここが〝現実〟なら、絃いと神がみ島じまが廃はい墟きよになってるのはおかしいだろ。ほんの一時間かそこらで、島の全住民がいなくなるなんてことがあり得るのか？」

「ええ。ですから、ここは仮ニセ想モノではない、本物の異世界なんだと思います」

「本物の……異世界？」

「はい。絃いと神がみ島じまが滅ほろびてしまった並へい行こう世せ界かいです。突とつ飛ぴなことを言っていると思われるかもしれませんが」

「いや……まあ、ほかに説明のしようもないしな……」

　古こ城じようは複雑な表情を浮うかべつつ、雪ゆき菜なの仮説を受け入れた。

　理り屈くつはともかく、廃はい墟きよと化した絃いと神がみ島じまの街並みが目の前に存在するのは事実なのだ。知らない間に絃いと神がみ島じまの全住民が消しよう滅めつしたと言われるよりも、ここが異世界だと割り切ってしまったほうが古こ城じようとしては安心できる。少なくともそれなら、元の世界にいる凪いも沙うとや浅ゆう葱じんたちは、無関係ということになるからだ。

「問題は、わたしたちが異世界に迷いこんだ理由ですね。うっかり迷いこんでしまったのか、それとも誘さそいこまれたのか」

「誘さそいこまれた？　それって……」

「はい。何者かによる魔ま術じゆつ的てきな攻こう撃げきという可能性があります」

「勘かん弁べんしてくれ。ただの幽ゆう霊れい調査じゃなかったのかよ」

「〝神かみ隠かくし〟は、幽ゆう霊れい絡がらみの異変としては比ひ較かく的てきよくあることですから」

「ありがちと言われても、なんの慰なぐさめにもなってないからな……！」

　妙みように冷静な雪ゆき菜なを見返して、古こ城じようは深々と溜ため息いきを洩もらした。

「元の世界に帰るには、どうしたらいい？」

「わかりません。神かみ隠かくしの原因がわからないことには、対策の立てようもないですし……」

　少し困ったような表情で、雪ゆき菜なが弱々しく首を振ふる。

「情報集めが必要ってことか。長丁場になりそうだな」

「そうですね。すみません」

「べつに姫ひめ柊らぎが謝あやまるようなことじゃないだろ。そういうことなら、とりあえず最初に調べるのは、あそこだな」

　古こ城じようは周囲を見回して、最初に目についた看板を指さした。

　異世界とはいえ、元は同じ絃いと神がみ島じまだ。廃はい墟きよ化かしていても、街の構造はよく知っている。

　緩ゆるやかな坂道を下っていけば、その先にあるのは駅前の繁はん華か街がい。道の途と中ちゆうにあるのは、大型の食品スーパーだ。

「スーパーマーケット……ですか？」

「とりあえず水と食料を手に入れないとな。姫ひめ柊らぎもそろそろ腹が減っただろ？」

「いえ。わたしは、まだ……」

　雪ゆき菜なが真顔で首を振ふる。だが、その直後──彼かの女じよのお腹なかがクゥと小さく鳴った。

　まるで狙ねらい澄すましたようなそのタイミングに、古こ城じようは必死で笑うのをこらえ、雪ゆき菜なは頰ほおを真っ赤にする。

「わ、わかりました。ひとまずここで休きゆう憩けいにしましょう。も、もうすぐ日も暮れますし」

　雪ゆき菜ながどうにか取とり繕つくろうように、殊こと更さらに真面目な口調で言った。

　古こ城じようは小刻みに肩かたを震ふるわせながら、スーパーの跡あと地ちに向かって歩き出すのだった。
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　閉へい鎖さされたスーパーの店内に並んでいたのは、埃ほこりをかぶった空っぽの陳ちん列れつ棚だなだけだった。

　古こ城じようたちにとっては残念な状じよう況きようだが、考えてみれば当然のことだ。突とつ発ぱつ的な災害に襲おそわれて命からがら逃にげ出だしたのでなければ、まだ売り物になる品物をわざわざ残していくはずもない。

「喰くえそうなものは残ってない、か……」

「絃いと神がみ島じまから立ち去る前に、商品を運び出すくらいの余よ裕ゆうはあったみたいですね」

　薄うす暗ぐらい店内を一周して、古こ城じようと雪ゆき菜なは落らく胆たんと安あん堵どの混じった息を吐はく。

　自らの意思で絃いと神がみ島じまを去ったのか、やむを得ず逃にげ出だしたのかはわからない。それでも絃いと神がみ島じまの住民たちは、問答無用で虐ぎやく殺さつされたわけではないらしい。

　食料が残っていなかったのは残念だが、最悪の場合は店内に死体が転がっている可能性もあったのだ。それに比べれば、まだマシな状じよう況きようだったといえるだろう。

　これ以上はこの場にいても意味がないと判断して、古こ城じようたちは店を出ようとした。

　そのとき雪ゆき菜なが、通路の隅すみに残されていた未み開かい封ふうの段ボールに気づいて足を止める。

「先せん輩ぱい！　見てください！　この段ボール、中身がまだ入ってます」

「缶かん詰づめか。こいつは助かるな」

　段ボールに印刷されていた商品名は、果物のシロップ漬づけだった。疲つかれている今の古こ城じようたちにとっては、これ以上ないご馳ち走そうだ。

「運び出すときに見落としていったみたいですね」

「とりあえず、すぐに飢うえ死じにするような事態は避さけられそうだな」

　古こ城じようはさっそくテープを剝はがして、段ボールを開かい封ふうする。ありがたいことに、缶かん切きりが要いらないタイプの缶かん詰づめだ。

　缶かんの表面にもサビや腐ふ食しよくの兆候は見えない。それでも古こ城じようは念のため、缶かんをひっくり返して消費期限を確かく認にんしようとした。そして面めん喰くらったように表情を消す。

「……先せん輩ぱい？」

　不意に沈ちん黙もくした古こ城じようを見て、雪ゆき菜なが怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。

　古こ城じようは缶かん詰づめをじっと睨にらんだまま、困こん惑わくしたように息を吐はく。

「姫ひめ柊らぎ、今、何年だ？」

「はい？」

「いや、この日付なんだが……どう思う？」

　そう言って古こ城じようは雪ゆき菜なの前に、手に持っていた缶かん詰づめを差し出した。

　缶かん詰づめの底に印字されていたのは、八はち桁けたの数字。缶かん詰づめの製造年月日だ。

　古こ城じようが激しく混乱したのは、その数字があり得ない内容だったからだった。現在から数えて、約二十年後──遠い未来の日付である。

「記き載さいミス……ではありませんよね。だとしたら、この世界は……」

「ああ。俺おれたちが元いた時代から、少なくとも二十年は経たってる計算になるな」

「異世界……ではなく……未来の世界……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきを洩もらした雪ゆき菜なが、ハッと顔を上げて外を見る。

「じゃあ、絃いと神がみ島じまが廃はい墟きよになっているのは──」

「この世界では、絃いと神がみ島じまは滅めつ亡ぼうしてるってことなんだろ」

　古こ城じようが真しん剣けんな口調で呟つぶやいた。

　絃いと神がみ島じまが滅めつ亡ぼうした原因はわからない。住民全員が島を見捨てて出て行ったのか。あるいはなんらかの脅きよう威いに襲おそわれて、逃にげ出ださざるを得なかったのか──

　ただひとつだけはっきりしているのは、二十年後の絃いと神がみ島じまには、もう誰だれも住んでいないということだ。廃はい墟きよ化かした無人の街並みが、その事実をなによりも雄ゆう弁べんに語っている。

　だが──

「まあいいか。とりあえずメシにしようぜ。日付のことは気になるけど、缶かん詰づめに罪はないからな」

　古こ城じようはあっさりと気持ちを切きり替かえて、缶かん詰づめのプルタブに手をかけた。状じよう況きようのシリアスさなどどうでもいいと言わんばかりの古こ城じようの態度に、雪ゆき菜なが呆あきれたように目を細める。

「先せん輩ぱい……」

「なんだよ。結論を出すのは、もっと情報を集めてからでも遅おそくないだろ」

「はあ……それもそうですね……」

　一人で深刻になっているのが馬鹿馬鹿しくなったのか、雪ゆき菜なも新しい缶かん詰づめを手に取った。古こ城じようの隣となりに腰こしを下ろして、勢いよく缶かん詰づめの蓋ふたを開ける。

　しかし雪ゆき菜なが、その缶かん詰づめの中身を口にすることはなかった。

　その前に凄すさまじい衝しよう撃げきに襲おそわれ、絃いと神がみ島じまが激しく揺ゆれ動うごいたせいだ。

「なんだ!?　地じ震しんか!?」

　壁かべ際ぎわまで吹ふき飛とばされながら、古こ城じようが慌あわてて立ち上がる。

　海上に浮うかぶ人工島である絃いと神がみ島じまが、地じ震しんに襲おそわれることなど本来ならばあり得ない。

　にもかかわらず、地じ震しん並みの衝しよう撃げきが襲おそってきたということは、古こ城じようたちの足元で信じられないほど巨きよ大だいな力が働いたということだ。

「違ちがいます、先せん輩ぱい。揺ゆれているのは島全体ではなく、この建物の周囲だけです。建物の地下に、なにか巨きよ大だいな存在が──」

「なんだかよくわからないが、逃にげるぞ、姫ひめ柊らぎ！　この店の中にいるのはヤバそうだ……！」

「はい！」

　ようやく見つけた缶かん詰づめに未練を感じる余よ裕ゆうすらなく、古こ城じようと雪ゆき菜なは建物の外へと飛び出した。

　そんな古こ城じようたちの視界に映ったのは、店の周囲を覆おおい尽つくす緑色の不気味な水みず溜たまりだった。道路のひび割れや排はい水すい口こうなどから濁にごった液体が噴ふき出だして、ブヨブヨとした巨きよ大だいな塊かたまりへと変わる。

　地面を激しく揺ゆらしていたのは、その巨きよ大だいな水すい塊かいだったのだ。

「なんだ、こいつは……!?」

「魔ま導どう生せい物ぶつ……スライムです！」

「スライム!?」

「はい。初歩的な錬れん金きん術じゆつで造られた魔ま導どう生せい物ぶつが、逃にげ出だして野生化したものだといわれています。ですが、通常のスライムは成長してもせいぜい直径二、三十センチ程度で、こんな巨きよ大だいなスライムが存在するなんて信じられません……！」

「そう言われても、実際に目の前にいるわけだからな……」

　すでに大型バスほどの大きさに膨ふくれ上あがったスライムを見上げて、古こ城じようは頰ほおを引ひき攣つらせた。

　魔ま導どう生せい物ぶつであるスライムに、どの程度の知性があるのかはわからない。しかし古こ城じようたちのいる建物をわざわざ襲おそってきた時点で、攻こう撃げきの意思があるのはほぼ確実だろう。

　スライムの粘ねん液えきに触ふれたスーパーの看板が、ジュッと音を立てて融ゆう解かいする。

　それを見て古こ城じようは青ざめた。この不定形の魔ま導どう生せい物ぶつが、見た目以上に危険な存在だと気づいたのだ。

「くっ……疾きくや在がれれ、〝龍蛇の水銀アル・メイサ・メルクーリ〟──！」

　半ば恐きよう怖ふに衝つき動うごかされるような形で、古こ城じようは眷けん獣じゆうを召しよう喚かんした。

　無差別に撒まき散ちらされた召しよう喚かん獣けものの膨ぼう大だいな魔ま力りよくが、廃はい墟きよの街を震ふるわせる。

　喚よび出だしたのは、水銀状の鱗うろこに覆おおわれた巨きよ大だいな双そう頭とうの龍りゆうだった。

　あらゆる物質を、それが存在する空間ごと喰くらう〝次元喰いデイメンジヨン・イーター〟──

　世界最強の吸きゆう血けつ鬼き〝第だい四よん真しん祖そ〟が従える凶きよう悪あくすぎる眷けん獣じゆうが、緑色のスライムの巨きよ体たいを、容よう赦しやなく一方的に喰くらい尽つくす。

　周囲の空間ごとこそぎ取られて、スライムの巨きよ体たいは欠片かけらすら残さず消しよう滅めつした。

　魔ま導どう生せい物ぶつの脅きよう威いが去ったことを確かく認にんして、古こ城じようはホッと息を吐はく。

　その一いつ瞬しゆんの気の緩ゆるみを狙ねらい澄すましたように、古こ城じようの背後でマンホールの蓋ふたが弾はじけ飛とんだ。

　マンホールの底から噴ふん水すいのように噴ふき出だしたのは、消しよう滅めつしたはずのスライムだ。

　別の個体というよりも、分ぶん裂れつした元のスライムの一部なのだろう。しかもその体積は、古こ城じようが消しよう滅めつさせた個体より遥はるかにでかい。おそらくこちらが本体だったのだ。

「先せん輩ぱい！　下がってください！」

　驚きよう愕がくに動きを止めた古こ城じようの隣となりをすり抜ぬけて、槍やりを構えた雪ゆき菜なが前に出る。

　彼かの女じよが一いつ閃せんした銀色の槍やりは、スライムが古こ城じようを取りこむために伸のばした触しよく手しゆを、なんの抵てい抗こうもなくあっさりと切断した。

「なっ……!?」

　本来あるはずだった手応えのなさに、勢い余った雪ゆき菜なが体勢を崩くずす。四方から殺さつ到とうしたスライムの巨きよ体たいが、そんな雪ゆき菜なをあっさりと吞のみこんだ。

「んんっ!?」

「姫ひめ柊らぎ!?」

　くぐもった悲鳴を上げながらスライムの体内に吞のみこまれる雪ゆき菜なへと、古こ城じようが慌あわてて手を伸のばした。しかし、そんな古こ城じようの前に立ちはだかったのは、増ぞう殖しよくを続けるスライムの壁かべだった。

　地中から止めどなく溢あふれ出だしてくるスライムの本体は、すでに低階層のビルほどにも膨ふくれ上あがっている。

「こいつ……いくらなんでも、でかすぎるだろ！」

　再び眷けん獣じゆうによる攻こう撃げきを仕し掛かけようとして、古こ城じようはためらうように唇くちびるを嚙かんだ。

　次元喰いデイメンジヨン・イーターである〝龍蛇の水銀アル・メイサ・メルクーリ〟の攻こう撃げきは、周囲の空間に深刻な悪あく影えい響きようを及およぼす。最悪の場合、空間に生じた裂さけ目めが広がって、絃いと神がみ島じま全域を吞のみこむ巨きよ大だいな魔ま導どう災さい害がいを引き起こしかねないのだ。破は壊かい力が大きすぎるせいで、まともに使えない──第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうの欠点がもろに表出した形である。

「〝雪せつ霞か狼ろう〟──！」

　スライムの体内に囚とらわれたまま、雪ゆき菜なが強ごう引いんに銀色の槍やりを振ふるった。

　ゲル状のスライムに対して槍やりによる斬ざん撃げきは効果が薄うすい。しかし魔ま力りよくを無効化する神しん格かく振しん動どう波はの輝かがやきは、魔ま導どう生せい物ぶつであるスライムに有効だった。

　不定形の肉体が波打つように激しく揺ゆらいで、雪ゆき菜ながスライムの表面に顔を出す。脱だつ出しゆつに成功したわけではないが、どうにか窒ちつ息そく死しだけは免まぬがれた恰かつ好こうだ。

「こ、この……！」

　どうにか自由になる右みぎ腕うでだけで、雪ゆき菜なが槍やりを構え直す。そしてスライムの体表へと槍やりを突つき立たてようとして、彼かの女じよは唐とう突とつに動きを止めた。

　右みぎ腕うでを振ふり上あげた雪ゆき菜なの制服が、突とつ然ぜんボロボロと崩くずれ落おちたからだ。

「え!?」

　自分の身体からだに起きた想定外の異変に、雪ゆき菜なは狼ろう狽ばいして息を吞のむ。

　その間にも制服の崩ほう壊かいは続いていた。制服の上着だけでなく、スカートやソックス、そしてブラの肩かた紐ひもまでもが融ゆう解かいして剝はがれ落おちていく。

「まさか、こいつ……姫ひめ柊らぎの服を溶とかしてるのか!?」

「せ、先せん輩ぱい、見てないで助けて……あ、ダメ、ダメです！　見ないでください！　いやああああっ！」

　完全にスカートが溶とけ落ちたところで、雪ゆき菜ながついに悲鳴を上げた。スライムに対する攻こう撃げきも忘れて、露あらわになった身体からだを必死で隠かくそうとする。

　幸いにもスライムが溶とかすのは彼かの女じよの服だけで、雪ゆき菜なの肉体は無傷だった。魔ま導どう生せい物ぶつの粘ねん液えきにまみれた彼かの女じよの素す肌はだが、夕ゆう陽ひを浴びてぬらぬらと輝かがやき、どこか芸術的といえなくもない。

「助けろと言われても、こんなやつ、どうすればいいんだ……」

　激しい焦しよう燥そうを感じながら、古こ城じようは呻うめいた。

　雪ゆき菜ながスライムの体内に取りこまれている以上、眷けん獣じゆうによる力任せの攻こう撃げきは使えない。だからといって、殴なぐってどうにかなる相手とも思えない。

　どうにかして雪ゆき菜なを救出するか、でなければスライムだけを攻こう撃げきする手段を探す必要がある。

　しかし相手の弱点を衝つこうにも、古こ城じようがスライムについて知っていることはあまりにも少ない。

　わかっているのは、斬ざん撃げきが無効で分ぶん裂れつすること。人間を体内に取りこみ、衣服を溶とかすこと。そして魔ま力りよくを無効化する神しん格かく振しん動どう波はがかろうじて有効ということだけだ。

「魔ま力りよく……そうか！　疾きくや在がれれ、〝蠍虎の紫シヤウラ・ヴイオーラ〟！」

　古こ城じようが新たな眷けん獣じゆうを召しよう喚かんする。第だい四よん真しん祖その八番目の眷けん獣じゆう──〝蠍虎の紫シヤウラ・ヴイオーラ〟。巨きよ大だいな蠍さそりの尾おと翼つばさを持つ、紫むらさきの炎ほのおに包まれた人喰い虎マンテイコアだ。

　体長十メートルを超こえる人喰い虎マンテイコアだが、スライムの巨きよ体たいに比べるとむしろ小さく感じられる。それでも人喰い虎マンテイコアは怯ひるむことなく、スライムに対して牙きばを突つき立たてた。

〝蠍虎の紫シヤウラ・ヴイオーラ〟の能力は、毒。そして、魔ま力りよくの強ごう奪だつだ。吸きゆう血けつ鬼きが人の血を啜すするように、古こ城じようの眷けん獣じゆうは敵の魔ま力りよくを奪うばうのだ。

　魔ま力りよくで肉体を維い持じする魔ま導どう生せい物ぶつにとって、その魔ま力りよくの喪そう失しつは最大の弱みである。

　物理攻こう撃げきに対して手に負えないほどの耐たい性せいを誇ほこっていたスライムの巨きよ体たいが、瞬またたく間まに張力を失って、やがて内部から弾はじけるように砕くだけ散ちった。魔ま導どう生せい物ぶつとしての細さい胞ぼうが、魔ま力りよくの喪そう失しつによって自らの質量を維い持じできなくなったのだ。

「姫ひめ柊らぎ、無事か!?」

　大量の粘液とともに地上に投げ出された雪ゆき菜なに、古こ城じようが慌あわてて駆かけ寄よった。

　雪ゆき菜なの全身はぐっしょりと濡ぬれたままだが、幸いなことに目立った外傷はなさそうだ。

「は、はい。ありがとうございます」

「怪け我がはないのか？　体調の変化は？」

「大だい丈じよう夫ぶです。服が溶とかされてしまっただけで、私の身体からだはなんとも……」

「そうか……よかった……」

「はい……って、いつまで見てるんですかっ!?」

「わ、悪い！」

　瞳ひとみを潤うるませた雪ゆき菜なに睨にらまれて、古こ城じようは慌あわてて目を逸そらした。

　晴はれ渡わたっていた空が雲に覆おおわれ、湿しめった風が吹ふきつけてきたのは、それからすぐのことだった。

　年間降水量の多い絃いと神がみ島じまでは、通り雨に見み舞まわれるのはめずらしいことではない。

　ポツポツと落ちてきた雨あま粒つぶは、やがて雷かみなりを伴ともなった豪ごう雨うとなり、スライムとの戦いの痕こん跡せきを洗い流していくのだった。
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「うう……どうして、こんなことに……」

　古こ城じようの隣となりを歩く雪ゆき菜なが、しょんぼりと肩かたを落として呟つぶやいた。

　素す足あしにローファーを履はいた雪ゆき菜なは、古こ城じようから借りたパーカーを下着パンツの上に身につけただけという、無防備で頼たよりない服装だ。制服をスライムに溶とかされただけでなく、廃はい墟きよ化かした絃いと神がみ島じまの街では替かえの服も手に入らなかったのだ。

「まさか、服屋が全ぜん滅めつしてるとはな」

　古こ城じようが真面目な顔で独りごちる。衣料品店の建物自体は無傷で残っていたにもかかわらず、店内に残されているはずの洋服は、ほぼすべて綺き麗れいに消失していた。

　あとに残っていたのは、ハンガーの残ざん骸がいである金属部品。そして肌はだ着ぎやシーツなど一部の綿製品だけである。

「あのスライムは、どうやら合ごう成せい樹じゆ脂しや化か学がく繊せん維いを餌えさにしているみたいですね。絃いと神がみ島じまが急速に廃はい墟きよ化かしているのも、プラスチック類がごっそり失われたせいだと思います」

　落ちこんだように目を伏ふせたまま、雪ゆき菜なが溜ため息いきまじりに告げた。

「溶とかすのは化か学がく繊せん維い限定か……それで姫ひめ柊らぎのパンツは無事だったんだな……」

「わたしのことはもういいですから！」

　雪ゆき菜ながパーカーの裾すそを押おさえて、怒おこったように頰ほおを膨ふくらませた。

　古こ城じようは肩かたをすくめながら、廃はい墟きよ化かした街並みを振ふり返かえり、

「絃いと神がみ島じまの住人が逃にげ出だしたのは、あのスライムのせいじゃないだろうな？」

「どうでしょうか。たしかに厄やつ介かいな魔ま導どう生せい物ぶつですけど、駆く除じよできないほどとは思えませんし」

「絃いと神がみ島じまに棲すみ着いたのが、さっきのやつだけとは限らないだろ？」

「同じようなスライムが、ほかにもいるということですか……？」

　古こ城じようの意見を聞いた雪ゆき菜なが、真顔で考えこむ。

「調べておいたほうがいいかもな。絃いと神がみ島じまが滅ほろびた原因がわかれば、俺おれたちが元の世界に帰ったときに未来を変える方法が見つかるかもしれないし」

「わたしたちが元の時代に帰れると決まったわけではないんですけど……」

　雪ゆき菜なが、ぼそりと不満そうに呟つぶやいた。自分たちが帰き還かんできることを確信しているような古こ城じようの態度が、あまりにも楽天的だと感じたらしい。

「あー……それは、なんとかなるだろ」

「どうしてそんなに落ち着いていられるんですか……!?」

「いや、さすがに俺おれ一人だったら途と方ほうに暮れてたぞ。だけど向こうには那な月つきちゃんや浅あさ葱ぎたちもいるんだし、救助を期待してもいいんじゃないか？」

　あえて無責任な軽い口調で、古こ城じようが答える。そして咄とつ嗟さに反論しようとした雪ゆき菜なを見つめて、少し照れたように小さく笑い、

「それに、姫ひめ柊らぎも一いつ緒しよにいてくれるしな」

「な……」

　雪ゆき菜なが意表を衝つかれたように、ぐっ、と言葉を吞のみこんだ。

　頰ほおを赤らめて俯うつむいた彼かの女じよは、なぜか恨うらみがましく唇くちびるを尖とがらせて、

「せ、先せん輩ぱいは、ずるいです」

「なにがだよ？」

「ア……アヴローラさんのことはいいんですか？」

「アヴローラ？」

　古こ城じようが心底不思議そうな表情で、雪ゆき菜なを見た。

「あいつはまあ心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだろ。凪なぎ沙さもいるし、グレンダたちとも仲良くやってるみたいだし」

「で、でも、舞ぶ踏とう会かいのパートナーには彼かの女じよを選んだじゃないですか……」

　雪ゆき菜なが拗すねたように小声で呟つぶやく。

「は？　舞ぶ踏とう会かい？」

　なぜ今そんな話をするのか、と古こ城じようは訝いぶかるように雪ゆき菜なを見た。

　異変が起きたのは、その直後だった。

　奥おく歯ばをドリルで削けずるような耳みみ障ざわりな轟ごう音おんが絃いと神がみ島じま全土に鳴なり響ひびき、巨きよ大だいな岩を落としたような震しん動どうで人工の大地が揺ゆれたのだ。

　スライムが引き起こした地じ震しんなどとは、桁けた違ちがいの衝しよう撃げきだった。凶きよう悪あくな震しん動どうに道路のあちこちが陥かん没ぼつし、傾かたむいた建物が次々に崩くずれ落おちていく。

「今度はなんだ!?」

「先せん輩ぱい……！　あれ……を……！」

　雪ゆき菜なが呆ぼう然ぜんと目を見開いて、人ギガ工フロ島ートの中心部を指さした。

　緩ゆるやかな上り坂の頂上付近に、夜空を背景にした巨きよ大だいな影かげが浮うかび上あがる。

　それは見たこともない巨きよ大だいな怪かい物ぶつだった。

　全高は十階建てのビルを超こえ、横よこ幅はばはさらにその倍はある。

　印象をひと言で言うならば、頭のない四角い亀かめといったところだろうか。胴どう体たいの正面をほぼ埋うめ尽つくすほどの巨きよ大だいな口の中には、裁シユ断レツ機ダーに似た複雑な形状の歯が生えており、その歯が廃はい墟きよ化かした建物を轟ごう音おんとともに嚙かみ砕くだいていく。

「なんなんだ、あいつは……!?」

　古こ城じようはその場に立たち尽つくし、放心したように呟つぶやいた。

　巨きよ大だい過ぎる怪かい物ぶつに、もちろんその言葉は届かない。怪かい物ぶつの巨きよ体たいを覆おおっているのは、昆こん虫ちゆうの外がい殻かくに似た生物性の高分子材料だろうか。

　鈍にび色いろに輝かがやく立方体キユーブ型の巨きよ体たいが前進を続け、進路上にある建物を吞のみこみ続ける。巨きよ大だいな農業用の収穫機コンバインが、作物を刈かり取とっているかのような光景だ。

「あれは、たぶんゴーレムの一種です」

「ゴーレム!?　破は壊かい兵器の間ま違ちがいだろ!?」

　雪ゆき菜なの説明に、古こ城じようは激しい憤いきどおりを覚えた。

　怪かい物ぶつの正体がゴーレムだとすれば、誰だれかがそれを操あやつっているということになる。その目的は、絃いと神がみ島じまの破は壊かいだ。事実上の攻こう撃げき──あるいは、侵しん略りやくと考えていいだろう。

　絃いと神がみ島じまから住民の姿が消えたのも、その侵しん略りやく者しやのせいに違ちがいない。

　怒いかりに震ふるえる古こ城じようの背後で、新たな爆ばく音おんが轟とどろいた。

　同じタイプの巨きよ大だいゴーレムが二体、地下から迫せり出だすようにして姿を現したのだ。

「そんな……これだけの規模のゴーレムを、複数用意するなんて……！」

「ふざけやがって……本気で絃いと神がみ島じまを更さら地ちにする気なのかよ……」

　新たに出現したゴーレムたちが山頂近くの施し設せつを次々に粉ふん砕さいし、海岸に向けて移動を開始する。その進路上にあるのは、古こ城じようたちもよく知っている建造物だ。

「あの建物……」

　雪ゆき菜ながサッと青ざめた。

　たとえ廃はい墟きよ化かしていても、その施し設せつを見み間ま違ちがえることなどあり得ない。古こ城じようたちが毎日のように通っている母校の建物だからである。

「彩さい海かい学がく園えんか！」

　古こ城じようの瞳ひとみも動どう揺ようで揺ゆれた。

　放ほう棄きされた校舎の中に、生徒はいない。そこにあるのは無人の廃はい墟きよである。

　だが、頭でそれを理解していていも、古こ城じようたちは平静ではいられない。

　そこは友人たちと長い時間を共に過ごした、大切な思い出の建物なのだ。得え体たいの知れない怪かい物ぶつに、こんなふうに蹂じゆう躙りんされていい場所ではない。

「……いや……やめて……」

　雪ゆき菜なの口から、弱々しい悲鳴が零こぼれた。

　任務のために感情を抑よく圧あつするのに慣れた彼かの女じよが、ほとんど無意識に洩もらした本音──それを聞いた瞬しゆん間かん、古こ城じようの覚かく悟ごが決まった。

　普ふ段だん無意識に抑おさえていた魔ま力りよくを、古こ城じようは無制限に解放した。次々に召しよう喚かんされた眷けん獣じゆうたちが、ゴーレムに向けて一いつ斉せいに攻こう撃げきを開始する。

「いくら廃はい墟きよになってるからって、そう簡単に壊こわさせてやるかよ……！」

　魔ま力りよくを伴ともなった暴風が、巨きよ大だいな砲ほう弾だんと化してゴーレムたちを突つき飛とばした。続いて巨きよ大だいな雷らい光こうが、稲いな妻ずまとなって空中から彼かれらに降り注ぐ。

「わけがわからないままこんな場所に連れてこられて、いい加減、頭に来てるんだよ！　おまえらが何物なのかは知らないけどな、人の思い出の場所を踏ふみにじろうっていうなら、それなりの代だい償しようは払はらってもらうぞ！」

　第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうの攻こう撃げきをまともに喰くらっても、ゴーレムの身体からだは壊こわれない。あの巨きよ体たいを支えるための強力な魔ま術じゆつ障しよう壁へきが、ゴーレムの全身を覆おおっているのだ。

　だが、そんなことは、たいした問題ではなかった。

　その程度のことは、古こ城じようも最初から予想していたし、実際になんの障害にもならない。なぜなら、古こ城じようは、一人でここにいるわけではないからだ。

「──はい、先せん輩ぱい！　ここから先は、わたしたちの戦争ケンカ、ですね！」

　いつの間にか槍やりを構えて駆かけ出だしていた雪ゆき菜なが、身体強化を纏まとった凄すさまじい速度で、ゴーレムの巨きよ体たいに肉にく薄はくする。そして彼かの女じよの槍やりの一いつ閃せんが、ゴーレムを覆おおう魔ま術じゆつ障しよう壁へきを砕くだき割わった。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきを逃のがすことなく、古こ城じようの眷けん獣じゆうがゴーレムへと雷らい撃げきを浴びせかける。言葉すら要いらない慣れた連コン携ビネ攻ーシ撃ヨンだ。だが──

「こいつ、まだ動けるのか!?　硬かたすぎるだろ！」

　なおも動きを止めないゴーレムを睨にらんで、古こ城じようが唸うなる。

「先せん輩ぱい、ゴーレムには、制せい御ぎよ術じゆつ式しきを刻んだ核かくがあるんです！　それを破は壊かいしなければ、いくら削けずってもすぐに復活します！」

「上等だ！　だったら、核かくごと霧きりにして吹ふき散ちらしてやるよ！」

　雪ゆき菜なの助言を受けた古こ城じようが、新たな眷けん獣じゆうを召しよう喚かんした。

　吸きゆう血けつ鬼きの霧きり化か能力を象しよう徴ちようする銀色の甲こう殻かく獣じゆう。周囲の物質を無差別に霧きりに変えるという凶きよう悪あくな権けん能のうが解放されて、都市を破は壊かいするゴーレムの巨きよ体たいを包みこむ。

　魔ま術じゆつ障しよう壁へきを失ったゴーレムたちには、もうそれに耐たえる力はない。鈍にび色いろの外がい殻かくに覆おおわれた巨きよ体たいが、このまま跡あと形かたもなく消しよう滅めつする──

　そう思われた瞬しゆん間かん、黄金の輝かがやきが古こ城じようたちの視界を駆かけ抜ぬけた。

「ちょ、ちょっと待ったぁぁぁぁ！」

「なに!?」

　甲かん高だかい少女の声が響ひびき渡わたり、古こ城じようが目つきを険しくする。

　銀色の霧きりがかき消され、消しよう滅めつするはずだったゴーレムが、かろうじて実体を保ったまま地上に転がった。古こ城じようの眷けん獣じゆうの攻こう撃げきが、何者かに妨ぼう害がいされたのだ。

「眷けん獣じゆうの能力を無効化した!?」

「あの光……どうして……!?」

　古こ城じようと雪ゆき菜なの瞳ひとみに、驚きよう愕がくの色が広がった。

　眷けん獣じゆうの攻こう撃げきが防がれたことに驚おどろいたわけではない。防がれた理由を理解しているから、驚おどろいたのだ。

　魔ま力りよくを無効化する黄金の閃せん光こう。雪ゆき菜なの槍やりと同じ、神しん格かく振しん動どう波はの輝かがやきだ。

「ああもう！　古こ城じよう君の魔ま力りよくを感じたから慌あわてて本島から来てみたら、こんなに派手にぶっ壊こわしてくれちゃって！　このゴーレム、一体でいくらすると思ってるの!?」

　どこか絶望したような悲鳴を上げながら、小こ柄がらな影かげが古こ城じようたちの前に着地する。

　その人物の姿を見て、古こ城じようと雪ゆき菜なは呆ぼう然ぜんと固まった。

　彩さい海かい学がく園えんの制服を身につけ、黄金の槍やりを抱いだいたその少女は、雪ゆき菜なと同じ顔をしていたからだ。

[image: ]

「もうホントに、なにやってんの、古こ城じよう君!?　ママまで一いつ緒しよになって！」

　槍やりの先せん端たんを古こ城じように突つきつけ、怒おこったような口調で少女が言う。

　雪ゆき菜なはそんな少女を見つめて、困こん惑わくしたようにぼそりと呟つぶやいた。

「マ……ママ？」
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　魔ま力りよくが霧む散さんする気配とともに、少女が握にぎっていた黄金の槍やりが消しよう滅めつした。器物の形をした眷けん獣じゆう──〝意思を持つ武器インテリジエント・ウエポン〟の召しよう喚かんが解除されたのだ。

　目の前の少女に敵対の意思がないと判断して、古こ城じようも眷けん獣じゆうの召しよう喚かんを解く。

　雪ゆき菜なはまだ少し不満げな表情を浮うかべていたが、やがて根負けしたように渋しぶ々しぶと槍やりを下ろした。

「おまえ……未ア確ン認ノ魔ウ獣ン騒さわぎのときの偽にせ姫ひめ柊らぎか……」

　少女に向かって、古こ城じようが訊きく。

　雪ゆき菜なと同じ顔をした黄金の槍やり使つかい。古こ城じようたちが彼かの女じよと会ったのは初めてではない。

　マグナＭ・アタラクシアＡ・リサーチＲの子会社が引き起こした未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの暴走事件の最さ中なかに彼かの女じよは現れ、ちょっとした騒そう動どうを引き起こした挙げ句に、なんの痕こん跡せきも残さずに消え去ったのだ。

　絃いと神がみ島じまが廃はい墟きよと化した約二十年後の未来に古こ城じようたちが迷いこんでしまったことと、彼かの女じよの存在になんの関係があるのかはわからない。だが、まったくの無関係ということはないだろう。それは、絃いと神がみ島じまを破は壊かいしようとしたゴーレムを彼かの女じよが護まもったことからも明らかだ。

　しかし警けい戒かいする古こ城じようたちとは対照的に、少女の態度に緊きん張ちよう感かんは乏とぼしかった。

　むしろ彼かの女じよは、甘あまえてくるような親しげな距きよ離り感かんで古こ城じようを睨にらみつけ、

「偽にせ姫ひめ柊らぎって言い方は酷ひどくないですか？　いちおうわたしも姫ひめ柊らぎなんですけどねー……訳あって母親の旧きゆう姓せいを名乗ってる感じで」

「母親の……旧きゆう姓せい？」

　含ふくみを持たせた彼かの女じよの言い回しに、古こ城じようは軽く戸と惑まどった。

　少女はニヤリと不敵に微ほほ笑えんで、

「はい。本当の苗みよう字じは教えてあげませんけどね。ふふっ、気になりますか、あ・か・つ・き、古こ城じよう君？　気になりますか？」

「どうでもいい。俺おれには関係ないからな」

「いや、関係ないって……」

　ええーっ、と傷ついたような表情を浮うかべて、少女ががっくりと肩かたを落とした。

　そして彼かの女じよは、なにか物言いたげに、自分と雪ゆき菜なを交こう互ごに指さす。自分たちの顔が似ていることを、精いっぱいアピールしているつもりらしい。

「おまえ……やっぱり姫ひめ柊らぎの姉妹きようだいなのか？」

　古こ城じようがふと閃ひらめいて質問した。前に彼かの女じよと遭そう遇ぐうしたとき、雪ゆき菜なと血けつ縁えん関係にあるのではないかと疑われていたことを思い出したのだ。

　実際、目の前の少女と雪ゆき菜なは、驚おどろくほどよく似ている。これで無関係の他人と言い張るのは、さすがに無理があるだろう。

　しかし少女は古こ城じようを見返して、落らく胆たんしたように弱々しく笑う。

「あー……そっち……そういうふうに解かい釈しやくしちゃうのか……」

「先せん輩ぱい……」

　そしてなぜか雪ゆき菜なまでもが古こ城じようをジト目で睨にらんで、疲つかれたように溜ため息いきをついた。古こ城じようの鈍にぶさに、本気で呆あきれているという表情だ。

　考えてみれば、ここは古こ城じようたちが本来いるはずの時代から約二十年後の世界なのだ。この世界にいる偽にせ雪ゆき菜なが、雪ゆき菜なと姉し妹まいであるという可能性は極きわめて低い。

　自分の推理が的外れだと、古こ城じようもようやく理解する。だとすると、ますます少女の正体がわからなくなってしまうのだが──

「このゴーレムたちを操あやつっていたのは、あなたですか？」

　そんな古こ城じように代わって、雪ゆき菜なが少女を問とい詰つめた。

　少女は一いつ瞬しゆん、怪け訝げんそうに首を傾かしげて、

「ゴーレム？　ああ、この重機たちのことですか」

「重機？」

「不要になった建物を解体するための建けん設せつ魔ま導どう機き械かいですよ。これ一体で十億円くらいするんですけど、派手にぶっ壊こわしましたねえ。人工島管理公社の人たち、泣いちゃいますよ？」

　わたし知りませんからね、と彼かの女じよは他ひ人と事ごとのように言い放つ。

　古こ城じようは眉まゆを寄せて偽にせ雪ゆき菜なを睨にらみつけ、

「人工島管理公社が、こいつらを操あやつって絃いと神がみ島じまを破は壊かいしようとしてたのか？　どういうことだ？」

「どういうもこういうも、それを訊ききたいのはこっちですよ。第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうの気配がしたから、慌あわてて来てみれば、どうして古こ城じよう君とマ……雪ゆき菜なさんが、この時代にいるんですか？　しかも、解体中の人工島南地区アイランド・サウスに」

「解体中？」

「そうですよ。人ギガ工フロ島ートの法ほう定てい耐たい用よう年ねん数すうは四十七年ですからね。設計の古い南サ地ウ区スは、後こう継けいの新南地区ニユーサウスへのお引ひっ越こしが進んでるんです」

　少女の説明を聞いた古こ城じようは、思わず隣となりにいる雪ゆき菜なと顔を見合わせた。

　人工物である絃いと神がみ島じまには国の安全基準によって、耐たい用よう年ねん数すうが定められている。意識したことはなかったが、言われてみれば当然のことだ。

　古こ城じようたちの本来の世界では、人工島南地区アイランド・サウスは、完成後約三十年ほどだと聞いていた。それから約二十年が経たったすれば、たしかに耐たい用よう年ねん数すうを過ぎている。廃はい棄きされたとしても、なにもおかしなことはない。

　そして役目を終えた人ギガ工フロ島ートを解体するために、建けん設せつ魔ま導どう機き械かいを使って不要な建物を撤てつ去きよする。それも当然のことだった。

「引ひっ……越こし……？　じゃあ、この島に誰だれもいなかったのは……」

「解体中の人ギガ工フロ島ートに人がいたら、そっちのほうが危ないでしょうよ」

　偽にせ雪ゆき菜なが、古こ城じようの疑問をばっさりと斬きり捨すてる。古こ城じようは気の抜ぬけたような溜ため息いきを洩もらして、

「なにかの戦争や災害で、住民が死に絶えたわけじゃないんだな……」

「なんですか、それ。まあ、生き残ったのが奇き跡せきだな、と思うような事件は、十回や二十回……いえ、二百回くらいはあったような気がしますけど……」

「いや待て、それはおかしいだろ!?　真しん祖そ大たい戦せんとか領りよう主しゆ選せん争そうとか、そのレベルの危機が、これから毎年のように起きるってのか!?」

　妙みように真しん剣けんな偽にせ雪ゆき菜なの呟つぶやきを聞いて、古こ城じようは思わずツッコミを入れた。

　古こ城じようが第だい四よん真しん祖そになってからの一年ほどの間に、絃いと神がみ島じまはすでに何度か存亡の危機に陥おちいっている。さすがにあれほどの大事件が、この先、起きるようなことはないだろうと思っていたのだが、偽にせ雪ゆき菜なの言葉が事実なら、そんなものは序の口に過ぎないということになる。

　なぜ年に十回のペースで、全ぜん滅めつしそうになっているのか──と激しい頭痛に見み舞まわれる古こ城じようの隣となりで、雪ゆき菜なもげっそりとしたような表情を浮うかべていた。

「ところで、さっきから気になってたんですけど、どうしてママはそんなセクシーな恰かつ好こうをしてるんですか？　ママたちの若いころって、そういうのが流は行やってたんでしたっけ？」

　そんな雪ゆき菜なにふと視線を向けて、少女が真面目な口調で訊きいた。

　自分の今の服装を思い出したのか、雪ゆき菜なは慌あわててパーカーの胸むな元もとを押おさえる。

「す、好きでこんな恰かつ好こうをしてるわけじゃありません！　服を溶とかす大型の魔ま導どう生せい物ぶつに襲おそわれて、制服がボロボロになったから仕方なく……！」

「服を溶とかす魔ま導どう生せい物ぶつって……リサイクラーのことですよね。あれに捕つかまったんですか？　そんな、えっちなマンガみたいなことが、本当に……？」

「リサイクラー……そうか、あいつ、石油化学製品をリサイクルするために作られた生物だったのか……」

「ぷっ……あは……あははははっ！　よかったですね、リサイクラーの溶よう解かい液えきが人体には無害で。服だけ溶とかすスライムに捕つかまったって……狙ねらってやったわけじゃないんですか？　天然だとは思ってましたけど、ママって昔からあざとかったんですね……あはははっ！　やだおかしい！」

「なんなんですか、ママ、ママって、さっきから、あなたはいったいなにを……！」

「そんな怒おこることないじゃないですか！　古こ城じよう君、助けてください！　ママがいじめるんです！」

　きゃあ、とわざとらしい悲鳴を上げながら、偽にせ雪ゆき菜なが古こ城じようの背後に回る。

「な!?　先せん輩ぱいから離はなれなさい！　先せん輩ぱいも、どうしてその子を庇かばうんですか!?」

「落ち着け、姫ひめ柊らぎ！　俺おれはべつにこいつを庇かばってるわけじゃないだろ！」

　殺気立った目つきの雪ゆき菜なに睨にらまれ、古こ城じようは思わず両手を上げた。一方の偽にせ雪ゆき菜なは、そんな古こ城じようたちとのやりとりを明らかに面おも白しろがっているようだ。

「──ていうか、おまえは何者なんだ？　本当に姫ひめ柊らぎの娘むすめなのか？」

「さあ、それはどうですかね。もしかしたらあり得るかもしれない可能性のひとつ──くらいに思っておいてください。今はまだ」

　偽にせ雪ゆき菜なが、古こ城じようの背中にぴったりと張りついて、意味深な表情を浮うかべてみせる。

　そして彼かの女じよは古こ城じようの耳元に唇くちびるを寄せて、囁ささやくように小声で告げた。

「誰だれが私の父親なのか、気になります？」

「それは……」

　小こ悪あく魔ま的てきに笑う少女を見返して、古こ城じようは曖あい昧まいに言葉を濁にごした。

　驚おどろくほどに雪ゆき菜なとそっくりな少女。しかし彼かの女じよは吸きゆう血けつ鬼きだ。それも真祖に匹ひつ敵てきするほどに強力な。

　だが、こんなふうにぴったりと身体からだを寄せ合っていても、古こ城じようは不思議なくらい彼かの女じよに対してなんの動どう揺ようも感じなかった。

　彼かの女じよに対して感じている距きよ離り感かんは、実の妹である凪なぎ沙さを相手にしているような感覚に近い。

　それは少女の古こ城じように対する、絶対的な信しん頼らい感かんが伝わってくるからかもしれない。古こ城じようにとっての偽にせ雪ゆき菜なは、恋れん愛あいの対象などとはまったく違ちがうのだ。

　しかし古こ城じようと彼かの女じよの間に通じ合うそんな感覚は、雪ゆき菜なには一いつ切さい伝わっていなかったらしい。

　古こ城じようにくっついて離はなれない偽にせ雪ゆき菜なに対して、雪ゆき菜なが本気の殺気を飛ばす。次の瞬しゆん間かん、前まえ触ぶれもなく旋せん回かいした銀色の槍やりが、古こ城じようの肩かた越ごしに少女へと突つき出だされた。

　普ふ通つうの人間なら確実に無傷では済まないその一いち撃げきを、偽にせ雪ゆき菜ながギリギリで回かい避ひする。

「わ……!?　なにするんですか!?　危ないじゃないですか!?　今けっこう本気でしたよね!?　そういうことします、普ふ通つう!?　虐ぎやく待たいですよ!?」

「先せん輩ぱいから離はなれてくださいと、警告はしました」

「待て、姫ひめ柊らぎ！　おまえも姫ひめ柊らぎを挑ちよう発はつするな！」

　雪ゆき菜なと偽にせ雪ゆき菜なに挟はさまれる形になった古こ城じようが、必死で二人を説得する。

　うー、と槍やりを構えたまま低く唸うなる雪ゆき菜な。

　一方の偽にせ雪ゆき菜なは、そんな雪ゆき菜なに向かって、べえ、と舌を出す。

「おまえの正体は置いといて、ここが俺おれたちの時代から二十年後の世界というのは本当なのか？」

　どうにか話題を変えようと、古こ城じようが疲つかれた口調で偽にせ雪ゆき菜なに訊きいた。

　偽にせ雪ゆき菜なは平然とうなずいて、

「それはたぶんそうなんでしょうね。まあ、めずらしいことじゃないですよ。時空転移なんて」

「そうなのか？」

「そうですよ。そもそも、古こ城じよう君たちはどうやってここまで来たんです？」

「絃いと神がみ島じまの放水路に潜もぐってたんだよ。幽ゆう霊れいの目もく撃げき情報があったから、その調査で」

「地下の放水設備ですか。まあ、トンネルの中は出やすいって言いますもんね」

　幽ゆう霊れいという言葉に対しても、偽にせ雪ゆき菜なは表情を変えなかった。

　むしろ彼かの女じよは、納なつ得とくした、というふうに小さく肩かたをすくめ、

「だいたいの事情はわかりました。帰り道は、わたしが案内してあげられると思います」

　自信ありげにそう告げる少女を、古こ城じようと雪ゆき菜なは胡う乱ろんな眼まな差ざしで見つめるのだった。
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「──疾く在れおいで、〝鍵の白銀クラウイス・アルゲントウム〟！」

　少女が呼び出した眷けん獣じゆうが、暗い地下トンネルの中で眩まばゆく輝かがやいた。その姿は、ひと言で形容するならクラゲだ。愛あい嬌きようのある丸っこい外観の、虹にじ色いろの光こう沢たくを持つカミクラゲである。

「二体目の眷けん獣じゆう……か」

　それなりに広い放水路をみっちりと埋うめ尽つくすような眷けん獣じゆうの巨きよ体たいに、古こ城じようは軽く圧あつ倒とうされた。

　偽にせ雪ゆき菜なが従えているカミクラゲは、第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうたちと比べても遜そん色しよくないほどの濃のう密みつな魔ま力りよくを纏まとっている。これほどの眷けん獣じゆうを血の中に飼っていられるのは、真祖直系の血族だけだろう。

　彼かの女じよは、ほぼ間ま違ちがいなく、真祖と血の伴はん侶りよの間に生まれた第二世代の吸きゆう血けつ鬼きだ。古こ城じようは今いま更さらのようにその事実を理解する。

「本当にわたしたちを過去に戻もどせるんですか？」

　雪ゆき菜なが、警けい戒かい心しんを隠かくさない口調で少女に問いかけた。

　その声が露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんなのは、偽にせ雪ゆき菜なが古こ城じように密着したままだからだ。そして雪ゆき菜なよりも明らかにサイズの大きな胸部を、これ見よがしに古こ城じように押おしつけてくる。

　そんな偽にせ雪ゆき菜なを古こ城じようが振ふり解ほどかないのは、下手にここで照れるのが逆効果だと直感したからだ。

　帰り道を案内してもらっているという負い目もあるし、飼い主に甘あまえる気まぐれな猫ねこのようなものだと思えば、そう邪じや険けんにする必要もないだろう。

「時空転移なんてめずらしくないって言ったじゃないですか。もともと存在する通路を安定させるくらいなら、たいした手間じゃないですよ」

　偽にせ雪ゆき菜なが楽しげに微ほほ笑えんで言った。

「種明かしをすると、この眷けん獣じゆうの能力が時空転移なんですよ。まあ、いろいろと制限もあるんで、さすがにママたちを直接送り返すのは難しいんですけど……そのほうがいいですか？」

「制限？」

「具体的に言うと、生身の肉体以外を転移させるのはちょっと面めん倒どうといいますか……転送先で素すっ裸ぱだかになってもよければ、二人まとめて送り返してあげてもいいんですけどね。それをやるとわたしが生まれるのが早まっちゃいそうで恐こわいかなって。えへ」

「えへ、じゃないですから！　やめてください！」

　闇やみの中でもわかるくらいに顔を真っ赤にして雪ゆき菜なが叫さけんだ。

　だんだん隠かくす気もなくなってきたらしい偽にせ雪ゆき菜なの雑な発言に、古こ城じようはやれやれと息を吐はく。

「結局、この放水路が時間通路タイムトンネルになってたってことでいいのか？　どうしてそうなった？」

「言っときますけど、わたしのせいじゃないですからね。いえ……たしかにわたしが前回転移したせいで、あの時代と繫つながりやすくなってる可能性は否定しませんけど」

　偽にせ雪ゆき菜なが、どこか困ったようにスッと目を逸そらす。

「でもまあ、誰だれが通路を開いたのかといえば、たぶん絃いと神がみ島じま自身ですよ」

「絃いと神がみ島じま自身？　どういうことだ？」

「付つく喪も神がみって、わかります？」

「あ……」

　古こ城じようは足を止めて、無意識に頭上を仰あおいだ。

　付つく喪も神がみとは、長い年月を経た道具などに魂たましいが宿ったものだといわれている。

　そして絃いと神がみ島じまは人じん工こう島とう──人間が生み出した道具なのだ。

「龍りゆう脈みやくの上に造られた絃いと神がみ島じまは、常に大量の霊れい力りよくが循じゆん環かんしてますからね。一種の人じん造ぞう霊れいが宿っても不思議はないですよ。島の上では世界最強の吸きゆう血けつ鬼きなんて化け物が、魔ま力りよくを撒まき散ちらしたりしてますしね」

「ああ……」

　なにか思い当たることがあったのか、雪ゆき菜なが小さく声を洩もらす。

「もしかして、わたしたちが放水路で見た幻まぼろしは……」

「そうか……絃いと神がみ島じま自身の記き憶おく、か……！」

　街の風景。そこに暮らす人々。あの幻まぼろしは、絃いと神がみ島じまが見ていた夢だったのかもしれない。

　廃はい棄きされた人ギガ工フロ島ートが、死の間ま際ぎわに見る走馬灯だ。

「完全に解体されてしまう前に、誰だれかにお別れを伝えたかったんじゃないですかね。まあ、わかんないですけどね、建造物の考えることなんて」

　少しだけしんみりとした口調で、偽にせ雪ゆき菜なが呟つぶやいた。

　絃いと神がみ島じまで生まれ育った彼かの女じよにとっては、この人ギガ工フロ島ートこそが故郷なのだ。南サ地ウ区スの解体に対しても、いろいろと思うことがあるのだろう。

「ある意味、本当に幽ゆう霊れいはいたんだな」

　古こ城じようは、どこかしんみりとした気分で呟つぶやいた。

　人工島の耐たい用よう年数は五十年弱。今の古こ城じようにとっては永遠と思えるような時間だが、過ぎ去ってしまえば一いつ瞬しゆんなのだろう。

　だがそんなわずかな歴史の中で、絃いと神がみ島じまは幾いく度ども滅ほろびの危機に陥おちいり、そのたびに多くの犠ぎ牲せいを払はらって苦難を乗のり越こえてきたのに違ちがいない。それを思えば、この人工島が無事に寿じゆ命みようを迎むかえたことは、一種の奇き跡せきのようにも思えてくる。

　もっとも偽にせ雪ゆき菜なの説明によれば、その未来すら、〝あり得るかもしれない可能性のひとつ〟に過ぎないのだろう。古こ城じようたちの世界では、いまだに一歩間ま違ちがえれば、絃いと神がみ島じまが滅めつ亡ぼうする未来にも普ふ通つうに分ぶん岐きしてしまうのだ。

「じゃあ、ここでお別れですね。いちおうこの時間通路タイムトンネルは塞ふさいでおきますけど、面めん倒どうくさいことになるから、もう迷いこまないでくださいよ」

　放水路の中を歩き続けて調ちよう圧あつ水すい槽そうを過ぎたところで、偽にせ雪ゆき菜ながようやく古こ城じようの手を離はなした。

　古こ城じようたちの帰り道を塞ふさいでいたはずの瓦が礫れきが消え、ボロボロにひび割れていたはずの放水路が、かつての真新しい姿を取とり戻もどしている。元の時代に戻もどったのだ。

「好きで迷いこんだわけじゃねーよ。けど、まあ、世話になったな……ええと……」

　偽にせ雪ゆき菜なにあらためて向き直り、古こ城じようは少し困ったように言いい淀よどんだ。今になって、自分が彼かの女じよの名前すら知らないことを思い出したのだ。

「内ない緒しよです。またそのうち会えますよ、古こ城じよう君」

　人差し指を自分の唇くちびるの前に立て、偽にせ雪ゆき菜なは、悪いた戯ずらっぽく古こ城じように笑いかけた。

　そして彼かの女じよは、古こ城じようの耳元にそっと唇くちびるを寄せて、素す早ばやく囁ささやく。まるで古こ城じようにキスしたかのようなその仕草に、雪ゆき菜ながギョッと目を見開いて偽にせ雪ゆき菜なを睨にらみつけた。

「あ、あなたは……」

「ま、誰だれかさんの頑がん張ばり次し第だいですけどね」

　反射的になにかを言いかけた雪ゆき菜なの言葉を遮さえぎって、少女はくるりとその場で回ってみせた。バイバイ、と手を振ふる彼かの女じよの姿が薄うすれて、やがて完全に見えなくなる。

　古こ城じようたちが本来の世界に復帰したことで、彼かの女じよのいる時代との接続が途と切ぎれてしまったのだ。

　みすみす彼かの女じよに逃にげられてしまった雪ゆき菜なが、憤ふん慨がいしたように唇くちびるを嚙かみしめる。

「なあ、さっきの偽にせ姫ひめ柊らぎって、やっぱり……姫ひめ柊らぎの娘むすめ、なのか？」

　古こ城じようが怖おず怖おずとした口調で、雪ゆき菜なに訊きいた。

　できれば触ふれたくない微び妙みような話題だが、このまま問題を放置していると余計にややこしいことになりそうな気がしたのだ。

「そ、そんなはずは……だって、先せん輩ぱいにはアヴローラさんがいるのに……」

　おろおろと目を泳がせながら、雪ゆき菜ながぼそぼそと呟つぶやいた。

　古こ城じようは困こん惑わくして首を傾かしげ、

「アヴローラ？　なんであいつの名前が出てくるんだ？」

「それは、先せん輩ぱいがアヴローラさんを、舞ぶ踏とう会かいのパートナーに選んだって聞いたから……舞ぶ踏とう会かいのパートナーって、婚こん約やく者しやや恋こい人びとを選ぶんですよね？」

　雪ゆき菜なが、なぜか落ちこんだような儚はかなげな口調で訊きき返す。

　まあな、と古こ城じようは言いづらそうに顔をしかめて、

「婚こん約やく者しやや恋こい人びとがいればそうなんだろうけど、相手がいなければ家族で構わないって聞いたぞ」

「家族……ですか？」

　雪ゆき菜なが不思議そうに古こ城じようを見返した。

　ああ、と古こ城じようはうなずいて、

「うちの両親が養よう子し縁えん組ぐみの申しん請せいを出してるから、アヴローラはもうすぐ俺おれの妹になるんだよ。いや、年ねん齢れい的にはあいつが俺おれの姉になるのか……？　日本政府との交こう渉しようとか、いろいろややこしい駆かけ引ひきがあるから、正式に決まるまでは黙だまってろって言われたんだけどな」

「アヴローラさんが……先せん輩ぱいのきょうだいに？」

「凪なぎ沙さを魔ま族ぞく特とつ区くのイベントに出席させるわけにはいかないから、消去法でアヴローラを連れて行くしかなかったんだよな。本人も行きたがってたしな」

「きょうだい……きょうだいですか……きょうだいなんですね……そうですか」

　いまだに実感が湧わいていないのか、雪ゆき菜なが何度も確かめるように口の中で繰くり返かえす。

　どんよりと曇くもっていた彼かの女じよの瞳ひとみに光が戻もどり、まるで花が咲さくように、強こわ張ばっていた表情がほころんだ。理由はさっぱりわからないながらも雪ゆき菜なの機き嫌げんが直ったことを理解して、古こ城じようはホッと胸を撫なで下おろす。

「そういえば、先せん輩ぱい、さっき彼かの女じよになにを言われたんですか？」

　放水路の出口に向かって歩き出したあと、雪ゆき菜ながふと思い出したように古こ城じように質問した。

　古こ城じようは、ぎくっ、と肩かたを震ふるわせた。

　別れる直前に偽にせ雪ゆき菜なが、古こ城じようの耳元で囁ささやいた言葉がふと甦よみがえる。




　──可か愛わいい娘むすめのために、素す敵てきな名前を考えておいてくださいね、パパ。




「いえ、そんなたいした話じゃない……気にするな。そのうち必要になったらちゃんと話すから」

「は、はあ……」

　古こ城じようが本気で困っていることを察したのか、雪ゆき菜なはそれ以上の追及を断念してくれる。

　代わりに彼かの女じよは、古こ城じようをじっと見つめて、遠えん慮りよがちな口調で提案した。

「あの、先せん輩ぱい……腕うでを組んでもいいですか？」

「え？」

「違ちがうんです。その、また時空転移に巻きこまれて、はぐれたりしても困りますし……！」

「ああ。それもそうか。ほら」

　古こ城じようは納なつ得とくして雪ゆき菜なに腕うでを差し出す。

　雪ゆき菜なは嬉うれしそうにその腕うでを取って、自分の腕うでを絡からませようとするが、途と中ちゆうで断念するように動きを止めた。そして腕うでを組む代わりに、古こ城じようの指先だけを握にぎる。おそらく偽にせ雪ゆき菜なに対たい抗こうしようとしたのだろうが、やはり途と中ちゆうで恥はずかしくなってしまったのだろう。

「腕うでを組むんじゃなかったのか？」

　そんな雪ゆき菜なの内心の葛かつ藤とうを、少し面おも白しろく感じながら古こ城じようが訊きいた。

「いえ、やっぱりいいです。今は、まだ、これだけで」

　雪ゆき菜なはそう言って、古こ城じようの指先を握にぎる手に力をこめる。

　古こ城じようはそんな雪ゆき菜なの微ほほ笑えみに、一いつ瞬しゆん、目を奪うばわれた。そして思わず赤面して目を逸そらす。

　しかしそれから何歩も歩かないうちに、二人はその手を慌あわてて離はなすことになる。

　放水設備の入り口のほうから、聞き慣れた声が響ひびいてきたからだ。

「あ、いた！　いましたわ！　あなたたち、いつまでこんなところに潜もぐってますの!?」

「そうね。あんたちが帰ってこないって香か菅すが谷やさんが心配して騒さわぐから、あたしまで捜そう索さくに駆かり出だされたんだからね」

「ち、違ちがいますわ。私は古こ城じようを心配していたのではなくて、祟たたりを警けい戒かいしていたのです……！」

　帰りの遅おそい古こ城じようたちを迎むかえに来ていたのは、雫しず梨りと浅あさ葱ぎだった。

　浅あさ葱ぎはヘルメットやヘッドライト、救命ベストを着用したフル装備。雫しず梨りに至ってはどこから手に入れたのか、除じよ霊れい用ようの御お札ふだや祓はらえ串ぐしまで握にぎっている。

　修女騎士パラデイネスとしての誇ほこりはどうなったんだ、と思わなくもないが、それだけ古こ城じようたちを心配してくれたということなのだろう。

「それで、幽ゆう霊れいは!?　幽ゆう霊れいはどうなりましたの!?」

　真しん剣けんな口調で雫しず梨りに訊きかれて、古こ城じようと雪ゆき菜なは無言で顔を見合わせた。

　そしてどちらからともなく苦く笑しようを浮うかべる。

「……詳くわしい話、聞かせてもらえるんでしょうね？　姫ひめ柊らぎさんのその恰かつ好こうのこともね」

　二人だけで通じ合っているかのような古こ城じようと雪ゆき菜なの反応を見て、浅あさ葱ぎが不ふ機き嫌げんそうに目を細めた。自分の今の服装を思い出した雪ゆき菜なが赤面し、なぜか疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向けられた古こ城じようが必死に首を振ふる。

「そうだな。長い話になるけど、聞いてくれるか？」

　地下トンネルの外は、すでに夜だった。

　満点の星空の下には、人工の灯あかりが煌こう々こうと輝かがやき続けている。人と魔ま族ぞくが共存する街。魔ま族ぞく特とつ区く。見慣れたはずのその景色が、今はひどく懐なつかしいものに感じられた。

　こうして、第だい四よん真しん祖そとその血の伴はん侶りよは、その領土──絃いと神がみ島じまへと帰き還かんしたのだった。

















　世界最強の吸きゆう血けつ鬼き〝第だい四よん真しん祖そ〟暁あかつき古こ城じようと、彼かれの監かん視し者しやであるところの〝剣けん巫なぎ〟姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なは、真昼の強きよう烈れつな陽ひ射ざしを浴びながら、彩さい海かい学がく園えんの競泳プールに立っていた。

　水を抜ぬき終おえた直後のプールは、緑色の苔こけや藻もに覆おおわれた無む惨ざんな姿を晒さらしている。

　古こ城じようはジャージの裾すそを短パン風にまくりあげており、雪ゆき菜なは学校指定の競泳水着に体操服の上着というスタイルだ。プール掃そう除じ中ちゆうの服装としては、それほど奇き抜ばつなものではない。雪ゆき菜なが両手で構えているのが、モップやデッキブラシなどではなく、物ぶつ騒そうな銀色の槍やりであることを除けば、だが。

「──雪せつ霞か狼ろう！」

　プールの底に残る水みず溜たまりに向かって、雪ゆき菜なが銀色の槍やりを突つき立たてる。彼かの女じよが狙ねらっていたのは、水底で蠢うごめく謎なぞの物体だ。

　鈍どん重じゆうそうな外観に似合わぬ機き敏びんな動きで、その物体は雪ゆき菜なの攻こう撃げきを回かい避ひ。水面を覆おおう藻もに隠かくれて、雪ゆき菜なの背後へと回りこむ。

「逃にがすかっ！」

　謎なぞの物体を追って跳ちよう躍やくした古こ城じようが、渾こん身しんの力でデッキブラシを叩たたきつけた。

　しかしブラシの柄がらから伝わってきたのは、にゅるり、とした不気味な感かん触しよくだけだ。

「なんだこいつ……!?　うおおおおっ!?」

　ぬめる水底に足を取られた古こ城じように、緑色の不気味な物体がすかさずのしかかる。

　謎なぞの物体の正体は、ブヨブヨとした不定型の生物だった。巨きよ大だいなアメーバともクラゲともウナギとも区別がつかない怪かい物ぶつだ。

「先せん輩ぱい！　っ……!?」

　からめ捕とられた古こ城じようを救おうと、雪ゆき菜なが怪かい生せい物ぶつに槍やりを突つき立たてた。しかし雪ゆき菜なの槍やりは怪かい生せい物ぶつの肉体に何の抵てい抗こうもなく吞のみこまれ、そのまま雪ゆき菜なも取りこまれてしまう。

「くそ、謀はかりやがったな、那な月つきちゃん！」

　プールサイドに立つドレス姿の小こ柄がらな担任教師に向かって、古こ城じようが怒ど鳴なった。

「人聞きの悪いことを言うな。私の授業をサボった罰ばつを、プール掃そう除じ程度で許してやろうというのだ。むしろ感謝するのだな」

「だからってプールの中に、こんな化け物がいるとは聞いてなかったぞ!?」

「どこかの研究室から逃にげ出だした魔ま獣じゆうが、このプールで独自の進化を遂とげたらしいな。魔ま族ぞく特とつ区くではよくあることだ。気にするな。ちなみにそいつの粘ねん液えきは、水着の繊せん維いを溶とかすだけで人体に害はない」

「え？　水着を溶とかすって……え!?」

「どうしてこっちを見るんですかっ！」

　極東の〝魔ま族ぞく特とつ区く〟絃いと神がみ島じまの空に、雪ゆき菜なの怒ど声せいが響ひびき渡わたる。〝第だい四よん真しん祖そ〟暁あかつき古こ城じようの受難の日々は、こうして今日も続いていく。


















「ねえ、なにか怖こわい話、して」

　ぬるくなったアイスコーヒーをストローですすりながら、藍あい羽ば浅あさ葱ぎが唐とう突とつに言った。

　彩さい海かい学がく園えん近くの喫きつ茶さ店てん。窓まど際ぎわのボックス席に座すわっているのは、彼かの女じよと、古こ城じようと、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な、そして矢や瀬ぜ基もと樹きの四人である。先日の台風騒さわぎで延期になった水泳の補習を終えたばかりの劣れつ等とう生せいが二人と、自じ称しよう監かん視し役やくを名乗る後こう輩はいが一人。あとは単なる冷やかしの一いつ般ぱん人じん一名だ。

「なんかまた突とつ然ぜんだな。どうした、いきなり？」

　古こ城じようが眉まゆをひそめて訊きき返す。時刻は午後二時を過ぎたばかり。窓の外には、真夏の強きよう烈れつな陽ひ射ざしが燦さん々さんと照りつけている。およそ怪かい談だん話ばなしを語るのに適した環かん境きようとは思えない。

　矢や瀬ぜも古こ城じようと同じ感想を抱いだいたのか、隣となりに座すわる浅あさ葱ぎを呆あきれたように眺ながめて、

「なんでこんな真っ昼間っから怪かい談だんなんかしなきゃなんねーんだよ。あほか」

「なによ、基もと樹き。あんた、怖こわいの？」

　浅あさ葱ぎがフッと嘲あざけるように笑って矢や瀬ぜを見た。

「こ、こ、こ、怖こわくねーし！」

　なぜか矢や瀬ぜはムキになって、浅あさ葱ぎの言葉を否定する。その必死な様子がおかしかったのか、雪ゆき菜ながクスクスと失しつ笑しようした。

　もっとも矢や瀬ぜの嫌いやがる気持ちは、古こ城じようたちにもよくわかる。魔ま術じゆつと怪かい物ぶつが跋ばつ扈こするこの〝魔ま族ぞく特とつ区く〟においては、都市伝説や妖よう異い譚たんと現実の境目は極きわめて曖あい昧まいだ。だからこそ作りものの怪かい談だん話ばなしを、わざわざ聞きたがる者は多くない。

　しかし浅あさ葱ぎは、うんざりしたような瞳ひとみで窓の外を眺ながめて、

「気分よ、気分。このクソ暑い中、クーラーの効いてる店から出たくないっていうか、歩いて帰るの嫌いやだなーって思って」

「ああ……だから、お店を出る前にゾッとするような怖こわい話を聞いて、体を冷やしておこうという作戦なんですね」

　雪ゆき菜なの表情に理解の色が広がった。そうそう、そういうこと、とうなずく浅あさ葱ぎ。

「なるほど……理り屈くつはわからなくもないけど、いきなり怖こわい話をしろって言われてもな……」

　ふむ、と古こ城じようは腕うでを組んで考えこむ。

　なまじ本物の恐きよう怖ふ体たい験けんが身近にあるだけに、絃いと神がみ島じまの住民の怪かい談だん話ばなしに対する評価は厳しい。適当に聞きかじっただけの噂うわさ話ばなしでは、浅あさ葱ぎを満足させるのは無理だろう。

　そのとき言い出しっぺである浅あさ葱ぎが、ふとなにか思い出したように眉まゆを上げた。

「ねぇ、古こ城じよう、そういえばあんたって、しょっちゅう死んだり生き返ったりしてるのよね？」

「はあ？　ないない、俺おれがそんな危険なことなんかするわけ……」

　手を振ふって軽く笑い飛ばそうとした古こ城じようは、隣となりにいる雪ゆき菜なの視線に気づいて言葉を切った。怒おこっているような、それでいて今にも泣き出しそうな、なんとも形容しがたい目つきである。

　雪ゆき菜なのその眼まな差ざしで、古こ城じようは、自分が過去に何度か絶命していたことを思い出す。吸きゆう血けつ鬼きの真祖が持っている再生能力でなんとか蘇そ生せいしたのだが、そのたびに雪ゆき菜なは泣きながら、古こ城じようをこんなふうに睨にらんでいたのだった。

「ま、まあ、たまに……な。ほんと、時々」

　雪ゆき菜なの責めるような視線から目を逸そらしつつ、古こ城じようは曖あい昧まいに言葉を濁にごす。

　浅あさ葱ぎはやれやれと肩かたをすくめて、

「そのとき臨死体験に遭あったりしないの？」

「臨死体験？」

「ほら、きれいなお花畑が見えたとか、三さん途ずの川かわの向こう岸から、亡なくなったご両親が手招きしてたとか」

「いや、うちの両親は家に居つかないってだけで、二人ともまだ生きてっから……」

　古こ城じようは念のために訂てい正せいしておく。たしかに留守がちではあるものの、暁あかつき家の両親はいちおう二人とも健在だ。

「死後の世界か……確かにそいつはちょっと気になるな」

「どうなんですか、先せん輩ぱい？」

　矢や瀬ぜと雪ゆき菜なも、浅あさ葱ぎの疑問に興味を惹ひかれたようだった。

　魔ま術じゆつが発達した現在でも、死後の人間の意識の行ゆく方えは、いまだ解明されない謎なぞのままである。何度も死と復活を繰くり返かえしている古こ城じようの体験は、その謎なぞを解く貴重な鍵かぎになるはずだ。が、

「いや、臨死体験ってのはわからないな。死んでいる間、よく夢は見てるけど」

　古こ城じようは少し困ったように頭をかいた。浅あさ葱ぎが意外そうに目を瞬またたく。

「夢？　どんな？」

「夢は夢だよ。荒こう唐とう無む稽けいっていうか、ファンタジーっていうか、ちょっと色々現実にはありえない感じの」

「本当にただの夢なのかよ……」

　矢や瀬ぜが落らく胆たんしたように息を吐はく。期待外れといわんばかりの態度だが、事実なので古こ城じようにはどうしようもない。

「あと、たまに生々しいっていうかグロかったりするけど」

「ああ、うん。夢ってそういうものよね」

　浅あさ葱ぎの声もどこか素っ気ない。雪ゆき菜なだけが真面目な口調で質問を続けてくる。

「具体的には、どんな内容なんですか？」

「そうだな……気づいたら、まず、白くてだだっ広いなんだかよくわからない空間にいるような感じかな」

　古こ城じようが曖あい昧まいな記き憶おくを辿たどりながら説明する。おや、と浅あさ葱ぎは少し驚おどろいたように目を眇すがめ、

「ふーん、それはなかなか臨死体験っぽいわね」

「そうか？」

　彼かの女じよの言う臨死体験っぽさの基準というのが、古こ城じようには今イチわからない。

「それで、まあ、そこでたいてい女め神がみってやつが出てくるな」

「は？　女め神がみ？」

　なに言ってんだコイツ、と言わんばかりに浅あさ葱ぎが露ろ骨こつに顔をしかめる。一方、矢や瀬ぜは、急に真しん剣けんな目つきになって、

「……美人か？」

「まあ、女め神がみを名乗ってるくらいだからな。それなりには」

「胸は？　でかいのか？　やっぱり女め神がみっていうくらいだから……」

「いや、それは人それぞれだな」

　この場合は神それぞれと言うべきだろうかと、どうでもいいことを少し悩なやむ古こ城じよう。なるほど、と矢や瀬ぜは、ポケットから取り出した手帳に古こ城じようの証言を書きつける。

「それぞれか……でかいのもそうでないのもいる、と」

「基もと樹き、あんた……」

　うわ、と浅あさ葱ぎが半はん眼がんになって、ドン引きしたように矢や瀬ぜを睨にらむ。

「バカ、違ちがう。これは決していやらしい意味で確かく認にんしているのではなくて高度に学術的な意味があってだな。つまり世界各地に伝わる豊満な地ち母ぼ神しん信しん仰こうというのが夢という集合的無意識の中にいかに反映されているかと言う実に崇すう高こうな……」

「うるさい黙だまれ、どうでもいいわその情報。話が進まないでしょうが」

　矢や瀬ぜの早口の言い訳を、浅あさ葱ぎが鬱うつ陶とうしげに切り捨てた。

　雪ゆき菜なが小さく溜ため息いきをついて、気を取り直したように再び口を開く。

「その女め神がみ様というのは、先せん輩ぱいに何か用があったんですか」

「ああ、だいたい毎回、頼たのみごとをされるな」

「頼たのみ……ですか？　先せん輩ぱいに？　夢の中で？」

「なんでも、その女め神がみが管理してる世界が魔ま王おうに襲おそわれて滅ほろびかけてるから、そいつを倒たおして世界を救ってほしい、とかなんとか……」

「はあ……魔ま王おう、ですか……」

　雪ゆき菜なが実に複雑そうな表情を浮うかべた。古こ城じようの話をこれ以上、真面目に聞く価値があるのか、本気で悩なやみ始めた表情だ。

「何かあたしが期待してた臨死体験と違ちがうわね。安っぽいＲＰＧみたいで」

　浅あさ葱ぎはすっかり興味をなくして、取り出したスマホを弄いじり始めている。

「だから夢の話だって最初から言ってるだろ」

　古こ城じようはふて腐くされたように頰ほお杖づえを突つく。訊きかれたことに答えているだけなのに、なぜ責められているのか納なつ得とくがいかない。

「まあでも、単なる夢だとしても古こ城じようの願望が反映されてるって可能性はあるからな」

　矢や瀬ぜがわりとどうでもいいフォローを入れる。

「暁あかつき先せん輩ぱいの願望……」

　その言葉になぜか喰くいつく雪ゆき菜な。古こ城じようは苦々しげに唇くちびるを歪ゆがめて、

「いやべつに世界を救いたいとかこれっぽっちも思ってないんだが……むしろそういうのはこりごりっていうか」

「絃いと神がみ島じまのことだけで、何度も死ぬような目に遭あってるんだものね」

　浅あさ葱ぎが愉ゆ快かいそうに小さく笑った。ほっといてくれ、と古こ城じようは嘆たん息そくする。

「それで結局、先せん輩ぱいは魔ま王おうを倒たおしに行ったんですか？」

　雪ゆき菜なが冷静な口調で訊きいてきた。あらためてそうやって質問されると、間ま抜ぬけな会話だな、と古こ城じようは他ひ人と事ごとのように考える。

「そうだな。そもそも選せん択たくの余地がなかったというか、わりといつも問答無用で、その世界に送りこまれていたからな」

「魔ま王おうのお城とかに、いきなり突つっ込こんでいったわけ？」

「いや、魔ま王おう城じようの周りは警備も厳重だし、最初はどこか適当な街に連れていかれる感じかな。そこで仲間を集めたり、装備を整えたりしなきゃだし」

　浅あさ葱ぎの雑な質問にも、古こ城じようは真面目な答えを返す。やけに具体的な古こ城じようの証言に、浅あさ葱ぎが怪け訝げんな表情を浮うかべた。

「仲間？　その世界の人たちとは言葉が通じるの？」

「あまり気にしてなかったけど、そういや会話は普ふ通つうに成立したな。ただ文字は見たことないやつだったから、それは女め神がみに代わりに読んでもらってた」

「女め神がみ？　女め神がみ様も先せん輩ぱいについてきたんですか？」

　雪ゆき菜なが驚おどろいたように目を見開いた。少し過か敏びんとも思える彼かの女じよの反応に、古こ城じようは、あ、ああ、と軽く気け圧おされながら、

「俺おれを監かん視しするとか言って、ずっとつきまとわれてたぞ」

「ちょっと待て。じゃあ、おまえ、その女め神がみ様と一いつ緒しよに旅をしてたのか？」

　矢や瀬ぜもどこか羨うらやましげに訊きいてくる。

「旅って言っても、そんな楽しいもんでもないけどな。魔ま王おう城じようの近くには宿屋もないから、基本、野宿だし」

「女め神がみ様と一いつ緒しよに野宿、だと……」

「いや、夢……！　俺おれの夢の中の話だからな！」

　なんとなく流れ始めた不ふ穏おんな空気に、古こ城じようはわけもなく焦あせって念ねん押おしする。

「それにあいつと二人きりってわけでもないぞ。あっちの世界の巫み女ことか、女おんな騎き士しとかもついてきたしな」

「あいつ……？」

　女め神がみに対する古こ城じようの親しげな呼びかけに、雪ゆき菜ながこめかみを引ひき攣つらせる。

「巫み女こに女おんな騎き士しに女め神がみ様って、なんで仲間になるのが女の人ばっかりなんですか？」

「いや、そもそもあの世界は男手が不足してるんだよ。少しでも戦えそうな連中は、とっくに魔ま王おう軍ぐんとの戦いに駆かり出だされてるから」

　やけに冷え冷えとした声の雪ゆき菜なに、古こ城じようは必死の弁明を試みる。パーティメンバーが女性ばかりになったのは、あくまでも成り行きで古こ城じようの本意ではない。

「それであんたは可か愛わいいお仲間と旅をしながら地道にレベルアップして魔ま王おうを倒たおしに行ったわけ？　夢の中とはいえずいぶん気の長い話ね」

　浅あさ葱ぎが辛しん辣らつな口調で皮肉ってくる。

　現実世界で殺されてるのに、吞のん気きに夢を見ている場合か、という意見は実にごもっともだ。とはいえ、実際のところ、古こ城じようは何年ぶんもの長い時間を夢の中で過ごしていたわけではない。

「いや、あっちの世界でも俺おれの吸きゆう血けつ鬼きの力は使えたからな。べつにレベル上げとかしなくても、大たい概がいの戦せん闘とうは眷けん獣じゆう一発で片づいた」

「無敵チートのクソゲーじゃねーか……」

　矢や瀬ぜが険しい表情を浮うかべて、怒おこったように吐はき捨すてる。一見ちゃらんぽらんに見える矢や瀬ぜだが、ゲーム内の不正行こう為いに対しては厳しい男なのだ。

「いや、クソゲーっつうか、普ふ通つうに考えて、俺おれが第だい四よん真しん祖そだから魔ま王おうを倒たおすために呼ばれたんだと思うんだが……」

「そりゃそうね。そんな崖がけっぷちの世界に一いつ般ぱん人じんを送りこんでも意味ないもの」

　スマホ片手に素っ気ない相あい槌づちを打つ浅あさ葱ぎ。

　望んで手に入れた力ではないが、古こ城じようはこれでも、世界最強の吸きゆう血けつ鬼きという肩かた書がきを持っている。どちらかといえば、そこいらの駆かけ出だし勇者より、魔ま王おうの側に近い存在なのだ。今さら初心者向けの雑ざ魚こモンスター相手に、経験値稼かせぎをしているようでは話にならないだろう。

「そうはいっても眷けん獣じゆうを暴走させて街ひとつ焼やき払はらったりして、それはそれで大変だったんだけどな。魔ま王おう軍ぐんの手先だと思われて、一いつ般ぱん人じんに石を投げられたりして」

「まあ、古こ城じようなんか連れてったら当然そうなるわよね」

「女め神がみの監かん視し、意味ねえな」

　どことなく懐なつかしそうな古こ城じようの呟つぶやきに、浅あさ葱ぎと矢や瀬ぜが冷ややかな感想を洩もらす。

「あとさすがに魔ま王おうは手ごわくて、俺おれも何度か死にかけた」

　当時の記き憶おくを思い出し、古こ城じようはげんなりした表情を浮うかべた。不死身の吸きゆう血けつ鬼きといえども、攻こう撃げきを受ければ傷つくし血も流す。死にそうな目に遭あえば文字どおり死ぬほど痛いのだ。

「結局そのときは仲間に助けてもらって、どうにか魔ま王おうを滅ほろぼして、それでこっちの世界に戻もどって来これたんだよ。女め神がみのやつが、世界を救った褒ほう美びに俺おれを生き返らせてくれるって言うから」

「は……？」

　古こ城じようの何気ない発言に、矢や瀬ぜが呆ぼう然ぜんと目を剝むいた。その大げさな反応に、逆に古こ城じようのほうが戸と惑まどいを覚える。さっきまで古こ城じようの説明を適当に聞き流していた人間の態度とは思えない。

「ちょっと待て、どういうことだ？　まさか、吸きゆう血けつ鬼きの真祖が死んでも復活する理由って……」

「あんた、毎回どこかの女め神がみに生き返らせてもらってたの!?　世界を救ったご褒ほう美びとして!?」

　浅あさ葱ぎが、テーブルの上に身を乗り出して古こ城じように詰つめ寄よってくる。

「いや、それは俺おれに訊きかれても。今のは俺おれがそういう夢を見たってだけの話で……」

　友人二人の剣けん幕まくに圧あつ倒とうされて、古こ城じようは煮にえ切きらない態度で言いい逃のがれようとする。

　浅あさ葱ぎは妙みように深刻な表情で、隣となりの矢や瀬ぜと顔を見合わせ、

「ねぇ、基もと樹き、あんたどう思う？」

「わからん。だが、もし今の話が事実なら、世界的な大発見じゃないのか。それこそヘルメス魔ま術じゆつ賞しようクラスの……」

　賞金一億円超ちようの有名な魔ま術じゆつ賞しようを引き合いに、古こ城じようの発言の重要性を示し唆さする矢や瀬ぜ。

　なにやら面めん倒どうな雲行きになったと、古こ城じようは不安を滲にじませた。いちおう事実を語ったつもりだが、しょせん夢は夢である。魔ま術じゆつ的てきな正当性を証明しろといわれても困る。しかし矢や瀬ぜたちの興奮ぶりを見ていると、試ためしにもう一度死んでみてくれなどと言い出しそうで正直怖こわい。

「ところで、先せん輩ぱい」

　そのとき雪ゆき菜なが、静かに古こ城じようを呼んだ。底の見えない深い湖のような、穏おだやかに澄すみ切きっていながらも不気味さを感じさせる声だった。

「姫ひめ柊らぎ？」

　猛もう烈れつに嫌いやな予感を覚えつつ、古こ城じようはぎこちなく彼かの女じよを見返した。間近で見る雪ゆき菜なの顔立ちは、相変わらず人にん間げん離ばなれした可か憐れんさだ。しかし彼かの女じよの瞳ひとみには、なんの感情も浮うかんでいなかった。

「先ほど、何度か死にかけたところを仲間に助けてもらった、っておっしゃいましたよね」

「ああ、まあ、たしかに言った……ような気がします」

　古こ城じようが歯切れの悪い口調で怖おず怖おずと答える。

　人形めいた人工的な無表情のまま、雪ゆき菜なは声のトーンを一段低くした。

「それはつまり先せん輩ぱいが、お仲間の女め神がみ様たちの血を吸った、という解かい釈しやくでいいんですよね？」

「い、いや待て、吸ってない！　さすがに女め神がみの血は吸ってないぞ……！」

　古こ城じようは弾はじかれたように勢いよく首を振ふる。

　雪ゆき菜なが撒まき散ちらしている奇き妙みような威い圧あつ感の正体が、薄うす々うすわかってきたような気がする。ここはきっぱり否定しておかなければまずい、と古こ城じようの本能が告げていた。だが、

「女め神がみの血は吸ってない……ということは、ほかの方たちの血は吸ったということですね」

　雪ゆき菜なが冷静に指し摘てきした。感情のこもらない淡たん々たんとした口調が、今は逆に恐おそろしい。

「いや、それは不ふ可か抗こう力りよくというか……世界を救うために仕方なく……」

　古こ城じようはじっとりと掌てのひらを汗あせに濡ぬらした。それを口にしたあとで、しまった、今のは誤ご魔ま化かそうと思えば誤ご魔ま化かせたのではないか、と気づいたがすでに手て遅おくれだった。

「仕方なく、ですか……そうですか……」

　雪ゆき菜なが、天使もかくやという美しい微ほほ笑えみを浮うかべる。しかし瞳どう孔こうの開ききった彼かの女じよの瞳ひとみに、古こ城じようは言葉をなくして沈ちん黙もくする。

「なあ、この店、クーラー効きすぎじゃね」

　二にの腕うでを寒そうにさすりながら、矢や瀬ぜが平板な口調で言った。

「そうね。涼すずしくなってきたし、そろそろ出ましょうか」

　そう言って浅あさ葱ぎは、古こ城じようたちを置き去りに立ち上がり、強い陽ひ射ざしが降り注ぐ街へと逃にげるように出て行くのだった。
















「え？　出ちゃった……って、中にですか？」

　どこかばつの悪そうな表情を浮うかべる暁あかつき古こ城じように、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが驚おどろきの声で訊きき返す。

　帰宅途と中ちゆうの通学路。混み合ったモノレールの駅の構内だ。通りすがりの乗降客たちが何人か、古こ城じようたちの不ふ穏おんな会話を聞きつけて、ギョッとしたように足を止める。

「それって昨日の夜の話ですよね!?　どうして黙だまってたんですか!?　出そうになったら、その前にわたしに言ってくれないと……！」

「気づいたときにはもう出てたんだから、仕方ないだろ。まあ、心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだって。中に出たって言ってもちょっとだけだし」

「で、でも……もしものことがあったら……！」

　雪ゆき菜ながうつむいて不安げに呟つぶやいた。古こ城じようは気まずそうに髪かみをかきながら目を逸そらし、

「悪かったよ。俺おれも生では初めてだったから、さすがにタイミングがつかめなくて……」

「──こ、古こ城じよう君！」

　古こ城じようの無責任な釈しやく明めいを、怒いかりに燃えた鋭するどい声が遮さえぎった。通学定期の更こう新しん手続きに行っていたはずの暁あかつき凪なぎ沙さが、いつの間にか戻もどってきて全身をわなわなと小刻みに震ふるわせている。

「どうしたんだ、凪なぎ沙さ？　顔が真っ赤だぞ？」

「あたしのことはどうでもいいから！」

　怪け訝げんそうに妹に問いかける古こ城じようを、凪なぎ沙さは嚙かみつかんばかりの勢いで怒ど鳴なりつけた。

「そんなことより、今のはどういうことなの!?　真っ昼間っから公共の場でなんて話してるの!?　雪ゆき菜なちゃんの中に出すとか出さないとか、二人はいつから、そんな関係に……!?」

「たしかにこんなところで話す内容ではありませんでしたね……幽ゆう霊れいのことなんて」

　怒おこっている凪なぎ沙さを気き遣づかうように、雪ゆき菜なが声を潜ひそめて言った。

「……は？」凪なぎ沙さが大きく目を瞬まばたく。「幽ゆう……霊れい？」

　ああ、と古こ城じようは苦々しげな表情で首しゆ肯こうした。

「先週からなんかいるっぽい気配を感じてたんだが、ついに俺おれの部屋の中に出てきやがってさ。生で心しん霊れい体たい験けんするのは初めてだったから正直焦あせった」

「霊れいが出そうな気配を感じたら、すぐにわたしを呼んでくださいってあれほど言ったのに……」

　雪ゆき菜なが責めるような視線を古こ城じように向ける。凪なぎ沙さはまだ少し混乱したように目を開けたまま、

「えーと……古こ城じよう君が見たの？　幽ゆう霊れいを？」

「はっきり姿が見えたわけじゃないけど、うっすらとな」

　古こ城じようが唇くちびるを歪ゆがめてうなずいた。

「あとは視線というか気配というか、つきまとわれてる感覚がずっと続いてて……べつに実害はないんだが、家の中まで出てこられるといい気分はしないよな」

「わああああああっ！　やめてやめてやめて！　恐こわい恐こわい、聞きたくない！」

　凪なぎ沙さが真しん剣けんに怯おびえたように、両耳を押おさえてうずくまる。快活で人ひと懐なつこい凪なぎ沙さだが、彼かの女じよは魔ま族ぞく恐きよう怖ふ症しようだ。幼いころに体験した魔ま族ぞくに対する激しい恐きよう怖ふが、今も彼かの女じよの中に根強く残っている。それもあって凪なぎ沙さは怪かい談だんやオカルト関係の話題にもめっぽう弱いのだ。自宅に幽ゆう霊れいが出たと言われては、さすがに心穏おだやかではいられない。

「先せん輩ぱいが恩おん萊らい島とうから戻もどってきたことと、なにか関係があるんでしょうか……」

　震ふるえる凪なぎ沙さに寄より添そいながら、雪ゆき菜ながぽつりと自問する。

　恩おん萊らい島とうと呼ばれる異空間に囚とらわれていた古こ城じようが、現実世界に帰き還かんして約一週間。古こ城じようが幽ゆう霊れいの気配を感じるようになったのもちょうどそのころだ。だが、それだけの理由で二つの事件が関係していると結論づけるのは少し無理がある。

　だから雪ゆき菜なもそれ以上は追及せず、迷いを振ふり払はらうように首を振ふった。

「ただの幽ゆう霊れいが先せん輩ぱいをどうこうできるとは思えませんけど、放っておくと第だい四よん真しん祖その魔ま力りよくに影えい響きようされて面めん倒どうなことになりかねませんし、早めに除じよ霊れいしたほうが良さそうですね」

「除じよ霊れいって、そんなこと出来るの？　雪ゆき菜なちゃん？」

　座すわりこんだままの凪なぎ沙さが、雪ゆき菜なを不安そうに見上げて訊きく。雪ゆき菜なは、そんな凪なぎ沙さを励はげますように、力強く言い切った。

「任せて。獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎは、対たい魔ま族ぞく戦せん闘とうの専門家だから」
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「それで真面目な話、姫ひめ柊らぎに幽ゆう霊れい退治なんかできるのか？」

　見慣れた自宅の玄げん関かんドアを開けながら、古こ城じようは背後にいる雪ゆき菜なに問いかける。幽ゆう霊れいに怯おびえる凪なぎ沙さは母親の職場に避ひ難なんすることになったので、帰ってきたのは古こ城じようと雪ゆき菜なの二人だけだ。

　疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向けられた雪ゆき菜なは、少し憤ふん慨がいしたように頰ほおを膨ふくらませ、

「先せん輩ぱいまで疑ってたんですか……！　たしかに獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎは魔ま族ぞくとの物理戦せん闘とうが専門で、実体を持たない霊れい体たいは苦手ですけど、でも、わたしには雪せつ霞か狼ろうがありますから」

　自分が背負っているギターケースを指さして、雪ゆき菜なが得意げに胸を張る。

「その槍やりって幽ゆう霊れい相手にも効くのか？」

「もちろんです。〝雪せつ霞か狼ろう〟は魔ま力りよくを無効化する破は魔まの槍やりなので、霊れい体たいに対しては、むしろ絶大な効果を発揮するはずです」

「神しん格かく振しん動どう波はで無理やり消し飛ばすってことか……」

　古こ城じようが気乗りしない表情で言う。相手が幽ゆう霊れいだからといって、力ずくで強ごう引いんに除じよ霊れいするのは、さすがに可哀かわい想そうな気がしたのだ。しかし雪ゆき菜なは冷ややかに首を振ふり、

「亡ゴー霊ストは魔ま族ぞくというより単なる魔ま術じゆつ現象ですから、消しよう滅めつさせても問題ありません。生霊レイスの場合は少し面めん倒どうなんですけど」

「レイス？」

「死人ではなく、生きている人間の思念が霊れい体たいになったものです。二ドツ重ペル存ゲン在ガーと呼ばれることもありますね。強い魔ま力りよくや霊れい力りよくの持ち主が、怨えん恨こんやストレスを抱かかえていると生霊レイスを生み出しやすいといわれています」

「幽ゆう体たい離り脱だつの一種ってことか……それはなにが面めん倒どうなんだ？」

「出現した霊れい体たいを祓はらっても、生霊レイスが生み出された原因を解決しない限り、時間が経たてば復活する可能性があるんです。生霊レイスの本体は、自分が霊れい体たいを生み出していることに気づいていませんから」

「なるほどな」

　それはたしかに面めん倒どうだ、と古こ城じようも納なつ得とくする。

「なんにしても霊れい体たいを確かく認にんするのが先ですね。亡ゴー霊ストにしても生霊レイスにしても、霊れい体たいを生み出した執しゆう着ちやくの正体がわかれば対策できますし」

「わかった。じゃあ、とりあえず部屋の中を見てもらえるか？」

　散らかってて悪いけど、と前置きしながら、古こ城じようは幽ゆう霊れいが現れた自室へと雪ゆき菜なを案内する。ベッドと机、教科書類。あとは脱ぬぎっぱなしの私服とひいきのバスケチームのグッズが少々。ごくありふれた男子高校生の自室である。不ふ吉きつな気配や禍まが々まがしい空気は特に感じない。

　それでも雪ゆき菜なは室内を注意深く見回して、

「このあたりに霊れいが出たんですよね？」

「ああ。ベッドで寝ねてたら、誰だれかにしがみつかれたんだ」

「金かな縛しばり……みたいな感じでしょうか」

「あとは声が聞こえたかな。許さない、とか、どこにも行かせない、とか、そんな感じの」

　古こ城じようが朧おぼろ気げな記き憶おくをたどって説明する。ふむ、と雪ゆき菜なは真しん剣けんな表情でうなずいて、

「それは相当に凶きよう悪あくな感じがしますね。かなりの執しゆう着ちやくを感じます」

「そうなのか？　だけど笑い声なんかも聞こえてたんだが」

「笑い声、ですか？」

　雪ゆき菜なが軽く眉まゆを寄せたとき、どこからともなく声が聞こえた。無む邪じや気きな子どものような澄すんだ笑い声だ。古こ城じようはこれ幸いとばかりにポンと手を打って、

「そうそう。ちょうどこんな感じの……」

「せ、雪せつ霞か狼ろうっ！」

　吞のん気きに説明を続ける古こ城じようの目の前で、雪ゆき菜なが背中のギターケースから銀色の槍やりを引ひき抜ぬいた。殺気立って身構える雪ゆき菜なの背中を、古こ城じようは半ば呆ぼう然ぜんと眺ながめて、

「ひ、姫ひめ柊らぎ？」

「わたしにも霊れい体たいの声が聞こえました。まさかこんなにあっさり出てくるなんて……でも、これは好都合です！　すぐに浄じよう化かします！」

　言い終えるが早いか、雪ゆき菜なは謎なぞの祝詞のりとを詠えい唱しようしつつ銀色の槍やりを振ふり回まわした。撒まき散ちらされた霊れい気きの光に、灼やけるような肌はだの痛みを感じて、古こ城じようはたまらず部屋を飛び出す。彼かの女じよの破は魔まの槍やりの輝かがやきは、当然ながら吸きゆう血けつ鬼きの古こ城じようにもダメージを与あたえるのだ。

　だがその雪せつ霞か狼ろうの光を浴びつつも、霊れいが消え去る兆候はなかった。室内に漂ただよう妖あやしい気配は、むしろ強まっているようにも感じられる。

「あんまり効いてるようには見えないな……」

「そ、そんなはずは……！　相手が霊れい体たいである限り、雪せつ霞か狼ろうの神しん格かく振しん動どう波はが通用しないなんてことはあり得ません──痛いたっ！」

　困こん惑わくする雪ゆき菜なが小さく悲鳴を上げた。古こ城じようの部屋の隅すみに飾かざられていたバスケットボールが、前まえ触ぶれもなく浮うき上あがり、雪ゆき菜なの後頭部に激げき突とつしたのだ。さらに続けて古こ城じようの枕まくらや教科書などが、次々に雪ゆき菜なをめがけて飛んでいく。

「こ、このっ！　くっ……！　あ……ちょっ、なんでスカートをめくるんですかっ!?」

「騒ポル霊ター現ガイ象ストか……」

　霊れいに翻ほん弄ろうされる雪ゆき菜なを観察しながら、古こ城じようは冷静に呟つぶやいた。昨晩、古こ城じようが遭そう遇ぐうしたときには、ここまでの明確な心しん霊れい現げん象しようは起きていない。雪ゆき菜なの攻こう撃げきで消しよう滅めつするどころか、霊れいは明らかに力を増している──と、古こ城じようがそんなことを他ひ人と事ごとのように考えていると、

「うわっ……！」

　突とつ然ぜんの柔やわらかな衝しよう撃げきに押おし倒たおされて、古こ城じようは背後のソファに倒たおれこむ。不可視の霊れい体たいにしがみつかれたのだ。

「先せん輩ぱい!?」

　雪ゆき菜なが、驚おどろいて古こ城じようを振ふり返かえる。しかし古こ城じようは彼かの女じよに助けを求めることができない。幽ゆう霊れいに全身を触さわられて、それどころではなかったからだ。

「ちょっ……やめ……く、くすぐったいって……ぶははっ……！」

　身体からだをよじって爆ばく笑しようする古こ城じようを眺ながめて、雪ゆき菜なは一いつ瞬しゆん、呆あつ気けにとられたように動きを止めた。だが彼かの女じよはすぐに表情を引ひき締しめて、

「そこですか！　先せん輩ぱい、動かないでください！」

「え!?　ちょ……ちょっと待て、姫ひめ柊らぎ……うおっ……！」

　喉のど元もとすれすれに銀色の槍やりを突つきつけられて、古こ城じようはたまらず仰のけ反ぞった。

　そんな古こ城じようの眼前に、突とつ然ぜん、半はん透とう明めいの人ひと影かげが現れる。小こ柄がらな少女の姿をした霊れい体たいだ。雪ゆき菜なが繰くり出だした槍やりの穂ほ先さきは、古こ城じようにしがみついていた霊れいの本体を正確に刺さし貫つらぬいていたのである。

　だが、吸きゆう血けつ鬼きの真祖すら滅ほろぼす破は魔まの槍やりに貫つらぬかれていても、霊れいがダメージを受けた様子はなかった。逆に雪ゆき菜なの霊れい力りよくを吸い上げて、彼かの女じよは存在感を増していく。

「これは……!?」

「実体化したのか!?　だけど、こいつ……この姿は……!?」

「わたし……!?」

　雪ゆき菜なが動どう揺ようして息を吞のむ。華きや奢しやな体つきと端たん整せいすぎるほど端たん整せいな顔立ち。強い意思の輝かがやきを感じさせる大きな瞳ひとみ。うっすらと透すけている点を除けば、実体化した少女の霊れいは、雪ゆき菜なと瓜うり二ふたつの容姿を持っていたのである。

　自分に抱だきついたままの少女の霊れいを見下ろしながら、古こ城じようはふと思い出す。

「もしかしてこれって、姫ひめ柊らぎがさっき言ってた生霊レイスってやつじゃないのか？」

「生霊レイス？　わたしの生霊レイスが先せん輩ぱいに取とり憑ついていたということですか？」

「強い霊れい力りよくの持ち主が、ストレスを抱かかえていると生霊レイスの発生源になりやすいんだっけか……姫ひめ柊らぎ、なにか心当たりはあるか？」

「心当たりと言われても……」

　雪ゆき菜なが困ったように唇くちびるを嚙かんだ。即そく座ざに否定できないあたり、まったく思い当たる節がないわけではないらしい。

　厳しい表情で沈ちん黙もくする雪ゆき菜なとは裏腹に、雪ゆき菜なそっくりの生霊レイスの少女は、満面の笑えみを浮うかべて古こ城じようにしがみつき、

『せんぱい……せんぱいだー……おかえりなさいー……』

「……は!?」

　古こ城じように可か愛わいらしく頰ほおを振ふり寄せる生霊レイスを見て、雪ゆき菜なが顔を引ひき攣つらせる。

『へへへー……せんぱーい……ギュッてしてー、撫なでて撫なでてー』

「え……と、姫ひめ柊らぎ、これってどういう……」

「ち、違ちがいます！　違ちがいますからね！　これは生霊レイスが勝手に言ってるだけで、わたしの本心というわけではないですから！　ていうか、先せん輩ぱいも霊れいの頭を撫なでないでください！」

『せんぱーい……抱だっこ。抱だっこしてー……』

「なっ!?　あなたはなにをやってるんですか!?　暁あかつき先せん輩ぱいから離はなれて！　離はなれなさい！」

『やーだー……！　離はなれないー……！　邪じや魔ましないでー！』

　生霊レイスを古こ城じようから引ひき剝はがそうとする雪ゆき菜なだが、なにしろ相手は霊れい体たいだ。生霊レイスの腕うでをつかもうとした雪ゆき菜なの指先はむなしく空くうを切る。怒いかりにまかせて雪せつ霞か狼ろうを振ふり回まわしても、雪ゆき菜なの霊れい力りよくを浴びた生霊レイスはますます存在感を増すばかりだ。

「……なるほど。姫ひめ柊らぎが生み出した生霊レイスだから、姫ひめ柊らぎ自身の霊れい力りよくじゃ消しよう滅めつさせられないのか」

「冷静に分ぶん析せきしてないで、先せん輩ぱいもなんとかしてください！」

「なんとかって言われても、家の中で眷けん獣じゆうをぶっ放すわけにもいかないだろ」

　古こ城じようは気け怠だるく息を吐はく。世界最強の吸きゆう血けつ鬼きなどと呼ばれていても、古こ城じように出来るのは無む駄だに破は壊かい力りよくのある眷けん獣じゆうたちを召しよう喚かんすることだけで、幽ゆう霊れい退治は専門外である。

「俺おれにつきまとっていた幽ゆう霊れいの正体が、姫ひめ柊らぎの生霊レイスだってわかったことだし、焦あせって除じよ霊れいしなくてもいいんじゃないか？　今のところほっといても害はなさそうだし」

「それはそう……ですけど……」

　露ろ骨こつに不満げな表情を浮うかべながらも、雪ゆき菜なが渋しぶ々しぶ引き下がろうとする。と、その直後、

『えへへ、せんぱーい……今夜はー、朝までー、ずっと一いつ緒しよですからねー……』

「──だ、駄だ目めです！　やっぱりこの悪あく霊りようは今すぐ祓はらいます！」

　生霊レイスの言葉を聞いた雪ゆき菜なが、眉まゆを吊つり上あげて言い放つ。古こ城じようはやれやれと嘆たん息そくして、

「なあ、姫ひめ柊らぎ……って、きみのほうだけど」

『なんですか、せんぱーい』

　古こ城じように呼びかけられた雪ゆき菜なの生霊レイスが、嬉うれしそうに表情を輝かがやかせる。

「どうして俺おれのところに現れたんだ？　なにか会いに来た理由があるんだろ？」

　親しげに腕うでを絡からませてくる生霊レイスに困こん惑わくしつつも、古こ城じようは真面目な口調で訊きいた。生霊レイスは少し拗すねたような表情を浮うかべつつ、ますます古こ城じように身体からだを密着させて、

『わたしは、寂さびしかったんですよー……せんぱいが黙だまって急にいなくなったからー』

「……俺おれが恩おん萊らい島とうに連れて行かれたことを言ってるのか？」

　古こ城じようは顔を上げて雪ゆき菜なを見た。恩おん萊らい島とうへと連れ去られた古こ城じようは、三日間ほど、こちらの世界から完全に消えていた。その間、雪ゆき菜なは不ふ眠みん不ふ休きゆうで古こ城じようを捜そう索さくしていたらしい。その出来事は当然、彼かの女じよに相当なストレスを与あたえていたはずだ。

「わ、わたしに聞かないでください……！　べつに寂さびしいとかそういうことじゃなくて、ただ、わたしは第だい四よん真しん祖その監かん視し役やくとして先せん輩ぱいのことを捜さがしていただけで……！」

　雪ゆき菜なは頰ほおを赤らめながら、怒おこったように早口で答える。一方、生霊レイスは飼い主に甘あまえる子こ猫ねこのように古こ城じようを見上げて、

『もうどこにも行かないでくださいねー……今度わたしを置いていったりしたら絶対に許しませんからー……』

「そうか……心配かけたな。大だい丈じよう夫ぶ、俺おれはちゃんとここにいるから」

　古こ城じようは苦く笑しようまじりに笑って立ち上がり、雪菜の頭に軽く手を置いた。不安がる子どもをあやすように、よしよしと優やさしく撫なでてやる。

　雪ゆき菜なは驚おどろいたように目を丸くして古こ城じようを見つめ、

「……ど、どうしてわたしを撫なでるんですか？」

「生霊レイスを祓はらうには、本体が抱かかえてるストレスを解決しなきゃならないんだろ？」

「たしかに、それはそうですけど……」

　雪ゆき菜なが弱々しく口ごもる。子こども扱あつかいされるのを嫌いやがるかと思いきや、雪ゆき菜なは意外にも抵てい抗こうせずに古こ城じようにされるがままになっていた。

　雪ゆき菜なの生霊レイスは、己おのれの本体のそんな姿をしばらく無言で眺ながめていたが、やがてそのままなにも言わずに、陽光を浴びた霧きりのように静かに姿を消していく。

「消えた……満足した、ってことか？」

　古こ城じようはホッとしたように呟つぶやいた。一時はどうなることかと思ったが、なにやらよくわからないうちに除じよ霊れいに成功したということらしい。が──

「まだです、先せん輩ぱい」

　雪ゆき菜なが真しん剣けんな口調で言った。「え？」と古こ城じようは驚おどろいて彼かの女じよを見る。雪ゆき菜なはなぜか神しん妙みような表情を浮うかべたまま、照れたように頰ほおを赤くして、

「抱だっこして、って言ってたじゃないですか。その、わたしじゃなくて、さっきの生霊レイスが」

「……は？　いや、あいつはもういなくなっただろ？」

「執しゆう着ちやくを完全に消し去らないと、また復活するかもしれません。いえその、わたしじゃなくて、あくまでも生霊レイスの執しゆう着ちやくの話ですけど」

　いつになく頑がん強きように主張する雪ゆき菜なを、古こ城じようは当とう惑わくしながら見つめた。生霊レイスの本体である雪ゆき菜なの言葉だけに、否定するのも難しい。

「抱だっこ……って、まあ、それくらいは構わないけど。姫ひめ柊らぎを膝ひざの上に座すわらせればいいのか？」

「そ、そうですね。除じよ霊れいのためだから仕方ないです」

　緊きん張ちようを隠かくすような澄すまし顔でそう言って、ソファに座すわり直した古こ城じようの膝ひざに雪ゆき菜ながちょこんと乗ってくる。華きや奢しやな体つきは生霊レイスと同じ。だが、甘あまい髪かみの匂においと息づかい、そして制服越ごしに感じる肌はだのぬくもりは、圧あつ倒とう的てきに生々しく魅み惑わく的てきだった。

　唐とう突とつにこみ上げてきた強きよう烈れつな吸きゆう血けつ衝しよう動どうに、古こ城じようが思わず喉のどを鳴らす。

　暁あかつき家の玄げん関かんドアが勢いよく開いたのは、その直後のことだった。

「古こ城じよう君、雪ゆき菜なちゃん！　無事だった!?」

　息せき切って駆かけこんできたのは、駅で別れたはずの凪なぎ沙さである。制服姿の彼かの女じよの全身には、奇き妙みような道具が装着されていた。盛もり塩しおの器うつわとロウソク、水すい晶しよう玉だま、そして妖あやしげな御お札ふだや護ご符ふ。両手に握にぎっている大きな瓶びんは、聖水や香こう油ゆの類たぐいらしい。

「霊れいはどこ!?　深み森もりちゃんに頼たのんで、ＭＡＲが売ってる除じよ霊れいグッズをありったけもらってきたから！　あたしも古こ城じよう君たちと一いつ緒しよに除じよ霊れい……を……」

　悲ひ壮そうな決意に満ちていた凪なぎ沙さの声が、空気が抜ぬけるように小さく途と切ぎれた。代わりに凍いてつくような数秒間の沈ちん黙もくと、無感情な冷たい視線が古こ城じようたちに向けられる。

「……って、二人ともなにやってるの？」

　雪ゆき菜なを膝ひざの上に抱だいたまま固まっていた古こ城じようは、ハッと我に返って激しく首を振ふった。

「ち、違ちがうんだ、凪なぎ沙さ。これは、生霊レイスの復活を阻そ止しするために仕方なく……！」

「そ、そう！　除じよ霊れいのため……本当に除じよ霊れいのためだから……！」

　ぎこちなく小刻みにうなずきながら、雪ゆき菜なも必死に言い訳する。

「そうだ、姫ひめ柊らぎ。もう一度！　もう一度、生霊レイスを出してくれ！　そしたら凪なぎ沙さも納なつ得とくするだろ……！」

「え、ええええ……！」

「ふーん……なんだかよくわからないけど、とりあえず二人とも、そこに正座してくれるかな」

　その日、暁あかつき家で起きた惨さん劇げきについての詳しよう細さいな記録は、獅し子し王おう機き関かんにも残されていない。

　ただ生霊レイスの出現に端たんを発するその事件が、真しん祖そ大たい戦せんをも凌しのぐ第だい四よん真しん祖そ最大の危機であったと、監かん視し役やくより報告されているだけである。
















　陽光に透すける長い髪かみ。誰だれもが認める優美な容よう貌ぼう。すらりとした長身と抜ばつ群ぐんのスタイル。そして呪じゆ術じゆつと暗殺の専門家──それが獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめ、煌きら坂さか紗さ矢や華かという少女だ。

　そんな紗さ矢や華かが、真夏の空と海を背景に、仁に王おう立だちで古こ城じようを見下ろしている。

「ようやく見つけたわ、暁あかつき古こ城じよう！」

「……煌きら坂さか？」

　海沿いの岩場で小さなカニと戯たわむれていた古こ城じようは、水着姿の彼かの女じよを怪け訝げんな表情で見返した。

　古こ城じようが妹たちとともに訪おとずれていたのは、絃いと神がみ島じま南岸の人工の砂すな浜はま。カップルや子連れファミリーにも人気の平和な海水浴場だ。多た忙ぼうなプロの攻こう魔ま師しである紗さ矢や華かとこんなところで遭そう遇ぐうするのは、少し意外な感じがした。

「あなた一人なの!?　雪ゆき菜なはどこ!?」困こん惑わくする古こ城じようを睨にらみつけ、紗さ矢や華かが乱暴に問いかけてくる。獅し子し王おう機き関かんの後こう輩はいである姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なを、彼かの女じよはかねてから溺でき愛あいしているのだ。

「姫ひめ柊らぎならあっちの砂すな浜はまで泳いでるはずだぞ。ウチの凪なぎ沙さたちと一いつ緒しよに」

「そうなの？」と紗さ矢や華かが不ふ審しんそうに眉まゆを寄せる。「だったら暁あかつき古こ城じようは、こんなところでコソコソとなにをやってるわけ？」

「俺おれは、まあ、こうして自然観察をな……」

　無意識に視線を彷徨さまよわせながら、もごもごと言い訳する古こ城じよう。紗さ矢や華かは小さく眉まゆを上げ、

「あなた、もしかして泳げないの？」

「きゅ、吸きゆう血けつ鬼きなんだから仕方ねえだろ！　太陽とか海水とか、いろいろ苦手なんだよ！」

「吸きゆう血けつ鬼きが流れる水を渡わたれないっていうのは、ただの迷めい信しんのはずなんだけど」

「うるせえな。てか、おまえのほうこそ、姫ひめ柊らぎに会うために、こんなとこまで追いかけてきたのか？　それはさすがに少し引くぞ」

「ち、違ちがうわよ！　任務よ任務！　獅し子し王おう機き関かんの新しい装備のテストを頼たのまれたの。あなたたちが海に行くって聞いた師し家け様さまが、ちょうどいいから試ためしてこいって」

「新装備……って、ただの水着にしか見えないんだが」紗さ矢や華かの全身を一いち瞥べつして、素す直なおな感想を口にする古こ城じよう。露ろ出しゆつ度どはやや高めだが、ごく普ふ通つうのビキニの水着である。

「偽ぎ装そうは完かん璧ぺきということね」と紗さ矢や華かは満足そうにうなずいて、「で、どう？」

「ああ、まあ、よく似合ってると思うぞ」

「あ、ありがと……って、そうじゃなくて！　なにか体調に変化はない？　具体的な効果は私も知らないんだけど、第だい四よん真しん祖そに対して特に高い精せい神しん攻こう撃げき力りよくがあるらしいのよ」

「いや、べつになにも感じないが……って、なんで効果が俺おれ限定なんだよ!?」

　古こ城じようが苦々しげに顔をしかめて言う。

　紗さ矢や華かは、うーん、と唇くちびるを尖とがらせて、

「そういえば、奥おくの手てを内蔵してるとも言ってたかも。破は壊かい力りよくがあり過ぎるから、周囲に人がいない状じよう況きようでだけ使えって」

「ちょっと待て、破は壊かい力りよくってなんだ!?」

「えーと、たしかここの紐ひもに触ふれると……」

　紗さ矢や華かはそう言って無造作に水着の肩かた紐ひもに手を伸のばした。その瞬しゆん間かん──

　スルリとまるで手品のように、彼かの女じよの水着のブラが完全にほどけて落ちる。

「な……!?」目を見開いたまま固まる古こ城じよう。

「え!?」紗さ矢や華かも完全に硬こう直ちよくしている。

　青空と海風。降り注ぐ真夏の強い陽ひ射ざし。少女の白い肌はだと豊かな丸い膨ふくらみ。たしかに凄すさまじい破は壊かい力りよくのある光景だった。そして、

「あ……あ……み、見るなあああああっ！」

　紗さ矢や華かの渾こん身しんの回まわし蹴げりをくらった古こ城じようが、見事な放物線を描えがいて海面へと落ちていく。
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「それで」数分後、溺でき死し寸前で砂すな浜はまへと引き上げられた古こ城じようを眺ながめて、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが不思議そうに訊きいてくる。「溺おぼれていた暁あかつき先せん輩ぱいを、紗さ矢や華かさんが救助してくれたんですか？」

「ま、まあね」紗さ矢や華かは表情を引ひき攣つらせたままうなずいた。「見殺しにしてもよかったんだけど、いちおう雪ゆき菜なの監かん視し対象だし……か、感謝しなさいよ、暁あかつき古こ城じよう！」

　おまえのせいで溺おぼれかけたんだろうが、と言いかけた古こ城じようは、殺気に満ちた紗さ矢や華かの視線に気づいて沈ちん黙もくした。余計なことを喋しやべったら、今度こそ本当に海底に沈しずめられそうだ。

「でも、先せん輩ぱいは、どうしてあんなところから海に落ちたんですか？」古こ城じようが転落した岩場を振ふり返かえり、雪ゆき菜なは少し呆あきれたように目を細める。「紗さ矢や華かさんに見とれてたとか？」

「あ、いや……まあいいや。そういうことにしといてくれ」焼けた砂の上にぐったりと横たわったまま、古こ城じようは投げやりに言い放つ。見とれてたのは事実だしな、と。

「せ……責任、取りなさいよね」

　胸むな元もとを隠かくすように背を向けた紗さ矢や華かが、ほとんど聞き取れないほどの小さな声で囁ささやいた。
















　海うみ虎とら庵あんは、絃いと神がみ島じま西地区にあるラーメン店だった。オープンしたのは半年前だが、その後、じわじわと評価を高め、今では若者客を中心に連日賑にぎわう人気店だ。

　その流行の店の入り口近くを、挙きよ動どう不ふ審しんな態度でうろつく一人の少女がいた。

　身に着けているのは彩さい海かい学がく園えんの制服だが、修道女のような長い頭巾ウインプルを被かぶって、その隙すき間まから雪のような白い髪かみがのぞいている。彼かの女じよは、店の前を何度も行ったり来たりして、時折、店内をのぞきこむなどの怪あやしい行こう為いを繰くり返かえしていた。

　暁あかつき古こ城じようは少し離はなれた場所から、しばらくそれを眺ながめていたが、

「……カス子？　なにやってんだ？　さっきから……」

　ついに見かねて彼かの女じよに声をかける。白はく髪はつの少女──香か菅すが谷や雫しず梨りは、ビクッと肩かたを震ふるわせてぎこちなく振ふり返かえり、

「こ、古こ城じよう？　あなたのほうこそ、どうしてこんなところにいるんですの？」

「どうしてっつーか、ラーメンを食べに来たんだよ。最近、このあたりに美う味まいラーメン屋が出来たって浅あさ葱ぎに教えてもらったから」

　たまたま放課後の予定が空いたので、久々に外食をしようと思い立ったのだ。古こ城じようがそう説明すると、雫しず梨りはなぜかホッとしたようにうなずいた。

「奇き遇ぐうですわね。ちょうどわたくしも、こちらのお店に入ろうと思っていましたの。今日は優ゆ乃のさんたちがお仕事で、帰りが遅おそくなると言ってましたから」

「ああ、そうか。カス子は天あま瀬せたちとルームシェアしてるんだよな」

「ですわ……って、誰だれがカス子ですの!?」

　古こ城じようが勝手につけたあだ名に、雫しず梨りが唇くちびるを尖とがらせて抗こう議ぎする。

　そんな雫しず梨りの背後から、ぱたぱたと駆かけ寄よってくる足音が聞こえた。黒いギターケースを背負った姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが、軽く息を弾はずませながら現れる。たまたま店の近くにあった獅し子し王おう機き関かんの支部に報告書を届けるため、彼かの女じよは古こ城じようと別行動していたのだ。

「すみません、先せん輩ぱい。遅おそくなりました。思ったよりも師し家け様さまのお小言が長くて……」

　立ち止まった雪ゆき菜なが、少し疲つかれた口調で言い訳する。その声を聞いた雫しず梨りは、ギョッと顔を引ひき攣つらせ、

「ひ、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な！」

「──香か菅すが谷やさん!?」

　雫しず梨りが腰こしの剣けん帯たいから、素す早ばやく剣けんを引ひき抜ぬいた。炎ほのおのように波打つ深しん紅くの刃やいばの長ちよう剣けんだ。ほぼ同時に、雪ゆき菜なも銀色の槍やりを取り出して、三枚の刃やいばを十字型に展開させている。

　白昼堂々、路上で武器を構えた少女たちの姿に、周囲の通行人たちが呆あつ気けにとられ、古こ城じようは慌あわてて二人の間に割りこんだ。

「待て！　落ち着け、二人とも！　なんで顔を見るなり殺気立ってんだよ!?」

「そ、それは姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが先に槍やりを構えようとしたから……！」

　長ちよう剣けんを握にぎりしめたまま、雫しず梨りが雪ゆき菜なを非難がましく睨にらみつける。雪ゆき菜なはぶるぶると首を振ふり、

「違ちがうんです。わたしは香か菅すが谷やさんの殺気に反応しただけなんです！」

「いやまあ、気持ちはわかるけどな。姫ひめ柊らぎはこないだカス子をボコボコに殴なぐり倒たおしてたし……」

　古こ城じようは深々と溜ため息いきをついて雪ゆき菜なを見た。洗脳されて彩さい海かい学がく園えんを襲しゆう撃げきしてきた雫しず梨りを、雪ゆき菜なは返かえり討うちにしたことがある。それ以来、雫しず梨りは雪ゆき菜なに対して苦手意識を持っているようだ。

「あのときは、香か菅すが谷やさんが先にわたしたちを殺そうとしたんじゃないですか……！」

　事情を知らない通行人たちから恐きよう怖ふの眼まな差ざしを向けられて、雪ゆき菜なは焦あせったように反論した。

「あれはノーカン！　洗脳されていたのだからノーカンですわ！」

　同じく通行人の視線を浴びながら、雫しず梨りは必死に否定する。

「こないだ姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なに負けたのだって、わたくしが正気を失っていたからで、本来の状態なら、聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスたるわたくしが負ける理由がありません。ですわよね、古こ城じよう？」

「……え？」

　いきなり同意を求められて古こ城じようは困こん惑わくした。雪ゆき菜なに殴なぐり合あいで負けたのは、自分のコンディションが悪かったせいだと雫しず梨りは主張しているらしい。

「先せん輩ぱいも、そう思ってるんですか？」

　聞き捨てならない、というふうに、雪ゆき菜なが真顔で問とい質ただす。思わぬ成り行きに古こ城じようは焦あせり、

「いや、俺おれにそんなことを訊きかれても……」

「恩おん萊らい島とうでわたくしと半年も一いつ緒しよに過ごした古こ城じようなら当然わかってますわ。あのときのわたくしは実力の五十パーセントも発揮できていませんでしたし」

　なぜか勝かち誇ほこったように勝手に宣言する雫しず梨り。雪ゆき菜なは冷ややかな微ほほ笑えみを浮うかべて、

「そうですか。だったら、わたしが呪じゆ力りよくを半分以下に抑おさえて手加減してたことも気づいてましたよね。現実世界でわたしとずっと一いつ緒しよにいた先せん輩ぱいなら」

「せ、正確には四十パーセント以下でしたわ。わたくし本来の実力の！」

「その理り屈くつなら、わたしは三十五パーセントくらいです！」

「失礼、二十五パーセントでしたわ！　今、計算しなおしたら！」

「じゃあ、わたしは二十パーセントで！」

「小学生の口くち喧げん嘩かかよ……」

　低レベルな二人の言い争いに、古こ城じようは辟へき易えきしたように肩かたをすくめた。プライドの高い雫しず梨りはもちろん、雪ゆき菜なも案外、負まけず嫌ぎらいな一面があるのだ。

「それで、どうして香か菅すが谷やさんが先せん輩ぱいと一いつ緒しよにいるんですか？」

　槍やりをようやくケースに戻もどした雪ゆき菜なが、気を取り直したように訊きいてくる。古こ城じようは、海うみ虎とら庵あんの看板を指さして、

「ああ、いや。カス子が店に一人で入るのを怖こわがって、入り口の前をうろうろしてたから声をかけてみたんだが──」

「なあっ!?　ち、違ちがいますわ！」

　雫しず梨りが顔を真っ赤にして否定した。

「わたくしはべつに知らないお店が不安とか、注文方法がわからないとか、そういうことではなくて……ひ、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なも哀あわれむような目でこっちを見ないでくださいまし！」

　強がる雫しず梨りに、雪ゆき菜なが慈じ愛あいに満ちた眼まな差ざしを向ける。世間知らずで人見知りなのは、雪ゆき菜なも同じだ。絃いと神がみ島じまに来て間もない雫しず梨りの境きよう遇ぐうに、共感する部分があるのだろう。

「とりあえず、お店に入りましょうか」

　追おい詰つめられている雫しず梨りを気き遣づかうように、雪ゆき菜なが言う。その提案には雫しず梨りも文句を言わず、三人は連れ立って店内に足を踏ふみ入いれた。




「らっしゃいまっせぇぇ！」

　店員たちの威い勢せいのいい挨あい拶さつが、混み合った店内に響ひびき渡わたる。古こ城じようたちは中央のカウンター席に案内されて、雪ゆき菜な、古こ城じよう、雫しず梨りの順番で座すわった。

「メニュー、意外に多いな。なんにするかな……」

　写真つきのお品書きを手に取って、古こ城じようは真しん剣けんな態度で考えこむ。雫しず梨りは、買ったばかりの新品のスマホを取り出して、

「カリスマ女子高生グルメ配信者〝Ａ・Ａエイツー〟によれば、定番の醬しよう油ゆラーメンか、自家製叉焼チヤーシユーたっぷりの特製チャーシューメン、またはこの店の看板メニューの第だい四よん辛しん麵めんがオススメだそうですわ」

「女子高生……？　〝Ａ・Ａエイツー〟……？」

　雫しず梨りが口にした動画配信者の名前に、まさか、と戸と惑まどいの表情を浮うかべる雪ゆき菜な。古こ城じようは少し意外そうに雫しず梨りを眺ながめて、

「カス子って、グルメ動画とか、そういうのチェックするキャラだったんだな……で、その第だい四よん辛しん麵めんってのは、なんなんだ？」

「よくある激げき辛からチャレンジメニューのようですわね。完食したら代金が無料になるという」

「タダで喰くえるのか？　本当に？」

　古こ城じようは、店の壁かべに貼はられていた第だい四よん辛しん麵めんの案内を見上げる。定価は二千円。完食すれば無料。制限時間は三十分。完食の定義は麵めんだけでなくスープも飲み干すこと。写真を見る限り単純に辛からいだけで、極きよく端たんに量が多いわけではなさそうだ。

「悪くないな……俺おれはそれにするか」

「大だい丈じよう夫ぶですか、先せん輩ぱい。完食できなかったら、一いつ杯ぱい二千円ですよ？」

　深く考えずに決断した古こ城じようを、雪ゆき菜なが心配そうに見つめる。古こ城じようはニヤリと不敵に笑って、

「まあ、余よ裕ゆうだろ。こっちは不死身の吸きゆう血けつ鬼きの真祖だしな」

「思いっきりインチキじゃないですか……！」

「魔ま族ぞく特とつ区くで商売してるんだから、店側だって、これくらいのリスクは織りこみ済みだろ」

　目を大きくして睨にらんでくる雪ゆき菜なに、古こ城じようはすっとぼけた表情で言い返した。二人の会話を聞いていた雫しず梨りは、不意になにか思いついたように悪いた戯ずらっぽくほくそ笑えみ、

「古こ城じようの元・監かん視し役やくとして、当然わたくしも第だい四よん辛しん麵めんで行きますわ」

「香か菅すが谷やさんまで……！」

　雪ゆき菜なが怒おこったように雫しず梨りを睨にらむ。雫しず梨りは、そんな雪ゆき菜なを挑ちよう戦せん的てきに見返して、

「あなたはどうしますの、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な？　怖おじ気けづいたのなら、わたくしたちにつき合う必要はありませんわよ。ついでに、第だい四よん真しん祖その監かん視し任務も代わって差し上げましてよ」

　カチン、と音を立てて雪ゆき菜なの表情が強こわ張ばった。安い挑ちよう発はつだとわかっていても、挑いどまれたからには引き下がる選せん択たく肢しはないらしい。

「──第だい四よん辛しん麵めん、三つでお願いします！」

　カウンター内の厨ちゆう房ぼうに向かって、雪ゆき菜ながきっぱりと言い放つ。その思いきりのよさになぜか古こ城じようが焦あせりを覚えて、

「いいのか、姫ひめ柊らぎ？　無理して張り合うことないんだぞ？」

「なにも問題ありません。獅し子し王おう機き関かんのサバイバル訓練で鍛きたえてますから」

　取りつく島もない雪ゆき菜なの返事に、古こ城じようは黙だまって唇くちびるを歪ゆがめた。激げき辛からメニューに耐たえるサバイバル。どんな訓練だよ、と溜ため息いきをつく。




「お待たせしました！　第だい四よん辛しん麵めんです！」

　数分後。運ばれてきたラーメンをのぞきこみ、古こ城じようたちは、おお、と声を洩もらした。熱した石焼きの器うつわには、熔よう岩がんに似たどろりとした液体が満たされており、その中に真しん紅くの麵めんが沈しずんでいる。液体の表面は激しく泡あわ立だち、強きよう烈れつな刺し激げき臭しゆうを含ふくんだ蒸気を周囲に撒まき散ちらしていた。店内のほかの客たちが、その臭においだけで軽く青ざめる。

「お、思ってたより美う味まそうだな。具材も多いし」

「外観もオーソドックスな印象ですわね」

「いえ、あの、スープが煮にえたぎってるんですけど……」

　懸けん命めいに平静を取とり繕つくろう古こ城じようと雫しず梨りに、雪ゆき菜なが非情な現実を突つきつけた。思わず黙だまりこむ古こ城じようたちの前に、店員がキッチンタイマーを置く。古こ城じようたちに与あたえられた時間は三十分。それまでにこの灼しやく熱ねつの料理を完食しなければならないのだ。

「時間制限があるんだっけか。じゃあ、早さつ速そく」

　いただきます、とレンゲを握にぎって、古こ城じようは熔よう岩がん色いろのスープをすくった。ふうふう、と息を吹ふきかけて、慎しん重ちように口の中へと運ぶ。そして次の瞬しゆん間かん──ぶほっ、と古こ城じようは激しく咳せきこんだ。

「辛からッ……辛からいッ、辛からッ……なんじゃこりゃあ!?」

　呼吸困難に陥おちいって、まともに喋しやべることもできない。想像を絶する辛からさだった。舌が麻ま痺ひして、辛からさを感じない。それなのに辛からいということがわかる。一いつ瞬しゆんで全身の毛穴が開いて汗あせが噴ふき出だす。熱さと痛みと痺しびれと辛からさの波は状じよう攻こう撃げき。もはや食料というよりも劇薬に近い。激げき辛から料理に対して古こ城じようが抱だいていた多少の自信が、欠片かけらすら残さず粉々に打うち砕くだかれていく。

「麵めんが……赤く染まってますね。これはもう唐とう辛がら子しを食べているようなものなのでは……」

　箸はしで麵めんを一条つまみ上げ、雪ゆき菜なは戦せん慄りつの表情を浮うかべた。第だい四よん辛しん麵めんで使われているのは、どろりとしたスープに絡からみやすい太めの縮ちぢれ麵めん。それをじっくりとラー油に浸ひたし、唐とう辛がら子し粉末をまぶすことで、この真しん紅くの麵めんは生み出されているらしい。執しつ拗ようなまでの辛からさへのこだわりだ。

「まったく大げさですわね、たかが激げき辛からラーメンごときで……」

　辛からさにのたうつ古こ城じようを呆あきれ顔がおで眺ながめて、雫しず梨りはその真しん紅くの麵めんをひと息ですすった。その直後、彼かの女じよの口から洩もれだしたのは、言葉にならない高周波の絶ぜつ叫きようだった。

「あああああああああああっ！　なんなんですの、これは……!?　痺しびれっ、舌が……灼やけっ！」

　先ほどまでの余よ裕ゆうの表情が消きえ失うせ、雫しず梨りは涙なみだ目めになって苦く悶もんした。のけぞる彼かの女じよの頭から頭巾ウインプルが外れ、白しら髪がの隙すき間まから、宝石のような鬼オグ族レスの角つのがのぞく。

「ああ、お客さんたち、もしかして魔ま族ぞくの方ですかい？」

　厨ちゆう房ぼう内で麵めんの湯切りをしていた店主が、いかにも魔ま族ぞく特とつ区くの住人らしく、平然と古こ城じようたちに声をかけてくる。

「唐とう辛がら子しは、中ちゆう華か圏けんや南なん欧おうでは魔ま除よけとしても使われていますからね。魔ま族ぞくの生せい体たい障しよう壁へきでも、香こう辛しん料りようの刺し激げきは防げないはずです」

「それを……先に……言ってくれ……」

　どこか誇ほこらしげな店主を恨うらみがましく見上げて、古こ城じようは小声で抗こう議ぎした。

「辛からい、ですわ……美お味いしいですけど、辛からい……」

　頼たよりない声で呟つぶやきながら、雫しず梨りはもごもごと麵めんを咀そ嚼しやくする。嘆なげきつつも諦あきらめずに食べ続けるあたりは、さすがの根こん性じようだ。

　そんな中、雪ゆき菜なはただ一人、機械のように黙もく々もくと食事を進めていた。さすがに勢いよく音を立てて麵めんをすすりはしないが、安定したペースで彼かの女じよの第だい四よん辛しん麵めんは量を減らしている。

　古こ城じようは驚おどろいたように雪ゆき菜なを見つめて、

「姫ひめ柊らぎは平気なのか、これ喰くって」

「はい。獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎとして、この程度の難局には常に備えてますから」

　雪ゆき菜なは澄すまし顔で、灼しやく熱ねつのスープをすくい上げる。刻まれた唐とう辛がら子しや山さん椒しようや得体の知れないスパイスが、大量に埋うもれた凶きよう悪あくな液体だ。

　そのとき皿を運んでいた店員の一人が、壁かべに埋うめこんだ謎なぞの装置のスイッチを入れる。

「ああ、すみません。お客さん、言い忘れてました。当店は、呪じゆ的てき身しん体たい強きよう化かは禁止なんで」

「……え!?　あっ……あああああああああああああっ!?」

　熱々のスープを口の中に含ふくんでいた雪ゆき菜なは、次の瞬しゆん間かん、顔を真っ赤に染めて絶ぜつ叫きようした。店に備えつけられた呪じゆ術じゆつ妨ぼう害がい装そう置ちが、雪ゆき菜なの呪じゆ的てき身しん体たい強きよう化かを無効化したのだ。

「呪じゆ術じゆつで痛覚を遮しや断だんしてましたの!?　ズル！　ズルですわ！」

　雫しず梨りが、不正の発覚した雪ゆき菜なを指さして糾きゆう弾だんする。厨ちゆう房ぼう内にいた店主が、にっこりと古こ城じようたちに笑いかけ、

「うちも魔ま族ぞく特とつ区くで商売してる店ですんで。これくらいのイカサマ対策は当然っすわ。ああ、これ、ペナルティの青あお唐とう辛がら子し盛り合わせです」

「うぐぐぐぐ……！」

　山盛りの青あお唐とう辛がら子しをラーメンにトッピングされた雪ゆき菜なが、半泣きになりながら弱々しく唸うなる。その間もチビチビと食べ進めていた古こ城じようは、麵めんを半分ほど減らしたところでひと息入れるべく、カウンター上の水差しに手を伸のばした。

「辛かれェ……み、水……！」

「あ!?　駄だ目めです、先せん輩ぱい！　こんな大量の唐とう辛がら子しを食べたあとにお水を飲んだら──！」

　雪ゆき菜なの警告に気づいたのは、古こ城じようが冷水を勢いよく飲み干したあとだった。唐とう辛がら子しの辛からみ成分は脂し溶よう性せい。冷水ではほとんど緩かん和わされずに、むしろ口の中全体に辛からさが拡散する。

「ぐっあああああああ！」

　期待と裏腹に倍増した刺し激げきに耐たえきれず、古こ城じようはカウンターに突つっ伏ぷした。

「ギブ……ギブアップ……っす！」

「はい、ギブアップいただきました！　毎度あり！」

　古こ城じようの敗北宣言を、店主は淡たん々たんと受け入れる。その声に侮ぶ蔑べつや哀あわれみの響ひびきはない。むしろ敗者の健けん闘とうを称たたえる優やさしさに満ちている。

　一方、古こ城じようの両りよう隣どなりでは、今も壮そう絶ぜつな意地の張り合いが続いていた。

「……あなたはギブアップしないんですの、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な？　呪じゆ的てき身しん体たい強きよう化かが使えないのですから、我が慢まんしなくていいんですのよ？」

「か、香か菅すが谷やさんこそ、リハビリが終わったばかりなのに、無理しないでくださいね。さっきから目がうつろですけど……！」

「わたくしには……修女騎士パラデイネスの加護がありますからっ！　この程度、まったく無理しているうちに入りませんわ！　あなたのほうこそ、すごい汗あせですわよ！」

「お構いなく……！　こんなの、暁あかつき先せん輩ぱいを監かん視しする苦労を思えばたいしたことないですし！」

「それに関してはっ！　同感ですわ……！　まったく、古こ城じようときたら、少し目を離はなすとすぐに眷けん獣じゆうを暴走させるし、勝手に死ぬし……！」

「そのくせ！　すぐにほかの女の子の血を吸ったり、いやらしい関係になったり……！」

　すでに意識が朦もう朧ろうとしているのか、雫しず梨りと雪ゆき菜なの会話がいつの間にか妙みような流れになっている。周囲の咎とがめるような視線を浴びて古こ城じようは狼ろう狽ばいし、

「おいやめろ！　ていうか、監かん視しもなにも、おまえらが勝手に俺おれにつきまとってただけだろ！」

「この男……！　わたくしと二人きりで温泉に入ったりしたのに……！」

「わ、わたしだって暁あかつき先せん輩ぱいのせいでこれまでどれだけ恥はずかしい行こう為いをさせられたか……！」

「だからおまえら、冷静になれ！　ラーメン喰くいながら言うことじゃないだろ！　いや、ホント勘かん弁べんしてくださいお願いします！」

「具材と麵めんは完食しましたけど、この激げき辛からスープがっ……」

「濃のう縮しゆく唐とう辛がら子しエキスというかカプサイシンの塊かたまりというか……」

　雪ゆき菜なたちはすでに第だい四よん辛しん麵めんの大半を食べ終えており、器うつわには、スープの最後のひとすくいが残っているだけだ。しかしすべての辛からみ成分が凝ぎよう縮しゆくされたその沈ちん殿でんは、地じ獄ごくのごとき刺し激げきの塊かたまり。最後の難関だ。

「姫ひめ柊らぎ、カス子も……さすがにそれを一気に喰くったらヤバいぞ……」

　催さい涙るいスプレーのような強きよう烈れつな唐とう辛がら子しの香こう気きに、古こ城じようが震ふるえる声で警告する。

　しかし雪ゆき菜なはどこか晴れやかな表情でうなずいて、

「そうですね。香か菅すが谷やさんの攻こう撃げきを体験していなかったら耐たえられなかったかもしれませんね」

「たしかに、こんな刺し激げき、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なのパンチに比べたらどうということはありませんわ！」

　雫しず梨りがそう独りごちると同時に、二人は残った最後のスープを喉のどに流しこんだ。完食だ。

「な、なかなかやりますわね、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な。あなたを第だい四よん真しん祖その監かん視し役やくに相応ふさわしいと認めますわ」

「ええ。あなたも。香か菅すが谷や雫しず梨り・カスティエラ。さすがの根こん性じようでした」

　店内すべての人々が歓かん声せいと拍はく手しゆの雨を降らせる中、互たがいの健けん闘とうをたたえ合う雪ゆき菜なと雫しず梨り。

「いや、おまえら、大だい丈じよう夫ぶか？　すごい顔になってるぞ……」

　汗あせと涙なみだでグズグズになった二人を、古こ城じようは心配そうに眺ながめて途と方ほうに暮れる。

　海うみ虎とら庵あんの店内に、新しい客が入ってきたのはそのときだ。彩さい海かい学がく園えんの制服をお洒しや落れに着き崩くずした派手めな女子高生である。彼かの女じよは、カウンターにいる古こ城じようたちに気づいて目を瞬またたき、

「あら、古こ城じよう？　あんたたちも来てたの？」

「浅あさ葱ぎ……」

　ちょうどいいところに、と古こ城じようは藍あい羽ば浅あさ葱ぎを手招きした。雪ゆき菜なたちの介かい抱ほうを手伝わせようと思ったのだ。しかし浅あさ葱ぎの出現によって、なぜか店内の空気が一変する。

「あっ！　これは、〝Ａ・Ａエイツー〟さん！　ようこそおいでくださいました」

「どうも、大将。いつものやつ、お願いしてもいい？」

　直立不動で敬礼する店主に、浅あさ葱ぎは慣れた様子で注文を伝える。店主は緊きん張ちように顔を強こわ張ばらせ、

「はい、喜んで！　第だい四よん辛しん麵めんの特盛り・辛からさ十倍・地じ獄ごく麻マー婆ボー丼どんセットで！」

「辛からさ十倍……」

「と、特盛り……地じ獄ごく麻マー婆ボー丼どんセット……」

　これまでの自分たちの努力を嘲あざ笑わらうかのような、浅あさ葱ぎの常じよう軌きを逸いつした注文を聞いて、雪ゆき菜なと雫しず梨りの心が折れる音がした。

「姫ひめ柊らぎ!?　カス子!?　しっかりしろ、おい！」

　古こ城じようが慌あわてふためく中、力ちから尽つきた雪ゆき菜なたち二人は今度こそ完全に意識を失うのだった。
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　軽く息を弾はずませながら、暁あかつき古こ城じようと姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なは混み合う車両に飛び乗った。七時五十一分発のモノレール環かん状じよう線せん外回り。始業時刻までに登校できる最後の便だ。

「どうにか遅ち刻こくせずに済みそうですね」

　乱れた前まえ髪がみを軽く整えながら雪ゆき菜なが言う。寝ね坊ぼうしてしまった古こ城じようを待っていたせいで、彼女も危うく遅ち刻こくしそうになったのだ。古こ城じようは頰ほおをつたう汗あせを拭ぬぐいながらうなずいて、

「ああ……悪かったな、姫ひめ柊らぎ。つき合わせちまって」

「いえ。わたしは先せん輩ぱいの監かん視し役やくですから」

　雪ゆき菜なが古こ城じようの胸むな元もとに手を伸のばし、外れていたシャツのボタンを留めてくれる。そして彼かの女じよは少し寂さびしげに微ほほ笑えんで、独り言のように呟つぶやいた。

「でも、わたしがいなくなったときのことを考えると心配ですね。先せん輩ぱいは世話が焼ける吸血鬼ヒトだから……」

　古こ城じようはそんな雪ゆき菜なの言葉を気にも留めずに聞き流す。彼かの女じよが古こ城じようの傍そばにいるのは、獅し子し王おう機き関かんから与あたえられた任務のためだ。いずれ役目が終われば彼かの女じよはいなくなる。

　だが古こ城じようはそれを実感できずにいた。そのときは、まだ。




「なにやってんの、古こ城じよう。帰るわよ。早く行かないと限定メニューが売り切れちゃう」

　その日の放課後。校舎の前でぼんやりと立っていた古こ城じように、帰かえり支じ度たくを整えた藍あい羽ば浅あさ葱ぎと矢や瀬ぜ基もと樹きが声をかけてくる。今日は彼かれらに誘さそわれて、たい焼きを食べて帰る予定だったのだ。

「あれ、そういや姫ひめ柊らぎちゃんは？　今日は一いつ緒しよじゃなかったのか？」

　矢や瀬ぜが周囲を見回しながら、少し意外そうな表情を浮うかべる。古こ城じようは無言で肩かたをすくめた。いつも授業を終えた古こ城じようが出てくるのを校舎の前で待ち構えている雪ゆき菜なが、今日に限っては、なぜかいつまでも姿を見せずにいる。そのことに戸と惑まどいを覚えながらも古こ城じようは平静を装よそおって、

「なにか用事でもあったんだろ。普ふ段だんは姫ひめ柊らぎが勝手に俺おれにつきまとってるだけで、べつに待ち合わせてるわけじゃないからな」

「じゃあ、古こ城じようが先に帰っても問題ないってこと？」

「まあ、それはそうだけど……」

　若じやつ干かんの後ろめたさを覚えながらも、古こ城じようは、浅あさ葱ぎの言葉にうなずいた。強きよう烈れつな殺気を含ふくんだ怒ど声せいが古こ城じようたちの耳じ朶だを打ったのは、その直後のことだった。

「ああああああああっ、暁あかつき古こ城じようっ！　ようやく見つけたわ！　あなた、雪ゆき菜なになにをしたの!?」

「え？」

　他校の制服を着た長身の少女が、ポニーテールの髪かみを振ふり乱みだしながら古こ城じように向かって突とつ進しんしてくる。そのまま問答無用で殴なぐりかかってきそうな勢いだ。獅し子し王おう機き関かんの煌きら坂さか紗さ矢や華かである。

「き、煌きら坂さか!?　おい、待て！　落ち着け！　人が見てるから！」

「落ち着いていられるわけがないでしょう!?　雪ゆき菜なが行ゆく方え不ふ明めいになったのよ！」

「行ゆく方え不ふ明めい……？　姫ひめ柊らぎが？　だけどあいつ、今朝も俺おれと一いつ緒しよに登校したぞ？」

　紗さ矢や華かの言葉に意表をつかれて、古こ城じようはぽかんと目を丸くする。

「噓うそじゃないわよ！　この書き置きが獅し子し王おう機き関かんの詰つめ所しよに残ってたんだから！」

「なんだこれ？　休きゆう暇か願い？」

　紗さ矢や華かが突つきつけてきた紙し片へんを眺ながめて、古こ城じようは訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。一身上の都合により、休きゆう暇かを申しん請せいすること。ついては第だい四よん真しん祖その監かん視し任務を誰だれかに引ひき継ついで欲ほしい、という内容が、雪ゆき菜なの筆ひつ跡せきで書かれている。

「要するに姫ひめ柊らぎさんが有給休きゆう暇かを取ったってこと？」

「そういや獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎって、いちおう国家公務員なんだっけか」

　浅あさ葱ぎと矢や瀬ぜがそれぞれ拍ひよう子し抜ぬけしたような口調で言う。いくら優ゆう秀しゆうな攻こう魔ま師しだからといって、未成年の雪ゆき菜なが、これまでロクに休みも取らずに働き続けてきたことのほうが異常なのだ。たまに休きゆう暇かを申しん請せいしたからといって、騒さわぐほどの問題とは思えない。

「それだけじゃないわよ！　雪ゆき菜なと連れん絡らくがつかないの！　学校も早退してるし、マンションにも帰ってないみたいだし……！　第だい四よん真しん祖その監かん視し役やくを誰だれかに代わってくれなんて、そんなこと今まで一度も言ったことなかったのに！」

　紗さ矢や華かはブンブンと首を振ふりながら、目の端はしに浮ういた涙なみだを払はらって古こ城じようを睨にらみつけた。

「白状しなさい、暁あかつき古こ城じよう！　雪ゆき菜なとなにがあったの!?　まさか、あなた……嫌いやがる雪ゆき菜なに無理やりあんなことやこんなことを……い、いやらしい！　この変態真祖っ！」

「なに失礼な想像してんだおまえは!?」

　古こ城じようが紗さ矢や華かの口元を押おさえて怒ど鳴なり返かえす。紗さ矢や華かの目立つ容姿のせいで、古こ城じようたちには、下校中の生徒たちの好こう奇きの視線が集中しているのだ。この状じよう況きようで、根こん拠きよのない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようを喚わめき散ちらされてはたまらない。

「しかし、あの姫ひめ柊らぎちゃんが、古こ城じようの監かん視し役やくを辞やめたいって言い出すのは穏おだやかじゃねえな」

　矢や瀬ぜが冷静に呟つぶやいた。そうね、と浅あさ葱ぎも同意して、

「なにかよっぽど我が慢まんできないことがあったとしか……心当たりは？」

「なんで俺おれに訊きくんだよ。そんなの俺おれが知るわけないだろ」

　古こ城じようが顔をしかめて素っ気なく告げる。そもそも雪ゆき菜なは監かん視し役やくを辞やめたいと言ったわけではなく、交代要員の手配を依い頼らいしただけである。

「は!?　なんなのそのふざけた態度!?　雪ゆき菜なのことが心配じゃないの!?」

　紗さ矢や華かが眉まゆを吊つり上あげて古こ城じように詰つめ寄よった。古こ城じようはうんざりと溜ため息いきを洩もらして、

「いや……だから監かん視しされてる側の俺おれが、姫ひめ柊らぎを心配する理由がないだろ。小うるさいのから解放されて、むしろホッとしてるくらいなんだが……」

「そう……よーくわかったわ。あなたのそういう態度が雪ゆき菜なを傷つけてたってことがね！」

　紗さ矢や華かが背負っていた楽器ケースを下ろして、中から刃は物ものを引っ張り出す。刃は渡わたり一メートル近い銀色の長ちよう剣けんだ。学校の敷しき地ち内で振ふり回まわしていい代しろ物ものではない。

「やめろ、馬鹿、こんなところで凶きよう器きを出すな！　てか、なんで煌きら坂さかが怒おこるんだよ!?　おまえ、俺おれが姫ひめ柊らぎと一いつ緒しよにいるのを嫌いやがってたんじゃねーのかよ!?」

「う……ぐぐ……」

　怒いかりに肩かたを震ふるわせながら、渋しぶ々しぶと剣けんを収める紗さ矢や華か。やれやれ、と浅あさ葱ぎは息を吐はき、

「たしかに古こ城じようの言い分もわからなくはないわね」

「だろ。じゃあ、そういうことで俺おれは帰るから。悪いけど、たい焼きはまた今度な」

「あ!?　ちょっと待ちなさい、暁あかつき古こ城じよう！　雪ゆき菜なが戻もどってくるまでは、私があなたの監かん視し役やくなんだから……って、逃にげんな、こらぁ！」

　足早に立ち去る古こ城じようを、紗さ矢や華かが大おお騒さわぎしながら追いかける。浅あさ葱ぎたちはなんともいえない微び妙みような表情を浮うかべて、そんな二人を見送った。




「あれ、古こ城じよう君……一人？」

　帰宅した古こ城じようを出で迎むかえたのは、エプロン姿の暁あかつき凪なぎ沙さだった。憔しよう悴すいしている兄の姿に気づいて、彼かの女じよは少し困こん惑わくしたような表情を浮うかべる。

「姫ひめ柊らぎはまだ帰ってきてないのか……あいつ、学校も早退したんだろ？」

　部屋の中を見回して、古こ城じようは気け怠だるく息を吐はいた。暁あかつき家の隣りん室しつに引ひっ越こしてきて以来、雪ゆき菜なは、なんとなく成り行きで古こ城じようたちと一いつ緒しよに夕飯を食べていた。だから今日もいつもと同じように、雪ゆき菜ながいるのではないかと無意識に期待していたのだ。

「早退したのはそうだけど、あたしも理由は知らないんだよね。どうしよう、ご飯余っちゃった。せっかく雪ゆき菜なちゃんの好きなチキン南なん蛮ばんだったのに」

　食しよく卓たくの上の料理をちらりと眺ながめて、凪なぎ沙さが困ったように唇くちびるを尖とがらせた。

「ラップして置いとけよ。最悪、あとで煌きら坂さかのとこに持ってくから」

　投げやりな口調で言いながら、古こ城じようは窓の外に目を向けた。

　獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめの少女は、なぜか隣となりのマンションの屋上に立って、双そう眼がん鏡きようで暁あかつき家のリビングをのぞきこんでいる。古こ城じようを監かん視ししているつもりらしい。

「煌きら坂さかさんって……雪ゆき菜なちゃんの先せん輩ぱいの？　なにやってるの、あの人？」

「気にするな。ほっといてもべつに害はないから」

　古こ城じようが疲つかれたように言い放つ。はあ、と凪なぎ沙さは首を傾かしげつつ、てきぱきと夕食の準備を続けた。手洗いうがいを済ませた古こ城じようも配はい膳ぜんを手伝い、二人は向かい合って食しよく卓たくに座すわる。

「なんだか、変な感じだね。あたしと古こ城じよう君だけで晩ご飯食べるのって」

　静けさを無理やり紛まぎらわすように、凪なぎ沙さが明るい口調で言った。見慣れたはずのリビングが、なぜか普ふ段だんより殺風景に感じる。つけっぱなしのテレビの音がやけに大きく響ひびいて耳に障さわる。

「昔はこれが普ふ通つうだっただろ」

　古こ城じようは平へい坦たんな口調で言い返す。凪なぎ沙さはむっと頰ほおを膨ふくらませて古こ城じようを睨にらみ、

「そうだけど……ねえ、古こ城じよう君。雪ゆき菜なちゃんとなにかあった？」

「なにかってなんだよ？」

「愛あい想そ尽つかされるようなことしなかった？　無意識に酷ひどいことを言ったとか、迷めい惑わくかけたとか」

「どうしてどいつもこいつも俺おれが姫ひめ柊らぎを怒おこらせた前提で話をするんだ……」

　鶏とり肉にくを乱暴に嚙かみちぎりながら、古こ城じようはふて腐くされたように頰ほおを歪ゆがめた。

「それはだって日ひ頃ごろの行いが……ね」

　凪なぎ沙さが冷静に指し摘てきする。古こ城じようはなにも言い返せない。監かん視し役やくと言いつつ面めん倒どう見みのいい雪ゆき菜なに甘あまえて、迷めい惑わくをかけてきた自覚がないわけではないのだ。

　妹の視線の圧力に耐たえかねたように、古こ城じようはふいと目を逸そらす。その直後、食しよく卓たくの隅すみに置かれていた凪なぎ沙さのスマホが短い着信音を鳴らした。

「なんかメッセージ来てるぞ」

　ひょいとスマホをつまみ上げ、古こ城じようは目つきを険しくした。スマホの画面に表示されていたメッセージの一部を、うっかり目にしてしまったのだ。

「あ!?　ちょっと古こ城じよう君、勝手に読まないでよ！」

　凪なぎ沙さが怒おこったように叫さけんで、古こ城じようの手からスマホを引ったくる。

「そんなこと言われても、おまえが待ち受け画面に表示する設定にしてるから……」

「え、本当に読んだの!?」

「読んでねーよ」

　古こ城じようが強こわ張ばった表情で言い返す。凪なぎ沙さは送られてきたメッセージと古こ城じようの顔を交こう互ごに見比べ、少し困ったように目を泳がせた。

「いやいや、噓うそでしょ。めちゃめちゃ顔に出てるよ？　そりゃまあ気持ちはわかるけど、うん、あんまり気にしないほうがいいよ。あたしの友達の見み間ま違ちがいかもしれないし。雪ゆき菜なちゃんがすごいイケメンと一いつ緒しよにひと気のない場所を仲良く歩いてたとか、そんなまさか、ねえ」

「結局おまえが内容全部しゃべってんじゃねーか……」

　古こ城じようは行ぎよう儀ぎ悪く頰ほお杖づえを突つきながら、食事の残りを口に中にかきこんだ。

　メッセージの差出人は凪なぎ沙さのクラスメイト。用件は雪ゆき菜なの目もく撃げき情報だった。学校を早退した雪ゆき菜なが見知らぬ美形男子と一いつ緒しよにいたことに驚おどろいて、慌あわてて凪なぎ沙さに問い合わせてきたのだ。

　ご親切にもメッセージには写真も添てん付ぷされており、そこには明らかに雪ゆき菜なとおぼしき少女の姿が写っていた。画像が暗くて相手の男の姿はよく見えないが、その人物は、落ちこんでいる雪ゆき菜なを慰なぐさめるように彼かの女じよの肩かたを抱だいている。

「えと……古こ城じよう君、怒おこってる？」

「なんで俺おれが怒おこるんだよ。姫ひめ柊らぎが誰だれと一いつ緒しよにいようが、興味ないし」

　砂を嚙かんでいるような味気ない食事を終えて、古こ城じようは食器を黙もく々もくと食洗機に突つっこむ。

　凪なぎ沙さは、そんな古こ城じようの背中を心配そうに見つめて、

「そ、そうだ。マフィン食べる？　今朝、家庭科の実習で作ったんだけど……」

「あー……ありがたいけど、今はいいや。メシ喰くったばかりだし」

　腫はれ物ものに触さわるような凪なぎ沙さの態度に辟へき易えきとしつつ、古こ城じようは逃にげるように自分の部屋に向かった。

　古こ城じようは第だい四よん真しん祖そと呼ばれる世界最強の吸きゆう血けつ鬼きで、雪ゆき菜なはその監かん視し役やく。単にそれだけの関係だ。雪ゆき菜ながプライベートな時間に誰だれとなにをしようが口出しする気はないし、古こ城じようにはそんな権利もない。だから余計な気を遣つかうのはやめて欲ほしい、と妙みようにもやもやした気分で考える。

「え……と、古こ城じよう君、あのね……元気出してこー」

　凪なぎ沙さが古こ城じようを励はげまそうと懸けん命めいに声を掛かけてくる。

　古こ城じようは天てん井じようを仰あおいで嘆たん息そくしつつ、無言でベッドの上に転がった。




　ほとんど眠ねむれないまま一夜を過ごして、睡すい魔まに襲おそわれたのは明け方近くになってからのことだった。それからすぐに目覚ましのベルに叩たたき起おこされ、古こ城じようは最悪の気分で目を覚ます。

「もうこんな時間か……姫ひめ柊らぎは……」

　いつものクセで部屋の中を見回し、古こ城じようはチッと自分自身に対して舌打ちした。ここ最近は、部活の朝練で不在の凪なぎ沙さの代わりに、雪ゆき菜なが古こ城じようを毎朝起こしにきていたのだ。古こ城じようが頼たのんだわけではなく、雪ゆき菜なが勝手にやっていたことだが、いつの間にかそれに頼たよっていた自分のことが今朝は妙みように腹立たしい。

「まあいいか。こりゃ今日は遅ち刻こくだな」

　時計の針をぼんやりと眺ながめて、古こ城じようは他ひ人と事ごとのように呟つぶやいた。駅まで走れば、ギリギリ授業に間に合わなくもない時間だが、そこまで必死に遅ち刻こくを避さける理由もない。雪ゆき菜なが古こ城じようの監かん視し役やくになるまで、古こ城じようは遅ち刻こくの常習犯だったのだ。朝あさ寝ね坊ぼうして怒おこられるのは慣れている。が、

　──先せん輩ぱいは世話が焼ける吸血鬼ヒトだから……

「ああ、くそ。余計なお世話だぜ……」

　脳のう裏りをよぎった雪ゆき菜なの言葉に反発するように、古こ城じようは立ち上がってバスルームに向かった。適当に身だしなみを整え、制服に着き替かえ、急いで登校の準備を整える。

「朝メシは……これでいいか……」

　食しよく卓たくの上に置いてあったマフィンをつかんで、古こ城じようは小走りに玄げん関かんへと向かった。雪ゆき菜ながいないせいで遅ち刻こくしたなどと同情されるのは真っ平だと思ったのだ。

　しかし古こ城じようが玄げん関かんを出ると、そこには長身の少女が仁に王おう立だちで待ち構えていた。

「遅おそい！　いつまで待たせるの、暁あかつき古こ城じよう！」

「……煌きら坂さか？　他ひ人とん家ちの前でなにやってるんだ？」

「あなたの監かん視し役やくとして、わざわざ迎むかえに来てあげたんだけど！」

「そうかよ。それより姫ひめ柊らぎは？　まだ帰ってきてないのか？」

　マンションのエレベーターに乗りこみながら、古こ城じようは紗さ矢や華かに質問する。紗さ矢や華かは、そんな古こ城じようをジッと見返して、

「気になるの？」

「はあ？　べつにぃ？」

「酷ひどい顔してるわよ。どうせ雪ゆき菜なのことを考えてて眠ねむれなかったんでしょ？」

「あいつが勝手にいなくなったのを、なんで俺おれが気にしなきゃなんねーんだ……よ？」

　奥おく歯ばに伝わってきたガリッという感かん触しよくに、古こ城じようは顔をしかめて食べかけのマフィンを睨にらんだ。硬かたい金属を嚙かんだような衝しよう撃げき。マフィンにあるまじき食感だ。

「暁あかつき古こ城じよう？　どうしたの？」

　突とつ然ぜん黙だまりこんだ古こ城じようの顔を、紗さ矢や華かが怪け訝げんそうにのぞきこむ。古こ城じようは真しん剣けんな表情で勢いよく顔を上げ、紗さ矢や華かを血走った目で睨にらみつけた。

「煌きら坂さか……姫ひめ柊らぎはどこだ？」

「だから雪ゆき菜なは昨日から帰ってきてないって……」

「探せ！　今すぐ！」

「さ、探すって、どうやって？　式しき神がみを飛ばすにしたって、なにか手がかりがないと……」

　古こ城じようの剣けん幕まくに怯ひるんだように、紗さ矢や華かがジリジリと後退する。古こ城じようは彼かの女じよの背中をエレベーターの壁かべに押おしつけるように詰つめ寄よって、

「姫ひめ柊らぎのいそうな場所ならだいたいわかる！　だから、頼たのむ！」

「わ、わかったわよ。言うとおりにするから少し離はなれて……近い！　近いってば！」




　古こ城じようたちが通学路として使っている運河沿いの遊歩道。芝しば生ふの上に這はいつくばる姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なを、ボーイッシュな雰ふん囲い気きの美少女が困ったように見下ろしている。

「あのさ、姫ひめ柊らぎさん。少し休んだほうがいいんじゃないかな。昨日から一いつ睡すいもしてないし」

「すみません、ひと晩中つき合わせてしまって。優ゆう麻まさんは先に休んでてください」

　雪ゆき菜なはそう言って芝しば生ふをかき分ける作業に戻もどる。仙とこ都よ木ぎ優ゆう麻まは諦あきらめたように肩かたをすくめて、

「ここまで来たら最後まで手伝うよ。きみを偶ぐう然ぜん見かけて声をかけたのもなにかの縁えんだしね」

「……なるほど。姫ひめ柊らぎと一いつ緒しよにいるイケメン男子ってのはおまえのことだったんだな、優ゆう麻ま」

　雪ゆき菜なの隣となりに屈かがみこもうとした優ゆう麻まに、古こ城じようが背後から呼びかけた。スポーツブランドのパーカーを着た優ゆう麻まは、中性的な容姿も相まって、少年と見み間ま違ちがえられても不思議はない。優ゆう麻まの顔を知らない凪なぎ沙さのクラスメイトが、誤解したのも無理からぬ話だ。

「先せん……輩ぱい……？」

「ようやく見つけたぜ、姫ひめ柊らぎ」

　凍こおりついたように動きを止めた雪ゆき菜なに、古こ城じようが無ぶ遠えん慮りよに近づいていく。雪ゆき菜なは自分の左手を押おさえながら、怯おびえたように声を震ふるわせて、

「先せん……輩ぱい……ごめんなさい……！」

「あ、待て！　姫ひめ柊らぎっ！」

　呼び止める古こ城じように背を向けたまま、雪ゆき菜なは脱だつ兎とのごとく駆かけ出だした。しかし、そんな雪ゆき菜なの正面に、両りよう腕うでを広げた紗さ矢や華かが立ちはだかる。

「逃にがさないわよ、雪ゆき菜な！」

「紗さ矢や華かさんまで……!?」

　雪ゆき菜なが絶望したように小さく悲鳴を洩もらす。

「待った、古こ城じよう！　姫ひめ柊らぎさんには古こ城じようと顔を合わせられない事情があって……！」

「大だい丈じよう夫ぶ。わかってる」

　咄とつ嗟さに雪ゆき菜なを庇かばおうとする優ゆう麻まに、古こ城じようは気け怠だるく笑いかけた。そう。わかってしまえば単純な話だった。雪ゆき菜なには、任務を放り出してでも、探さなければならないものがあったのだ。

「姫ひめ柊らぎ、左手を見せてくれ」

「ごめんなさい、先せん輩ぱい……わたし……」

「おまえの探し物はこれだろ」

　雪ゆき菜なの左手を乱暴につかんで、古こ城じようが彼かの女じよの薬指に指輪を嵌はめてやる。突とつ然ぜん現れた銀色の指輪を、雪ゆき菜なは目を見開いて呆ぼう然ぜんと眺ながめた。

「この指輪……どうして……！」

「凪なぎ沙さが持って帰ったマフィンの中に入ってた。たぶん姫ひめ柊らぎが作ったヤツだったんだろ」

「あ……じゃあ、もしかして調理実習のときに……」

　雪ゆき菜なが弱々しい声で呟つぶやいた。実習中に彼かの女じよが紛ふん失しつした指輪は、マフィンの生き地じに練りこまれてオーブンでじっくり焼かれていたのだ。そして雪ゆき菜なはそうとは知らず、彩さい海かい学がく園えんの校舎内や通学路など、心当たりのある場所を夜通し探し回っていたのだろう。

「指輪をなくしたんだったら、相談してくれれば手伝ったのに……」

　紗さ矢や華かが、雪ゆき菜なを見つめて不服そうな声を出す。しかし雪ゆき菜なは硬かたい表情で首を振ふり、

「いえ。この指輪は暁あかつき先せん輩ぱいの肉体の一部を封ふうじこめてますから、もし誰だれかに悪用されて呪のろいの触しよく媒ばいにでも使われたら先せん輩ぱいが大変な目に遭あうので……ほかの人に知られるわけには……」

「それで他人に知られる前に回収しようとしたのね……呪のろいの触しよく媒ばい……暁あかつき古こ城じように呪のろい……」

「おい待て、煌きら坂さか。その手があったか、みたいな顔をするのはやめろ」

　不ふ穏おんな表情を浮うかべる紗さ矢や華かを、古こ城じようが警けい戒かい心しんを露あらわに睨にらむ。優ゆう麻まは、そんな古こ城じようの目の下のクマに気づいて意味ありげな含ふくみ笑わらいを洩もらし、

「それにしても古こ城じよう、ずいぶん疲つかれた顔をしてるね。そんなに姫ひめ柊らぎさんのことが心配だった？」

「べつに心配なんかしてねーよ。小うるさい監かん視し役やくがいなくてむしろ快適だったぞ」

「心配してない……ですか。むしろ快適……ですか。そうですか」

　強がる古こ城じようを半眼で睨にらんで、雪ゆき菜なはむっと唇くちびるを曲げる。

「まあいいです。それよりも先せん輩ぱい、授業はどうしたんですか？　今なら走れば間に合いますよ」

「え……いや、今日はさすがに疲つかれてる……っていうか、そこまでしなくても……」

「疲つかれてるって、どうしてですか？　わたしがいなくて快適だったんですよね？　ただでさえ先せん輩ぱいは出席日数が足りてないんですから、こんなところでサボってちゃ駄だ目めです」

　生き真ま面じ目めな口調でそう言いながら、雪ゆき菜なが古こ城じようの手を引いて走り出す。

　すっかりいつもどおりの彼かの女じよの態度に、懐なつかしさと安あん堵どを覚えながら、古こ城じようは空に向かって頼たよりなく息を吐はき出だした。

「……勘かん弁べんしてくれ」
















　通学途と中ちゆうのモノレールの車内。暁あかつき凪なぎ沙さが、読みかけの本を開いたまま不意に顔を上げる。

「ねえねえ、古こ城じようくん、雪ゆき菜なちゃん。唐とう突とつだけど、心理テストやろ。心理テスト」

「本当に唐とう突とつだな」と古こ城じようは呆あきれ顔がおで妹を見た。「なにを熱心に読んでるのかと思ったら」

「心理テスト、ですか？」古こ城じようの隣となりに立っていた雪ゆき菜なが、小首を傾かしげて訊きき返す。「凶きよう悪あく事件の犯人の精神状態や責任能力を調べるために、裁判所が精神科医などに依い頼らいするという……」

「それは精神鑑かん定ていってやつだよね。まあ、似てるといえば似てるけど」

「たぶん全然別物だと思うぞ」と古こ城じよう。「心理テストってのは、占うらないみたいなもんだよ。ちょっとした質問の答えから、回答者の深層心理を言い当てたり、アドバイスしたりするやつな」

「はあ」と曖あい昧まいにうなずく雪ゆき菜な。「占うらない……相あい性しよう診しん断だん的なものでしょうか？」

「いや、そういうんじゃないんだけど。とにかく行くよ、第一問！」凪なぎ沙さが強ごう引いんにテストを始める。「お店でラーメンを頼たのんだあなた。しかし運ばれてきたのは注文とは違ちがう激げき辛からカレーでした。さあ、どうする？　Ａ・仕方なく最後まで激げき辛からカレーを食べる、Ｂ・店員に頼たのんでラーメンに取とり替かえてもらう、Ｃ・激げき辛からカレーを食べた上に、ついでにラーメンと餃ギヨ子ーザも食べる」

「わたしはＡです。お店の人にも間ま違ちがいはあるでしょうし」雪ゆき菜なが真面目な口調で回答する。

「じゃあ、俺おれはＣで……これでなにがわかるんだ？」疑わしげな表情で凪なぎ沙さを見返す古こ城じよう。

「ふっふっふ」凪なぎ沙さがなぜか勝かち誇ほこったように胸を張る。「注文と違ちがう料理とは裏切りの象しよう徴ちよう。その料理への対応は、恋こい人びとの浮うわ気きに対するあなたの態度を表してるんだよ。Ｃを選んだ古こ城じよう君は、浮うわ気きした恋こい人びとだけでなく欲望のままにあちこちの異性に手を出すタイプ。つまり自分自身が浮うわ気き性しようということだよ！」

「浮うわ気き性しよう……なるほど。たしかに当たってますね……」雪ゆき菜なが感心したように息を吐はいた。

「どこがだ!?　なんでラーメンでそんなことがわかるんだよ!?　無理やりすぎるだろ！」

「そしてＡを選んだ雪ゆき菜なちゃんは、浮うわ気きした彼かれ氏しを最後まで絶対に許さないタイプ。いつまでも執しゆう着ちやくしてストーカー化する危険があります」

「な……!?」

「ストーカーか……当たってるな……」絶句する雪ゆき菜なを眺ながめつつ、古こ城じようはしみじみと呟つぶやいた。

「どうして納なつ得とくしてるんですか!?」雪ゆき菜なが唇くちびるを尖とがらせて抗こう議ぎする。「自分が浮うわ気きするせいじゃないですか。わたしが少し目を離はなすといつもすぐにほかの女の人にデレデレして……！」

「なんで俺おれが責められてるんだ？」古こ城じようが困こん惑わくに目を細める。「姫ひめ柊らぎの彼かれ氏しの話だろ？」

「……え？」思いがけず冷静な古こ城じようの指し摘てきに、雪ゆき菜なが頰ほおを赤くした。自分の勝手な思おもい込こみに気づいたのだ。「ち、違ちがいます！　自分というのはつまり私自身の責任という意味で、べつにわたしが先せん輩ぱいのことを彼かれ氏しと思っているとかそういう意味では……もう！」

「痛でっ!?」なぜか雪ゆき菜なに突とつ然ぜんみぞおちを殴なぐられて、古こ城じようが低い呻うめき声ごえを洩もらす。

　イチャついているとしか思えない二人の生なま温ぬるいやり取りに、凪なぎ沙さは乾かわいた笑えみを浮うかべて、

「あははは……じゃあ、気を取り直して次の問題ね。あなたが暗い森の中を彷徨さまよっていると、一頭の動物と出会いました。その動物とは、Ａ・子こ猫ねこ、Ｂ・パンダ、Ｃ・オオカミ、Ｄ・邪じや悪あくなる吸きゆう血けつ魔ま龍りゆうスカルグロードラ」

「なんか一個だけ変なの混じってんぞ!?　まあいいや、とりあえずＡで」と投げやりに古こ城じよう。

「じゃあ、わたしはＤ……いえ、やっぱりＣで」雪ゆき菜なが慎しん重ちように答えを選ぶ。

「ふむ。迷子は無力な幼子を表しています。そこで出会った動物によって、あなたの子育てのやり方がわかります。気まぐれな子こ猫ねこを選んだ古こ城じよう君は、子どもと一いつ緒しよになって悪ふざけするタイプ。家族思いで過保護なオオカミを選んだ雪ゆき菜なちゃんは、熱心な教育ママ。あまり厳しくしつけをして、子どもに疎うとまれないように気をつけてね」

「あー……姫ひめ柊らぎは教育ママか。わかる気がするな、なんとなく」と古こ城じようが深々とうなずいた。

「そ、それは先せん輩ぱいが子どもを甘あまやかすからじゃないですか！　だからわたしが仕方なく！」

「え？　いや、だから俺おれのじゃなくて、姫ひめ柊らぎの子どもの話だろ……？」

「だってわたしの子どもなら、つまり先せん輩ぱいの子どもってことじゃないです……か……」

　勢いよく反論しかけた雪ゆき菜なが、自分の言葉の意味に気づいて固まった。その顔が耳まで赤く染まっていく。一方の古こ城じようは、どう反応すればいいのかわからないという表情で硬こう直ちよくしている。

　見つめ合う実じつ兄けいと級友の姿を半はん眼がんで眺ながめて、凪なぎ沙さは疲つかれたようにぼそりと呟つぶやく。

「はあ……もういいよ。あなたたちの相あい性しようは百パーセントってことで。うー、砂糖吐はきそう」

　同じ車しや輌りように乗り合わせていた周囲の乗客たちが、同意するように一いつ斉せいにうなずいた。
















「なにその振ふり子こ？　催さい眠みん術じゆつ？」

　興きよう味み津しん々しんに瞳ひとみを輝かがやかせて、暁あかつき凪なぎ沙さが身を乗り出してくる。

　夜の暁あかつき家のリビングだった。いつものように暁あかつき家の兄きよう妹だいと一いつ緒しよに夕食を済ませたあと、雪ゆき菜ながおもむろに取り出したペンデュラムを凪なぎ沙さが目ざとく見つけたのだ。

「うん、先せん輩ぱいにちょっと頼たのまれて」

　雪ゆき菜なは真面目な表情でうなずいた。凪なぎ沙さは怪け訝げんそうに小首を傾かしげて、

「古こ城じよう君に頼たのまれた……って、催さい眠みん術じゆつを？」

「まあな。ここんとこ昼夜逆転の生活が続いて寝ね不ぶ足そくが酷ひどくてさ。姫ひめ柊らぎが催さい眠みん術を使えるっていうから、寝ねつきがよくなりそうなやつをかけてもらおうと思って」

　妹の疑問に、古こ城じようが答える。すでに入浴を終えて寝ね間ま着き代わりのジャージに着き替がえた彼かれは、準備万ばん全ぜん。いつでも就しゆう寝しん可能な状態だ。

　元来、夜行性の吸きゆう血けつ鬼きである古こ城じようは、宵よいっ張ぱりな上に朝の寝ね起おきが悪い。そこで多少なりとも睡すい眠みん時間を確保するために、催さい眠みん術じゆつを試ためしてはどうかと雪ゆき菜なのほうから提案したのだ。

　魔ま術じゆつに強い耐たい性せいを持つ吸きゆう血けつ鬼きも、魔ま力りよくを伴ともなわないただの催さい眠みん術じゆつなら効果があることが知られている。実際、古こ城じようはそれでテロリストに操あやつられた前科もある。催さい眠みん術じゆつの有効性は間ま違ちがいない。

「そりゃまあ、この時間から寝ねれば寝ね不ぶ足そくは解消されると思うけど」

　壁かべの時計を見上げて、凪なぎ沙さが呆あきれたように息を吐はく。時刻は午後八時を過ぎたばかりだった。

「それより雪ゆき菜なちゃんって催さい眠みん術じゆつが使えたんだ？」

「やり方を習っただけだから、本当に使えるかは自信ないんだけど」

「でも、興味あるなあ。見たい見たい」

　好こう奇き心旺おう盛せいな凪なぎ沙さが、すっかり乗り気で古こ城じようの隣となりに腰こしを下ろす。

「じゃあ、まずはゆっくり息を吐はき出だしながら、この振ふり子こを見つめてください。」

　そう言って雪ゆき菜なは二人の前に、銀色のペンデュラムを静かに掲かかげた。




　翌朝。彩さい海かい学がく園えんの空き教室には、怪あやしげな一団が集合していた。藍あい羽ば浅あさ葱ぎと矢や瀬ぜ基もと樹き、南みな宮みや那な月つきと暁あかつき凪なぎ沙さ。そして雪ゆき菜なと暁あかつき古こ城じよう。学年も性別も立場も様々な謎なぞの集団だ。

「古こ城じようが記き憶おく喪そう失しつになった……!?」

　唐とう突とつな呼び出しの理由を聞かされて、矢や瀬ぜが驚きよう愕がくの声を漏もらす。

　そんな矢や瀬ぜの反応を、古こ城じようは所在なげな面おも持もちで眺ながめていた。

　古こ城じようの態度がどこかよそよそしいのは、この教室に集まっている人間が、今の彼かれにとっては赤の他人──事実上、初対面の相手だからだろう。一夜が明けて目覚めた古こ城じようは、自分自身の名前すら完全に忘れていたのだった。

「どういうこと……？　どこかに頭でもぶつけたの？」

　浅あさ葱ぎが、めずらしく戸と惑まどいを露あらわにして雪ゆき菜なに問とい質ただす。雪ゆき菜なは頼たよりなく言いい淀よどみ、

「それが、その……昨晩の催さい眠みん術じゆつの後こう遺い症しようみたいで……」

「催さい眠みん術じゆつぅ？」

　浅あさ葱ぎと矢や瀬ぜが、声を合わせて呆ぼう然ぜんと呻うめいた。雪ゆき菜なは慌あわてて言い訳する。

「いえ、あの、暁あかつき先せん輩ぱいに頼たのまれたんです。最近、寝ね不ぶ足そくが続いてるからって」

「それは、あたしもその場にいたから知ってる。いかがわしい目的じゃないんだよ」

　雪ゆき菜なを庇かばうように証言する凪なぎ沙さ。浅あさ葱ぎはまだ少し困こん惑わくしたように目を細めて、

「いかがわしい目的の催さい眠みん術じゆつってどんなのよ？　まあいいけど」

「とにかく姫ひめ柊らぎちゃんの催さい眠みん術じゆつで眠ねむって目が覚めたら、古こ城じようの記き憶おくがなくなってたわけだな」

　矢や瀬ぜが無理やり納なつ得とくしたように状じよう況きようをまとめた。原因はどうあれ、古こ城じようの挙動がおかしくなっているのは事実であり、記き憶おく喪そう失しつという前提は受け入れざるを得ないと判断したらしい。

「あー……なんか、悪い。あんたらは、俺おれの友人……ってことでいいんだよな？」

　どうにか矢や瀬ぜたちが落ち着いたところで、古こ城じようが怖おず怖おずと確かく認にんする。

「ああ。中等部のころからの古いつき合いだよ」

　矢や瀬ぜの口調が無愛想になったのは、おそらく古こ城じように忘れられたショックの裏返しだ。

　それまで黙だまって話を聞いていた那な月つきが、ふむ、と興味深そうに呟つぶやいた。

「そこからもう覚えていないのか？　ここ数日の記き憶おくが消えた、ということではなく？」

「ご自分の名前や素す性じようも忘れてるみたいです。もちろんわたしや凪なぎ沙さちゃんのことも全部」

　雪ゆき菜なが目を伏ふせながら説明する。

「凪なぎ沙さちゃんのことまで忘れちゃったの？」

　浅あさ葱ぎが驚おどろいたように眉まゆを上げた。妹に対する普ふ段だんの古こ城じようの溺でき愛あいぶりを知っているだけに、事態の深刻さをあらためて実感したのだろう。実際、記き憶おくを失って混乱する古こ城じようを落ち着かせ、学校に連れてくるのに雪ゆき菜なたちはさんざん苦労したのだ。

「悪いな。だけど、そうなんだ。急に妹って言われても実感がわかなくて」

　古こ城じようが凪なぎ沙さの横顔を眺ながめて肩かたを落とす。凪なぎ沙さは寂さびしげに微ほほ笑えんで首を振ふった。

「これは、かなりの重じゆう症しようだな」

「はい。一いつ般ぱん常識や道具の使い方はまだ覚えてるんですけど、個人的な知識や思い出はほとんど全部消えてるみたいです」

　苦々しげに呟つぶやく矢や瀬ぜを見て、雪ゆき菜なも硬かたい表情でうなずき返す。

「ふーん……じゃあ、自分が吸きゆう血けつ鬼きってことも忘れちゃったんだ？」

「あ、藍あい羽ば先せん輩ぱい……！」

　雪ゆき菜なが声を潜ひそめながら浅あさ葱ぎを咎とがめた。ただでさえ記き憶おくをなくして戸と惑まどっている古こ城じように伝えるには、それはあまりにもデリケートな情報だ。

　しかし浅あさ葱ぎは、逆に責めるような視線を雪ゆき菜なに向けてくる。

「なによ。隠かくしても仕方ないでしょ、ホントのことなんだし」

「たしかにな。自覚がないまま眷けん獣じゆうを召しよう喚かんして、街中で暴走でもさせられたらかなわん」

　那な月つきが冷静な口調で指し摘てきした。雪ゆき菜なは、うっと言葉を詰つまらせて、

「それはそう……ですけど……」

「ちょっと待った。吸きゆう血けつ鬼きってなんだよ？　まさか、俺おれのことを言ってるのか？」

　緊きん張ちよう感の乏とぼしい口調で質問したのは古こ城じようだった。少しうんざりした表情を浮うかべているのは、雪ゆき菜なたちの会話を冗じよう談だんだと思っているせいだろう。

　そんな古こ城じように、浅あさ葱ぎが真っ向から真実を叩たたきつける。

「そうよ。あんたは第だい四よん真しん祖そ。世界最強の吸きゆう血けつ鬼きなの」

「第だい四よん真しん祖そって……いやいや、そんな馬鹿な。なあ」

　騙だまされない、と言いたげな態度で、古こ城じようが雪ゆき菜なたちに同意を求めた。古こ城じようは眷けん獣じゆうを召しよう喚かんする以外ほとんど能のない吸きゆう血けつ鬼きなので、己おのれの体質を自覚する機会がなかったらしい。

　しかし同意を求められた雪ゆき菜なたちは、気まずく沈ちん黙もくするしかない。

「え？　マジで吸きゆう血けつ鬼き？　だって、第だい四よん真しん祖そってアレだろ。災さい厄やくの化け身しんたる十二の眷けん獣じゆうを従え、人の血を啜すすり、殺さつ戮りくし、破は壊かいする。世界の理から外れた冷れい酷こく非ひ情じような化け物──ってやつ」

「まあ、そうだな」

「だいたい合ってるわね」

　第だい四よん真しん祖そに関する定番の都市伝説を語る古こ城じように、矢や瀬ぜと浅あさ葱ぎが重々しく同意した。冷れい酷こく非ひ情じようかどうかはさておき、第だい四よん真しん祖そに関する噂うわさの多くはそれほど事実から外れているわけではない。

「いや、噓うそだろ……俺おれが世界最強の吸きゆう血けつ鬼き？　マジで？　ドッキリとかじゃなく？」

　さすがに声に焦あせりを滲にじませながら、古こ城じようが何度も確かく認にんする。記き憶おくを完全になくした上に、自分が世界有数の危険人物だと指し摘てきされたのだ。動どう揺ようするのも無理はなかった。

「事実だ。諦あきらめろ」

　那な月つきが古こ城じようを睨にらんで冷ややかに宣告する。

「ていうか、ドッキリとかの知識は残ってるんだね……」と、どうでもいい感想を呟つぶやく凪なぎ沙さ。

　古こ城じようは那な月つきを見つめたまま、しばし真顔で唇くちびるを結んでいた。そして、隣となりに座すわる雪ゆき菜なの耳元にぼそりと小声で囁ささやく。

「さっきから気になってたんだけど、ここって彩さい海かい学がく園えんの高等部だよな？　どうして小学生がまぎれこんでるんだ？」

「誰だれが小学生だ、馬鹿者」

　那な月つきが手に持っていた扇せん子すを無造作に振ふり上あげ、その直後、大気が破は裂れつするような異音が轟とどろいた。不可視の衝しよう撃げき波はに額を殴なぐられて、古こ城じようがその場で大きく仰のけ反ぞる。

「痛いった!?　なんだよ、今の!?　ってか、小学生じゃないのなら、中学生？　もしかして飛び級とか？　だとしても目上の人間に対する礼れい儀ぎくらいはちゃんと──痛いてっ！」

「目上の人間に対する礼れい儀ぎか。たしかにそれは大事だな。いいことを教えてもらったお礼に、貴様のポンコツな脳ミソが記き憶おくを取とり戻もどすまで、衝しよう撃げきを与あたえ続けてやろう」

　那な月つきが扇せん子すを左右に振ふるたびに、古こ城じようの頭部がガクガクと左右に揺ゆれた。衝しよう撃げき波はの往復ビンタを喰くらい続けているのだ。

「待った待った！　ストップだ、那な月つきちゃん！　それ以上はヤバいって！」

「お、落ち着いてください、南みな宮みや先生！　暁あかつき先せん輩ぱいは記き憶おく喪そう失しつなんですから……！」

　見かねた矢や瀬ぜと雪ゆき菜なが那な月つきを止める。古こ城じようはふらつきながらも那な月つきを凝ぎよう視しして、

「……先生？　この人が？」

「信じられないかもしれないけど、事実は事実よ。あんたが第だい四よん真しん祖そなのと一いつ緒しよ」

　浅あさ葱ぎが私物のノートＰＣを開いて、古こ城じようのほうに画面を向けた。表示されていたのは複数の動画ファイル。絃いと神がみ島じまの監かん視しカメラの映像らしい。

　吸きゆう血けつ鬼きとおぼしき少年が、街中で巨きよ大だいな眷けん獣じゆうを召しよう喚かんして暴れている。パーカーを着たその少年の姿に古こ城じようは激しく狼ろう狽ばいして、

「これが……俺おれ……？　街とかけっこう派手にぶっ壊こわしてるけど……大だい丈じよう夫ぶなのか、これ？」

「大だい丈じよう夫ぶじゃないけど、まあ、派手に壊こわすわよね。第だい四よん真しん祖そだからね」

「女子の血を吸ったりしてるみたいなんだけど……？」

「吸うわよね。古こ城じようだからね」

「マジか……俺おれって、そんなやつだったのか……」

　映像に記録された自分の姿を眺ながめて、古こ城じようは放心したように頭を抱かかえた。古こ城じようが血を吸った相手は一人ではない。全員が今の古こ城じようの知らない顔だ。

「え……っと、あんたは、藍あい羽ばさんだっけ？　どうしてこんな画像を持ってるんだ？」

　古こ城じようが警けい戒かいしたような視線を浅あさ葱ぎに向ける。しかし浅あさ葱ぎは面めん倒どうくさそうにかぶりを振ふって、

「浅あさ葱ぎでいいわよ。あたしとあんたの関係なんだし」

「……どんな関係だったのか、訊きいてもいいか？」

「そうね、将来を誓ちかい合った恋こい人びと同士だったといっても過言ではないわね」

　口元に不敵な笑えみを浮うかべて、見せつけるように堂々と胸を張る浅あさ葱ぎ。恋こい人びと、という予想外の言葉に、古こ城じようは処理能力の限界を超こえて固まった。

「いや、だいぶ過言だろ……」

　ぼそり、と矢や瀬ぜが呆あきれたように呟つぶやく。雪ゆき菜なは血相を変えて勢いよく立ち上がり、

「あ、藍あい羽ば先せん輩ぱい！」

「どうしたの、ただの第だい四よん真しん祖その監かん視し役やくの姫ひめ柊らぎさん？」

　露ろ骨こつに牽けん制せいするような浅あさ葱ぎの言葉に、雪ゆき菜なは一いつ瞬しゆん、ぐっと息を吞のむ。

「き、記き憶おく喪そう失しつの暁あかつき先せん輩ぱいを混乱させるような情報は与あたえるべきではないと思います！」

「べつに混乱するようなことじゃないと思うけど……今からでも恋こい人びと同士になれば誤差みたいなもんだし……結果オーライってやつ？」

「全然オーライじゃありません。そういうやり方はフェアじゃないと思います！」

「でも、あたしが古こ城じように血を吸われたことがあるのは事実だし、責任は取ってもらわないと」

「血……血を吸われたことならわたしも……あ、ううん……な、なんでもない……です」

　隣となりに座すわる凪なぎ沙さのことを気き遣づかって、雪ゆき菜なの声が途と中ちゆうで小さくなる。さすがにクラスメイトの兄に血を吸われた、とは言いづらい。

「そういえば、うちのアスタルテや叶かな瀬せも貴様に血を吸われたことがあると言ってたな……」

　那な月つきが空気を読まずに証言する。古こ城じようは自じ己こ嫌けん悪おに襲おそわれたように机に突つっ伏ぷした。

「藍あい羽ばさんのような恋こい人びとがいるのに……ほかの女子の血を吸いまくっているのか、俺おれは……」

「いやまあ、血を吸いまくってるのは事実だから、気にするなとは言えないんだが……」

　矢や瀬ぜが苦く悩のうする古こ城じようを哀あわれむように嘆たん息そくし、浅あさ葱ぎに非難の眼まな差ざしを向ける。

「ほら見ろ。おまえが余計なことを言い出したせいで、面めん倒どうくさいことになったじゃねーか」

「余計なことってなによ。本当のことでしょ」

　浅あさ葱ぎがむっと唇くちびるを尖とがらせ、那な月つきがやれやれと気け怠だるく首を振ふった。

「そもそも催さい眠みん術じゆつで暁あかつきの記き憶おくが飛んだという状じよう況きようがよくわからんのだが、もしそれが事実なら、催さい眠みん術じゆつで記き憶おくを取とり戻もどすこともできるんじゃないのか？」

「そうか……退たい行こう催さい眠みんか……！」

　その手があったか、と矢や瀬ぜが表情を明るくした。凪なぎ沙さがきょとんと矢や瀬ぜを見つめる。

「タイコー催さい眠みん？　なに、それ？」

「催さい眠みん術じゆつで意識を遡さかのぼらせるというか、古こ城じようが記き憶おくをなくす前の状態に戻もどそうってことだよ」

「そっか……それなら、古こ城じよう君が記き憶おくをなくした原因もわかるかもしれないね」

「いえ、あの、やめたほうがいいんじゃないでしょうか。下手に暁あかつき先せん輩ぱいの記き憶おくをいじって、事態が悪化しないとも限りませんし」

　雪ゆき菜なが、なぜか額に汗あせを滲にじませて主張する。矢や瀬ぜは少し意外そうに雪ゆき菜なを見返した。

「退たい行こう催さい眠みん事態には、それほど危険性はないけどな。心しん理り療りよう法ほうにも使われてるくらいだし」

「記き憶おく喪そう失しつになってる時点で、もうたいがい最悪の状じよう況きようだしね」

　浅あさ葱ぎが素っ気なく指し摘てきする。雪ゆき菜なは焦あせったように視線を泳がせて、

「で、でも、今は催さい眠みん術じゆつに使う振ふり子こがないですし」

「ペンデュラムか。魔ま術じゆつ用の触しよく媒ばいでよければいくらでもあるぞ」

　那な月つきが手元の空間を歪ゆがめて、様々な色や形のペンデュラムを呼び寄せた。

「姫ひめ柊らぎちゃんがやらないなら、俺おれがやってもいいぜ。催さい眠みん術じゆつなら昔ちょっと囓かじったし」

「どうして基もと樹きが催さい眠みん術じゆつなんか練習してるのよ、いやらしい」

「なんでだよ!?　過適応能力の制せい御ぎよ訓練でやらされたんだよ！」

　矢や瀬ぜと浅あさ葱ぎがどうでもいいことで言い争っているが、古こ城じように退たい行こう催さい眠みんをかけるという流れは覆くつがえりそうになかった。それで記き憶おくが戻もどるなら、と古こ城じよう本人も乗り気のようだ。

「うう……」

　その場にいる全員に注目されて、雪ゆき菜なはペンデュラムをつまみ上げる。そして古こ城じようの眼前に、借り物のペンデュラムを静かに掲かかげた。




「──まずはゆっくり息を吐はき出だしながら、この振ふり子こを見つめてください」

　昨晩、午後八時過ぎの暁あかつき家のリビング。垂直に垂らしたペンデュラムの先せん端たんを、古こ城じようと凪なぎ沙さが見つめている。雪ゆき菜なはそんな二人の耳元で、囁ささやくように優やさしく語りかける。

「ゆっくりと深呼吸して、身体からだの力を抜ぬいてください。あなたの全身がだんだん温かくなってきます。指先までじんわりと温かく……」

「全身が……温かく……だんだん……むにゃぁ……」

「なんで俺おれより先に凪なぎ沙さが催さい眠みんにかかってるんだよ……」

　くたぁ、とソファに沈しずみこむように寝ね入いった凪なぎ沙さを眺ながめて、古こ城じようが呆あきれたように呟つぶやいた。雪ゆき菜なが催さい眠みん術じゆつを開始して約一分。いくらなんでも催さい眠みんが効き過ぎだ。

「いえ、催さい眠みんというか、これは眠ねむってるだけですね。凪なぎ沙さちゃん、疲つかれてたみたいですし」

「しょうがねえなあ」

　古こ城じようは溜ため息いきをつきながら、熟じゆく睡すいする妹を抱だき上あげた。いわゆるお姫ひめ様さま抱だっこである。妹をベッドに運んだ古こ城じようが戻もどってくるのを待って、雪ゆき菜なは再びペンデュラムを構えた。

「じゃあ、気を取り直して続けますね」

「全身が温かくなるところからな」

「はい。そのまま目を閉じて、わたしの声に意識を集中してください。あなたにはもう、私の声しか聞こえません。わたしのことだけ考えて、わたしの指示に従ってください」

「姫ひめ柊らぎの指示に……従う……」

　最初は苦く笑しようしていた古こ城じようだが、雪ゆき菜なが何度も同じ言葉を繰くり返かえしているうちに少しずつ雰ふん囲い気きが変わっていった。瞬まばたきの回数が少なくなって、遠くを見ているような瞳ひとみで、雪ゆき菜なをジッと見つめてくる。意外にも雪ゆき菜なの稚ち拙せつな催さい眠みん術じゆつが成功したらしい。

「えーっと、右手を上げてください」

　ペンデュラムを下ろして、雪ゆき菜なが命じる。古こ城じようはその指示に素す直なおに従った。

「そのままわたしの頭を撫なでてください……なんて……」

　本当に催さい眠みんにかかっているのかを確かめるために、少し無理めの命令を試ためしてみる。しかし古こ城じようは逆らうことなく、雪ゆき菜なの頭にそっと手を置いた。子こ猫ねこの背中をさするように優やさしく頭を撫なでられて、逆に雪ゆき菜なのほうがドギマギしてしまう。

「姫ひめ柊らぎの指示に……従う……」

　古こ城じようが雪ゆき菜なの命令を繰くり返かえす。それを聞いた雪ゆき菜なはかすかにムッとする。

　付き合いの長い浅あさ葱ぎや優ゆう麻まのことは下の名前で呼ぶ古こ城じようが、雪ゆき菜なのことは今も頑かたくなに苗みよう字じで呼ぶ。雪ゆき菜なにはそれがなんとなく不満だったのだ。

「姫ひめ柊らぎじゃなくて、雪ゆき菜な、ですよ。これからは雪ゆき菜なって呼んでくださいね」

「雪……菜……」

　催さい眠みん状態の無防備な古こ城じようは、雪ゆき菜なの命令をあっさりと受け入れた。そのせいで雪ゆき菜なは深刻な罪悪感を覚える。古こ城じようの意思を無視して彼かれを思い通りに操あやつろうとするのは、さすがに人として最低の振ふる舞まいだ。

「ね、寝ね不ぶ足そくの解消が目的なんでしたよね。じゃあ、先せん輩ぱいのベッドに行きましょうか」

　催さい眠みん術じゆつ本来の目的を思い出し、雪ゆき菜なは古こ城じように呼びかけた。

「ベッドに……行く……」

　古こ城じようが自室のドアを開けた。窓まど際ぎわには彼かれのベッドが置かれている。しかし古こ城じようはそれ以上は進もうとせずに、雪ゆき菜ながついてくるのを待っていた。雪ゆき菜なを部屋に招き入れるかのように──

「いえ、だから……ベッドに行くのはわたしじゃなくて……先せん輩ぱいが……え!?」

　困こん惑わくする雪ゆき菜なの小こ柄がらな身体からだを、古こ城じようがひょいと抱だき上あげる。先ほどの凪なぎ沙さと同じ状態だ。そして古こ城じようは雪ゆき菜なをそのまま自室のベッドへと連れていく。

「ち、違ちがっ……今のは先せん輩ぱいにベッドまで運んで欲ほしいって意味じゃなくて……違ちがうんです！」

　ベッドに無理やり連れこまれそうになった雪ゆき菜なが焦あせる。古こ城じようが悪いわけではない。ベッドに行きましょうという雪ゆき菜なの命令を、古こ城じようは忠実に実行しているだけだ。強しいて責任の所在を問うなら、うっかり主語を省略してしまった雪ゆき菜なが全面的に悪い。

「ああ、もう……忘れて！　全部忘れてください！」

　古こ城じように抱だき上あげられてテンパった状態で、声を上うわ擦ずらせながら雪ゆき菜なが叫さけんだ。中ちゆう途と半はん端ぱに指示内容を訂てい正せいするより、命令をいったん全部リセットしたほうが早いと考えたのだ。

　それが翌朝どんな結果を招くのか、理解することもないままに──




「……思い出した……そうだ……それで俺おれは姫ひめ柊らぎに言われたとおり全部忘れたんだ……」

　彩さい海かい学がく園えんの空き教室で、記き憶おくを取とり戻もどした古こ城じようが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　雪ゆき菜なが古こ城じように退たい行こう催さい眠みんをかけてから、約一時間。昨晩、暁あかつき家で起きた出来事は、催さい眠みん状態に陥おちいった古こ城じようの口からすべて詳しよう細さいに語られていた。雪ゆき菜なが古こ城じように命じた内容もなにもかも、だ。

「なるほどな。暁あかつき古こ城じようは忠実に貴様の命令を実行し続けていた、というわけか」

「それで、姫ひめ柊らぎちゃんと一いつ緒しよにベッドに入ったあとの記き憶おくがない、と……」

　謎なぞが解けてすっきりしたのか、那な月つきと矢や瀬ぜが晴れ晴れとした表情で独りごちる。

「ち、違ちがうんです！　それはだって暁あかつき先せん輩ぱいの寝ねつきが悪いっていうから……！」

「そういうやり方はフェアじゃないんじゃないかしら」

「雪ゆき菜なちゃん……」

　浅あさ葱ぎと凪なぎ沙さが、呆あきれたような半はん眼がんになって雪ゆき菜なを見つめてくる。

「ち、違ちがうんです……うう、お願い、忘れて……なにもかも全部忘れてください……！」

　耳まで赤くした雪ゆき菜なが、頭を抱かかえてうずくまる。

　そんな雪ゆき菜なの背中を眺ながめながら、二度と催さい眠みん術じゆつに頼たよるのはやめようと密ひそかに誓ちかう古こ城じようだった。

















「──というわけで、先せん輩ぱい。注射をしましょう」

　早朝の暁あかつき家。ナース服の姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが突とつ然ぜん押おしかけてきて、目覚めた直後の古こ城じように一方的に宣言する。

[image: ]

「いや、どういうわけなのかまったく理解できないんだが……どうした、姫ひめ柊らぎ？　なんでナースのコスプレなんか……」

「コスプレじゃありません。予防接種です」

「予防接種？」

「はい。先せん輩ぱいは不死身の吸きゆう血けつ鬼きですから、自分は発はつ症しようしなくても、保有しているウイルスを媒ばい介かいしてほかの人に感かん染せんさせてしまう可能性があるんです」

「……なんか、蚊かみたいだな」

「ちなみに吸きゆう血けつ鬼きが媒ばい介かいする主な病気は、日に本ほん脳のう炎えんやマラリア、ジカ熱、デング熱などですね」

「って、完全に蚊かだ、それ！」

「特に先せん輩ぱいは、わたしが少し目を離はなすとすぐにほかの女の子の血を吸うので感かん染せん対策は必ひつ須すです」

「……事情はわかったけど、どうして姫ひめ柊らぎが俺おれに注射するんだ？」

「獅し子し王おう機き関かんから特別に注射器と薬を送ってもらいました。予防接種は動物病院でも出来ますけど、先せん輩ぱいは未み登とう録ろく魔ま族ぞくですから健康保険が利きかなくて高いんですよ」

「なんで動物病院なんだよ!?　そこは普ふ通つうの病院でいいだろ！」

「注射が恐こわいのはわかりますけど、安心してください。注射のやり方は獅し子し王おう機き関かんのサバイバル訓練でばっちり習ってますから！」

「なんでもやるな、獅し子し王おう機き関かんのサバイバル訓練……てか、注射が恐こわくて文句を言ってるわけじゃねーよ！」

「そうですか。では、服を脱ぬいでお尻しりをこちらに向けてください」

「ちょっと待て、ケツに注射するのか!?　腕うでじゃなくて!?」

「はい。筋肉内注射なので。ちなみに注射は全部で十二本です」

「多すぎだろ！」

「大だい丈じよう夫ぶです。先せん輩ぱいは世界最強の吸きゆう血けつ鬼きなんですから、これくらい……あ、逃にげた!?　ちょっと先せん輩ぱい！　どこに行くんですか、先せん輩ぱい！」


















　それは暗い海の底で、泥どろにまみれて静かに蠢うごめいていた。

　敗北者である今の〝彼かれ〟に、かつての栄光の面おも影かげはない。

　美しく強きよう靭じんな肉体の大半は失われ、力のほとんどは奪うばわれた。死の間ま際ぎわに切きり離はなした生体組織の欠片かけらだけが、かろうじて逃にげ延のび、生き長らえたのだ。

　しかし〝彼かれ〟は諦あきらめてはいなかった。文字通り泥どろをすすって命をつなぎ、気が遠くなるほどの時間をかけて、肉体が癒いえるのを待ち続けた。

　そして〝彼かれ〟は忘れていなかった。

　己おのれを敗北の淵ふちに突つき落おとし、地を這はう屈くつ辱じよくを与あたえた存在を──

　龍りゆう脈より供給される膨ぼう大だいな霊れい力りよくを吸い上げて、〝彼かれ〟はようやく過去と同等の力を取とり戻もどす。否、それ以上の圧あつ倒とう的てきな力を手に入れる。

　それを知った〝彼かれ〟は、ゆっくりと海底を離はなれて、倒たおすべき敵の待つ地へと動きだす。

　太平洋上に浮うかぶ小さな島。絃いと神がみ島じま〝魔ま族ぞく特とつ区く〟へと──
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　ドアを開けた暁あかつき古こ城じようの視界に飛とび込こんできたのは、部屋を埋うめ尽つくす段ボール箱の山だった。

「なんだこれ!?　ここってマゾ部の部室でいいんだよな……？」

　彩さい海かい学がく園えん・特とく別べつ教きよう室しつ棟とう校舎三階の空き教室。〝マゾ部〟こと、魔ま族ぞく特とつ区く研究部の部室である。

　本来、藍あい羽ば浅あさ葱ぎの私物のパソコンくらいしか備品がないはずの部室内には、優に二百個を超こえる段ボール箱が積み上がり、堅けん固ごな城じよう壁へきのような姿を晒さらしている。

「この荷物……おまんじゅう、でしょうか？」

　段ボールに貼はられたラベルを眺ながめて、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが眉まゆを寄せた。荷物の送り主は絃いと神がみ市内でも大手の製せい菓か業者。観光客向けの饅頭まんじゆうなどを販はん売ばいしている店である。

　実際に中身も饅頭まんじゆうらしく、大きさのわりに段ボール箱はそれほど重くない。

「なんでまんじゅうの箱がこんなにあるんだ？」

　ほとんどバリケードと化した段ボール箱の隙すき間まを縫ぬって、古こ城じようは部室の奥おくへと進んだ。窓まど際ぎわの作業机には、部員である藍あい羽ば浅あさ葱ぎと矢や瀬ぜ基もと樹きが、どこかぐったりとした様子で座すわっていた。

「いいところに来たわね、古こ城じよう。おまんじゅう買ってくれるの？　税ぜい込こみで一箱千百円よ」

　ノートパソコンに向かっていた浅あさ葱ぎが顔を上げ、澱よどんだ瞳ひとみで古こ城じようを見た。

「いや、まんじゅうは要いらんけど……どうしたんだよ、二人とも。なんか深刻な顔してるけど」

　古こ城じようが戸と惑まどいながら尋たずねると、浅あさ葱ぎと矢や瀬ぜは、目を伏ふせて深く溜ため息いきをついた。

「金かねがないんだ……」

　うつむいたままぼそりと呟つぶやく矢や瀬ぜ。雪ゆき菜なは心配そうに小首を傾かしげて、

「え……と、お財さい布ふを忘れたということでしょうか？」

「よかったらジュース代くらい貸すぞ？　なるべく早く返してもらえるとありがたいけど」

　そう言って古こ城じようは、小こ銭ぜに入いれを取り出そうとした。しかし矢や瀬ぜは、違ちがう、と大きく首を振ふり、

「いや、そうじゃねえよ。絃いと神がみ島じまに金がないって話だよ」

「絃いと神がみ島じまに……金がない？」

　どういう意味だ、と古こ城じようは隣となりにいる雪ゆき菜なを見た。わからない、と雪ゆき菜なは無言で首を振ふる。

「正確に言うと、絃いと神がみ市し国こくの財ざい政せい状じよう況きようがヤバいのよ」

　浅あさ葱ぎがだらしなく頰ほお杖づえを突ついて、投げやりな態度で補足する。

「ここんとこ、島内で大きな事件が続いてたでしょ。壊こわれた施し設せつの復旧やら、被ひ害がいに遭あった人たちへの支し援えんやらで、支出が膨ふくらみまくっちゃって」

「あー……」

　古こ城じようは遠い目をして相あい槌づちを打った。

　ロタリンギアの殲せん教きよう師しによる魔ま族ぞく狩がりから始まって、古代兵器の出現や、犯罪組織〝図Ｌ書Ｃ館Ｏ〟の魔ま女じよたちの襲しゆう撃げき、テロ組織〝タルタロス・ラプス〟による大規模テロ──

　わずか半年ほどの間に、絃いと神がみ島じまは立て続けに様々な災さい厄やくに見み舞まわれ、そのたびに大きな被ひ害がいを出してきた。事後処理や復興にかかった費用は、莫ばく大だいな金額になるはずだ。

「そのあおりで税収も見事に落おち込こんでるしな。このままだとマジで財ざい政せい破は綻たんまで一直線だ」

　矢や瀬ぜが頭痛に襲おそわれたように、目元を覆おおって嘆たん息そくする。古こ城じようは、ふむ、と唇くちびるを尖とがらせて、

「イマイチよくわかってないんだが、絃いと神がみ市し国こくが財ざい政せい破は綻たんするとどうなるんだ？」

「そうね……絃いと神がみ市し国こくの通貨は日本円だから、インフレが起きる可能性は高くないんだけど、そのぶん単純に政府の現金が不足するのよね」

　浅あさ葱ぎが淡たん々たんと説明を引ひき継ついだ。

　真しん祖そ大たい戦せん中に独立を宣言した絃いと神がみ島じまだが、国際的には日本国内の特別行政区という扱あつかいで、法定通貨などは、そのまま日本のものを採用している。財ざい政せい破は綻たん寸前になっても、通貨価値の暴落が起きずに済んでいるのはそのためだ。しかし自国通貨の発行権を持たないということは、金を使えば使っただけ、手持ちの現金が減っていくということでもある。

「そうなると市庁の役人や、人工島管理公社職員の給料が払はらえなくなるわ。公立学校の先生や、警官や、あとは特区警備隊アイランド・ガードの隊員の給料も──」

「マジか……那な月つきちゃん、ピンチだな」

　自分たちの担任教師であり、警察庁の攻こう魔ま官かんでもある南みな宮みや那な月つきのことを思い出し、古こ城じようは小さく顔をしかめた。絃いと神がみ市し国こくの財政破は綻たんが、急に身近な問題に思えてくる。

「なにより問題なのは、絃いと神がみ島じまの場合、食料調達をほとんど輸入に頼たよってるってことよね」

　浅あさ葱ぎが声を潜ひそめて呟つぶやいた。

　人工島である絃いと神がみ島じまには、農耕に使える土地がない。自給できるのは魚ぎよ介かい類るいと鶏けい卵らん、あとはわずかな野菜と果物だけ。それ以外の食料は輸入で賄まかなうしかないのだ。

「絃いと神がみ島じまへの食料供給を担当してるのも人工島管理公社だから、公社に金がないと食材の輸入もままならないのよね。最悪、島民が全員、飢うえて死ぬかも」

「が、餓が死しはヤバいな……」

　古こ城じようはゴクリと喉のどを鳴らした。

「さすがに餓うえ死じにはないと思うが、わずかな食料を奪うばい合あって暴動くらいは起きるかもな。でもって、それを止めるべき特区警備隊アイランド・ガードは予算不足で動けない、と」

　矢や瀬ぜが肩かたをすくめて気け怠だるげに笑った。

　あの、と雪ゆき菜なが遠えん慮りよがちに手を挙げる。

「食料の備び蓄ちくはなかったんですか？」

「いや、いちおう備び蓄ちくしてはいたんだけどな」

　苦い表情で答える矢や瀬ぜ。浅あさ葱ぎは半はん眼がんで古こ城じようたちを見上げて、

「どこかの真祖がうっかり眷けん獣じゆうで焼やき払はらっちゃったのよね……」

「そ、それは……」

　雪ゆき菜なが言葉を詰つまらせて目を逸そらす。人工島東地区アイランド・イーストの食料備び蓄ちく倉庫を焼やき払はらったのは、タルタロス・ラプスに操あやつられた古こ城じようの眷けん獣じゆうだ。それを止められなかった雪ゆき菜なも無関係ではない。

「絃いと神がみ島じまがヤバいのはわかったけど、それとこのまんじゅうの山にはなんの関係があるんだ？」

　居い心ごこ地ちの悪そうな表情になった古こ城じようが、半ば強ごう引いんに話題を変えた。

　矢や瀬ぜは自じ嘲ちようするように笑って首を振ふる。

「この危機的な状じよう況きようを乗り切るには、人工島管理公社にまとまった現金が必要なんだよ」

「まあ、それはそうだろうけど」

「手っ取り早いのは赤あか字じ国こく債さいの発行なんだが、なにしろ絃いと神がみ市し国こくは独立したばかりのちっぽけな自治領で、国家としての信用は皆かい無むだからな。発行しても、まず買い手がつかないだろうな」

「国こく債さいって、要は借金だもんな。要は金を貸してくれる相手がいないってことか……」

　古こ城じようは真顔になって考えこむ。そしてふと、閃ひらめいた、とばかりに勢いよく顔を上げた。

「ラ・フォリアは？　あいつの国なら頼たのめば貸してくれるんじゃないか？」

「たしかに交こう渉しように応じてくれる可能性はあるでしょうね」

　浅あさ葱ぎが冷静に同意する。ラ・フォリア王女の母国であるアルディギア王国は、独立間もない絃いと神がみ市し国こくにとって数少ない友好国なのだ。

「だろ？　だったら──」

　勢いこむ古こ城じようを遮さえぎって、浅あさ葱ぎが、ただし、と言葉を続けた。

「知ってた？　借金には担保ってものが必要なのよ？」

「借金を返せなかったときに備えて、見返りを要求されるってことか」

「そうなった場合に、あの王女様が寄よ越こせと言ってくるのは、まず間ま違ちがいなくあんたの身み柄がらよ」

「……俺おれ？」

　古こ城じようは驚おどろいたように目を瞬またたく。浅あさ葱ぎは短く溜ため息いきをついて、

「そりゃそうでしょ。絃いと神がみ島じまには、世界最強の吸きゆう血けつ鬼き〝第だい四よん真しん祖そ〟より価値のある財産なんてないもの。あんたが、あの王女様の所有物として買われる気があるなら交こう渉しようしてみるけど？」

「い、いや。すまん。それだけは勘かん弁べんしてくださいお願いします……！」

　古こ城じようは青ざめながら頭を下げた。群を抜ぬく美び貌ぼうと聡そう明めいさで知られるラ・フォリアだが、古こ城じようは正直、彼かの女じよが苦手だ。腹黒で計算高く、目的のためなら手段を選ばない彼かの女じよに買われた日には、どんな無理難題をふっかけられるか、想像するだけでも恐おそろしい。

　本気で怯おびえる古こ城じようを眺ながめて苦く笑しようし、矢や瀬ぜは足元に置いた段ボールに手を伸のばした。

「まあ、そんなわけで手っ取り早く現金を稼かせぐためには、やはり貿易に頼たよるしかないからな。絃いと神がみ島じま名物のネット販はん売ばいを始めたんだが……」

「絃いと神がみ島じま名物って、もしかしてこのおまんじゅうのことですか……？」

　矢や瀬ぜが差し出したまんじゅうの箱を受け取り、雪ゆき菜なが訊きく。

　そうよ、と浅あさ葱ぎはなぜか自じ慢まんげに胸を張り、

「絃いと神がみ銘めい菓かの魔ま族ぞくまんじゅうよ。なんといっても絃いと神がみ島じまは、極東アジアで唯ゆい一いつ、人類と魔ま族ぞくが平和的に共存する魔ま族ぞく特とつ区くだからね」

「いや、だとしても通つう販はんでまんじゅうを買おうって話にはならんだろ……」

　古こ城じようが冷ややかに指し摘てきした。矢や瀬ぜは肩かたを落として力なく笑う。

「そうなんだよな……まあ、その結果として、この在庫の山があるわけだが……」

「うー……どうしてよ!?　絃いと神がみ島じま近海のミネラル豊富な海洋深層水と、天日干しの天然海塩にこだわって作った美お味いしいおまんじゅうなのに……！」

　納なつ得とくいかない、と叫さけぶ浅あさ葱ぎ。古こ城じようはそんな浅あさ葱ぎを呆ぼう然ぜんと眺ながめて、

「おまえがプロデュースしたのかよ!?　赤字増やしてどうすんだよ！」

「実はまんじゅうだけじゃなくて、せんべいとクッキーもあるんだよな。あとは絃いと神がみ島じまの公式マスコットキャラの人形とぬいぐるみも」

　矢や瀬ぜが商品サンプルを机に並べた。古こ城じようは思わず顔をしかめる。

「公式マスコットキャラって、これ、浅あさ葱ぎんとこのモグワイじゃねえか。こんな不細工な人形、誰だれが欲ほしがると思ったんだ？」

「なんでよ!?　モグワイ、可か愛わいいでしょ!?」

「わたしは、ちょっと欲ほしいですけど」

　それぞれモグワイの人形を抱だいて、浅あさ葱ぎと雪ゆき菜なが反論してくる。しかし実際に商品が売れ残っているあたり、彼かの女じよたちの感性が一いつ般ぱん的でないことは明白だ。

「まあ、利益が出てる商品もあるから、全部が全部、赤字ってわけじゃないんだけどな」

　矢や瀬ぜが取とり繕つくろうように弁明する。おっ、と古こ城じようは興味を惹ひかれて身を乗り出した。今日聞いた中では、初めてのポジティブな情報だ。

「そうなのか？　どんなのが売れてるんだ？」

「主に浅あさ葱ぎのファンクラブ会員向けコンサートグッズだな。推おしメンマフラータオルとかペンライトとかＴシャツとか」

「え!?　おまえってファンクラブとかあったのか!?」

　古こ城じようが驚おどろいて浅あさ葱ぎを見る。浅あさ葱ぎは不満そうに唇くちびるを歪ゆがめた。

「言っとくけど、あたしが作ったわけじゃないからね！　〝戦車乗り〟とかモグワイとかが、あたしの知らないところで勝手に……！」

「あー……」

　なるほど、と古こ城じようは納なつ得とくした。絃いと神がみ島じまでは精密な３Ｄモデルで作られた浅あさ葱ぎの偽にせ者ものが出現し、ローカルアイドルとして活動していた時期があるのだ。

「最近は消されたはずの動画やＭＶも復活して、海外でも話題になってるからな。あとは浅あさ葱ぎが全国ツアーとか開かい催さいしてくれれば、そこそこ収益が出そうなんだが……」

「絶対イヤ！　なんであたしが偽にせ者ものの真ま似ねして、アイドル活動しなきゃいけないのよ!?」

　矢や瀬ぜの無責任な発言に、浅あさ葱ぎが金切り声で反論する。さすがにこればかりは浅あさ葱ぎの主張のほうが正論だ。矢や瀬ぜもそれ以上は無む理り強じいすることはなく、パソコンに表示された資料を眺ながめて、

「あとはフリマサイトに出してる姫ひめ柊らぎちゃんの生写真が、地味にすごい売り上げを叩たたき出だしてるんだよな」

「はい!?　わ、わたしですか……!?　ってこれ、盗とう撮さつした写真じゃないですか……！」

　パソコンに表示された生写真の画像に気づいて、雪ゆき菜なが血相を変えた。

　島内でたびたび目もく撃げきされる〝銀色の槍やりを振ふり回まわす謎なぞの美少女〟は、絃いと神がみ島じまの都市伝説として、一部でかなり有名になっているらしい。そんな雪ゆき菜なの生写真が絃いと神がみ島じまのオフィシャルショップで買えるのだから、人気になるのも無理はなかった。

　しかも封ふう入にゆう率りつの低いレアアイテムとして雪ゆき菜なの日常生活の写真も何種類か入っているらしく、それらを目当てに箱買いする客が続出しているのが、高い売り上げの秘密らしい。

「い、いくらなんでも、わたしに無断でこんなものを売り出すなんて──」

「残念だけど、公こう務む執しつ行こう中の国こつ家か攻こう魔ま官かんには肖しよう像ぞう権けんが認められてないのよね」

「あうっ……そ、それは……」

　浅あさ葱ぎの予期せぬ反論に、雪ゆき菜なが激しく動どう揺ようする。

　雪ゆき菜なは、獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎとして、第だい四よん真しん祖その監かん視し任務のために絃いと神がみ島じまにいるのだ。つまり彼かの女じよは、こうしている今も〝公こう務む執しつ行こう中の国こつ家か攻こう魔ま官かん〟の条件を満たしていることになる。

「あと、獅し子し王おう機き関かん……というか、縁えん堂どうさんだっけ、あなたの上司にはちゃんと許可もらってるから。利益の四割を向こうに渡わたすって条件で」

「師し家けさまああああああああ──っ！」

　まさかの身内の裏切りを知らされて、雪ゆき菜ながたまらず絶ぜつ叫きようした。

　さすがの矢や瀬ぜも雪ゆき菜なに同情したのか、少し気まずげな表情を浮うかべて息を吐はく。

「そんなわけで、できれば姫ひめ柊らぎちゃんの写真集も発売したいんだが、撮さつ影えい日びはいつがいい？」

「この季節でも水着撮さつ影えいが出来るってことで、南国の絃いと神がみ島じまらしさも出せて良かったわ」

　うんうん、と勝手に納なつ得とくしてうなずく浅あさ葱ぎ。雪ゆき菜なはそんな二人を恨うらみがましい半はん眼がんで睨にらんで、

「そうですね……って、なるわけないじゃないですか！　写真集なんて出しませんよ！」

「そこをなんとか！　絃いと神がみ島じまを救うためだと思って！」

　土下座せんばかりの勢いで、矢や瀬ぜが深々と頭を下げた。

　あう……と雪ゆき菜なが追おい詰つめられたような表情を浮うかべる。頼たのまれると断れない性格なのだ。

「嫌いやがってるからやめてやれよ。そもそも姫ひめ柊らぎの写真集なんか欲ほしがるやついないだろ」

　古こ城じようが雪ゆき菜なを庇かばって矢や瀬ぜをたしなめた。顔立ちこそ抜ばつ群ぐんに綺き麗れいだが、雪ゆき菜な自身は無名の一いつ般ぱん人じんだ。写真集の発売を無む理り強じいするのはさすがに可哀かわい想そうだと思ったのだ。

「わたしの写真集なんか、ですか……欲ほしがるやつはいない、ですか……そうですか……」

　しかし雪ゆき菜なは、なぜか拗すねたような瞳ひとみで古こ城じようを睨にらんでくる。

　矢や瀬ぜは、ううっ、と途と方ほうに暮れたように頭を抱かかえて、

「んなこと言ったって、どうすんだよ、この莫ばく大だいな借金！　このままだとガチで財ざい政せい破は綻たんだぞ！　融ゆう資ししてくれそうな相手には軒のき並なみ声をかけて断られちまってるし、くそ……いっそこの辺の海底から石油か金きん塊かいでも湧わいてこねえかな……」

「いや、気持ちはわかるが、海から金きん塊かいが湧わくなんてそんな馬鹿なことあるわけ──」

　古こ城じようがうんざりした顔で断言しようとした、まさにその瞬しゆん間かんだった。

　ズン、と鈍にぶい衝しよう撃げきが絃いと神がみ島じまの大地を震ふるわせた。

　巨きよ大だいな爆ばく発はつ音が鳴なり響ひびき、海岸近くで炎ほのおと黒こく煙えんが噴ふき上あがる。

　その黒こく煙えんの中から現れたのは、金色に輝かがやく巨きよ大だいな人ひと型がたの影かげだった。全高は三十メートルにも達しているだろうか。目も耳もない、滑なめらかな金属に覆おおわれた肉体。ただ骸がい骨こつのような顎あぎとだけを大きく開き、その怪かい物ぶつは哄こう笑しようする。

『カ……カカ……カカカカ！　完全なる我は帰き還かんした！　不完全なる存モ在ノたちよ！　此こ度たびこそ、我の供く物もつとなれ！』

　大気を震ふるわせて嗤わらう怪かい物ぶつを、古こ城じようたちはギラついた眼まな差ざしで凝ぎよう視しした。

　その怪かい物ぶつの名前は〝賢者ワイズマン〟。錬れん金きん術じゆつによって生み出された自じ己こ増ぞう殖しよく型の液体金属生命体だ。不定形にして永えい遠えん不ふ滅めつ。ありとあらゆる存在を喰くらって増ぞう殖しよくを続ける、制せい御ぎよ不能の危険な存在。しかし、今の古こ城じようたちにとって重要なのはそこではない。

　錬れん金きん術じゆつ師しが〝彼かれ〟を生み出すために使ったのは、膨ぼう大だいな量の純金と貴金属。

　すなわち賢者ワイズマンの肉体は、それ自体が巨きよ大だいな金きん塊かいなのである。

「「「「あったああああああ────ッ！」」」」

　古こ城じようたちは歓かん喜きの雄お叫たけびとともに部室を飛び出し、上陸した賢者ワイズマンに向かって駆かけ出だした。
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『カカカカカカ！　完全！　完全！　完全！　カ……!?』

　巨きよ大だいな人ひと型がたの怪かい物ぶつが、口から黄金の閃せん光こうを撃うち放つ。すべてを焼やき払はらうはずの重じゆう金きん属ぞく粒りゆう子しの砲ほう撃げきは、しかし都市に被ひ害がいを与あたえる前に金こん剛ごう石せきの結けつ晶しように阻はばまれた。古こ城じようが喚よび出だした眷けん獣じゆうが、粒りゆう子し砲ほうの威い力りよくを受け止め、そのまま賢者ワイズマンへと撃うち返す。

「よお、また会えたな、賢者ワイズマン──どうやって復活したのかは知らないが、そっちから来てくれて嬉うれしいぜ！」

　矢や瀬ぜが生み出した突とつ風ぷうに乗って、古こ城じようは海岸沿いの倉庫の屋上に着地。賢者ワイズマンと正面から対たい峙じした。すぐに雪ゆき菜なと浅あさ葱ぎも駆かけつけてくる。

　復リベ讐ンジに燃える賢者ワイズマンは、そんな古こ城じようを瞳ひとみのない顔で睥へい睨げいし、

『カ……カカ……理わ解からぬ。不完全な存モ在ノの不完全な理り屈くつを我は理解できぬ。かつて我わが敗北したのは、復活した直後の不完全な状態であったがゆえ。今の完全なる我に、不完全な汝なんじが敵かなう由よしもなし！』

「あー……そうかよ」

　古こ城じようは無造作に言い放ち、新たな眷けん獣じゆうを召しよう喚かんした。賢者ワイズマンとの最初の戦いの際には、掌しよう握あくしていなかった眷けん獣じゆうだ。虹にじ色いろの炎ほのおに包まれた戦いくさ乙おと女めが光の剣けんを一いつ閃せんし、賢者ワイズマンの左ひだり腕うでを斬きり落おとす。

『カ!?　腕うでが……！　完全なる我の腕うでが、なぜ!?』

「悪いが、おまえが海の底で惰だ眠みんを貪むさぼってる間に、こっちはいろいろあったんだよ。こういうことができるようになる程度はな！」

『カ……カ……馬鹿な……馬鹿な……不完全な存モ在ノたちが完全なる我を凌りよう駕がすることなど、あり得ぬ……馬鹿な……』

　賢者ワイズマンが明らかに同様する。そんな黄金の怪かい物ぶつの退路を、深しん紅くの光の壁かべが塞ふさいだ。浅あさ葱ぎが操あやつる聖せい殲せんの障しよう壁へきだ。

「わかってるわね、古こ城じよう。逃にがしちゃ駄だ目めよ。こいつの身体からだ、なるべく無傷で手に入れるのよ」

「ああ。てめえが海水中から抽ちゆう出しゆつした金と貴金属……最後の一グラムまできっちり置いてってもらうぜ」

　欲望に目を輝かがやかせた浅あさ葱ぎの呼びかけに、古こ城じようも獰どう猛もうな笑えみで応える。

　背中に光の翼つばさを広げた雪ゆき菜なが、哀あわれむような眼まな差ざしとともに、銀色の槍やりを賢者ワイズマンに向けて──

「すみません……わたしも水着撮さつ影えいはしたくないので……！」

『カカ……理解……理解できぬ……なぜ完全なる我わがこのような目に……ガアアアアアッ』




　その日、深刻な赤字に苦しんでいた絃いと神がみ市し国こくは、膨ぼう大だいな量の純金資産を保有していたことを突とつ然ぜん公表し、財ざい政せい破は綻たんの危機を免まぬがれた。

　そして古代の錬れん金きん術じゆつ師したちが生み出した究極存在、〝賢者ワイズマン〟の行ゆく方えは、誰だれも知らない──
















「どうしてこんなになるまで放っておいたんですか……！」

　姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが、責めるような眼まな差ざしで暁あかつき古こ城じようを見つめてくる。

　古こ城じようは彼かの女じよから目を逸そらし、弱々しく声を絞しぼり出だした。

「こんなはずじゃなかったんだ。大だい丈じよう夫ぶ、まだ間に合うって、誤ご魔ま化かしながらやってたら、いつの間にか取り返しのつかない状じよう況きように……！」

　二人の間に気まずい沈ちん黙もくが流れる。時を刻む秒針の音が、やけに大きく感じられる。

　そんな重苦しい空気を破ったのは、暁あかつき凪なぎ沙さの苦く笑しようまじりの溜ため息いきだった。

「えーと、ごめんね、雪ゆき菜なちゃん。毎回毎回、古こ城じようくんの試験勉強につき合わせちゃって」

「…………」

　古こ城じようは無言で目を伏ふせた。リビングテーブルの上に広げられているのは、高校生向けの教科書と参考書。そして試験の出題範はん囲いが書かれたプリントだ。

　高等部の期末試験が始まるのは、明日から。とはいえ、すでに午後九時を回っているので、残された時間はもう十二時間を切っている。学年最後の期末試験。出席日数が慢まん性せい的に不足気味の古こ城じようにとっては、進級を左右する大事なイベントだ。

　にもかかわらず、テスト勉強は十分とはいえない。それどころかほとんど手つかずに近い。その結果、こうして雪ゆき菜なに泣きつく羽目になったのだ。

　一学年下の雪ゆき菜なだが、攻こう魔ま師しの国家資格を保有する彼かの女じよは、すでに高校卒業程度の学力を身につけているという。少なくとも今の古こ城じようより勉強が出来るのは間ま違ちがいない。

「ううん、いいの。先せん輩ぱいがテスト勉強をサボってることに気づかなかったわたしの監かん督とく不ふ行ゆき届とどきだから……！」

　なにかを決意したように、真顔になって呟つぶやく雪ゆき菜な。彼かの女じよの任務は、世界最強の吸きゆう血けつ鬼きである第だい四よん真しん祖その監かん視しだが、その中には古こ城じようの生活態度を正すことも含ふくまれているらしい。

「それはそれとして、どうして姫ひめ柊らぎん家ちで勉強することになったんだ？」

　古こ城じようが居い心ごこ地ち悪わるそうな表情で訊きいた。雪ゆき菜なに勉強を教わるのはいいが、わざわざ彼かの女じよの部屋に呼ばれる理由がわからない。

「だって先せん輩ぱい、自宅にいたらすぐに気が散っちゃうじゃないですか。スマホで動画見たり、深夜ラジオを聴きいたり、真夜中に部屋の掃そう除じを始めたり……」

「机の周りが片付いてたほうが、勉強の能率が上がる気がしたんだよ……！　てか、なんで、昨日の俺おれがやったことを全部知ってんだ!?」

　恐こえェよ！　と思わず身み震ぶるいする古こ城じよう。いくら雪ゆき菜なの任務が古こ城じようの監かん視しとはいえ、自宅での行動内容まで逐ちく一いち把は握あくしているのはやり過ぎだと思う。

「その点、雪ゆき菜なちゃんの部屋は片付いてるから安心だよね」

　凪なぎ沙さがにこやかに微ほほ笑えんで言った。

「片付いてるっていうか、そもそも散らかる物がないんだけどな、この部屋」

　古こ城じようがリビングを見回してしみじみと呟つぶやく。

　雪ゆき菜なが暁あかつき家の隣りん室しつに引ひっ越こしてきたのは約半年前。だが、荷物の少ない殺風景な部屋なのは相変わらずだ。必要最低限の家具以外、ほとんどなにも置かれていない。

「これでも最初の頃ころよりは、だいぶ持ち物が増えたんですよ」

　室内が殺風景なことは自覚しているのか、雪ゆき菜なが控ひかえめに反論する。

「そうなのか……？」

「はい。ネコマたんのクッションとか、ネコマたんのぬいぐるみとか、ネコマたんのブランケットとか、ネコマたんのタペストリーとか」

「増えてるのネコマたんグッズだけじゃねーか！」

　思わず強めに突つっこむ古こ城じよう。雪ゆき菜なはネコマたんなる謎なぞのゆるキャラの愛好者なのだ。

「違ちがいます違ちがいます。ちゃんと家具や家電も増えてますよ。洗せん濯たく機きとか掃そう除じ機きとか」

　雪ゆき菜なが慌あわてて部屋の隅すみを指し示す。そこに置かれていたのは、平べったい円形の電化製品だ。

「あ、これ、ロボット掃そう除じ機きだ」

　凪なぎ沙さが目ざとく反応する。雪ゆき菜なは少し得意げにうなずいて、

「はい。面めん倒どうな設定をしなくても声で操作できるんです」

「えっ、すごい。見たい。動かして動かして」

「『ドーモ、サヤカ＝サン、掃そう除じして』」

　雪ゆき菜ながコホンと咳せき払ばらいしたあと、口調を変えて命令した。オ掃そう除じヲ開始シマス、という合成音声とともに、ロボット掃そう除じ機きが起動する。

「わ、動いた！」

「こいつ、サヤカって名前なのか？　いいのか……？」

　動き出した掃そう除じ機を見て無む邪じや気きに喜ぶ凪なぎ沙さと、複雑な表情を浮うかべる古こ城じよう。獅し子し王おう機き関かんの養成所時代、雪ゆき菜なのルームメイトだった煌きら坂さか紗さ矢や華かという少女のことを思い出したのだ。

「持ち主のあとをついてきたり、会話する機能もありますよ」

　雪ゆき菜なが意外にノリノリで掃そう除じ機きの機能を説明する。

「マジで？　ていうか、掃そう除じ機きと会話する必要あるか？」

　古こ城じようが疑念の眼まな差ざしを機械に向けた。

　まるでその視線に反応したように、ロボット掃そう除じ機きがくるりと古こ城じように向き直り、

『ア、アンタノタメニ掃そう除じシテアゲテルワケジャナインダカラネ！』

「……なるほど、これはサヤカだな」

　唐とう突とつな掃そう除じ機きの発言に、顔をしかめて古こ城じようが言う。雪ゆき菜なは少し困ったように眉まゆ尻じりを下げて、

「そ、そういうつもりで名付けたわけではないんですけど……」

「──って、掃そう除じ機きかけてる場合じゃないんだよ！」

　凪なぎ沙さが突とつ然ぜん我に返ったように叫さけんだ。

「そうでした。テスト勉強をしないと」

　雪ゆき菜なが慌あわてて掃そう除じ機きに停止を命じる。新型の電化製品にうっかり気を取られていたが、古こ城じようたちが姫ひめ柊らぎ家に来た目的は試験勉強だ。

「言っとくけど、今のは俺おれのせいじゃないからな」

「わかってるよ。わ、もう、こんな時間……あたし、いても邪じや魔まだって言われたから帰るけど、雪ゆき菜なちゃん、古こ城じよう君の見張り、よろしくね」

「うん、任せて」

　凪なぎ沙さの言葉に、雪ゆき菜なが力強くうなずいた。名残なごり惜おしそうに振ふり返かえる凪なぎ沙さを、さっさと帰れ、と追おい払はらう古こ城じよう。後こう輩はいの女子に勉強を教わるだけでも屈くつ辱じよくなのに、その姿を実の妹に見られるのはさすがに耐たえられない。勉強に集中するためにも、凪なぎ沙さに居い座すわられては困るのだ。

「というわけで、さあ、先せん輩ぱい、勉強しますよ」

　雪ゆき菜なが表情を引ひき締しめて、古こ城じようの隣となりに移動してくる。その距きよ離りの近さに古こ城じようは戸と惑まどった。

「なんで隣となりに座すわるんだ、姫ひめ柊らぎ？」

「……え？　向かい側に座すわったら教科書が見にくくないですか？」

　肩かたを寄せ合うような姿勢のまま、雪ゆき菜なが怪け訝げんな顔で古こ城じようを見上げてくる。

　たしかにもっともな指し摘てきだった。勉強を教えてもらっている立場上、そう言われてしまうと文句をつけられない。問題はここが雪ゆき菜なの自宅で、古こ城じようと二人きりということだ。

　当然ながら今の雪ゆき菜なは部屋着姿。Ｔシャツに短パンだけの無防備な状態だ。髪かみを無造作に束ねているせいで細いうなじが露あらわになっており、なにやらやけにいい匂においがする。

　勉強に集中しなければ、と古こ城じようはシャーペンを手に取ってノートに向かった。

　しかしノックした指先に伝わってくる手応えが妙みように頼たよりない。

「って、あれ？　シャーペンの芯しんが切れてた。姫ひめ柊らぎ、鉛えん筆ぴつ借りてもいいか？」

「あ、はい。すぐに削けずりますね」

　雪ゆき菜ながいそいそと立ち上がり、新品の鉛えん筆ぴつとナイフを持って戻もどってくる。刃は渡わたり二十センチ近い黒くろ塗ぬりの軍用ナイフである。

「おい!?　なんだ、そのサバイバルナイフ!?」

「すみません、うちには専用の鉛えん筆ぴつ削けずり器きがないので」

　焦あせる古こ城じようを見返して、雪ゆき菜ながきょとんと首を傾かしげる。

「わかるけど、そのナイフは絵え面づら的に恐こわいだろ。もっと普ふ通つうのカッターとかないのか？」

「いえ、こちらのほうが扱あつかい慣れているので……でも、そうですね、少し研とぎ直なおしたほうがいいかも知れません。切れ味よりも耐たい久きゆう性重視の刃は付つけをしているので」

「そこから!?　鉛えん筆ぴつを削けずるのにナイフを研とぐとこから始めるのか!?」

「大だい丈じよう夫ぶです。すぐ終わりますから。それまではこのシャーペンの芯しん、使っててください」

「芯しんの予備があるのかよ!?　だったらそっちでいいよ！　わざわざナイフ研とがなくても！」

「そうなんですか？」

　どこか残念そうに呟つぶやきながら、雪ゆき菜ながナイフと鉛えん筆ぴつを片付ける。

　やれやれと嘆たん息そくしながらシャーペンの芯しんを補ほ充じゆうし、そのとき古こ城じようは、ふと部屋の隅すみに積み上げられた本の束に目を留めた。少年向けのマンガ単行本だ。

「姫ひめ柊らぎもマンガなんか読むんだな？」

　少し意外に思って、古こ城じようが訊きく。雪ゆき菜なが少し恥はずかしそうに本を一冊手に取って、

「クラスの友人が、おすすめだからって貸してくれたんです」

「けっこう有名な作品だよな。面おも白しろい？」

「そうですね。最初は絵が苦手だったんですけど、読み始めたら引きこまれて一気に最後まで読破しちゃいました。アニメ版もすごく良かったです」

　目をキラキラとさせながらマンガの感想を語る雪ゆき菜な。古こ城じようは彼かの女じよの手から単行本を受け取り、パラパラとめくる。特とく徴ちよう的な絵え柄がらと演出が目立つ、迫はく力りよくのある作品だ。

「これって、たしかラスボスが吸きゆう血けつ鬼きなんだよな……」

「はい。それもあって主人公に共感できたのかもしれません」

「どういう意味だよ……」

　顔をしかめて呻うめきながら、古こ城じようは試ためしにマンガを読み始める。吸きゆう血けつ鬼きの力を手に入れた究極の悪とも呼ぶべきラスボスに、生身のまま立ち向かう主人公。なかなか熱い展開だ。知的な駆かけ引ひきや登場人物たちの人間ドラマも魅み力りよく的てきである。衝しよう撃げき的てきな展開に驚おどろく古こ城じようを、どこか楽しそうに見守る雪ゆき菜な。気がつけば古こ城じようは第一部、第二部を読み終え、傑けつ作さくと名高い第三部へと手を伸のばしていた。そして雪ゆき菜なは、そこでようやく思い出したように顔を上げ、

「せ、先せん輩ぱい！　マンガ読んでる場合じゃないです！」

「うおっ、そうだった！　試験勉強……試験勉強しないと！　もうこんな時間か!?」

　時計を目にした古こ城じようが表情を凍こおらせた。時刻は午前零れい時過ぎ。すでに試験当日である。

「こうなったら、応用問題は捨てましょう。基本的な公式や単語だけ確実に覚えて、あとは過去問を参考にテストに出そうなところを重点的にやるということで──」

「わ、わかった。それが現実的だよな」

　古こ城じようはうなずき、用意してきた教科書や参考書をテーブルに広げた。雪ゆき菜なと二人で手分けして、出題されそうな分野にヤマを張る。このペースでは、今日はこのまま徹てつ夜やになりそうだ。

「悪いな、姫ひめ柊らぎ。付き合わせて。自分の勉強だってあるのに」

「気にしないでください。高たか神がみの杜もりにいたころはもっと過か酷こくでしたから」

「獅し子し王おう機き関かんの養よう成せい施し設せつだっけ。どんな感じの学校だったんだ？」

　ふと興味を覚えて、古こ城じようは何気なく話を振ふる。

「全ぜん寮りよう制せいの女子校です。初等部から高等部まで合わせても、生徒数は千人に満たない小さな学校なんですけど」

「千人？　それが全員、姫ひめ柊らぎや煌きら坂さかみたいな霊れい能のう力りよく者しやなのか？」

「そうですね。ただ、剣けん巫なぎや舞ま威い媛ひめになれる生徒は一ひと握にぎりなので、戦せん闘とう訓練についていけなくて退学する子も多かったです。中には怪け我がをして命を落とした子も──」

「そう……か……」

　雪ゆき菜なの口から語られた壮そう絶ぜつな事実に、古こ城じようが表情を硬かたくする。

「あ、いえ、すみません。さすがにそこまでの事故は滅めつ多たにないので。攻こう魔ま師しになれなくても、普ふ通つうに卒業して分ぶん析せき官かんや魔ま導どう技ぎ師しになってる子もたくさんいますから」

　少し慌あわてたように首を振ふり、雪ゆき菜なは無理やりな笑えみを浮うかべた。

「そうだ、写真もありますよ。こないだ唯ゆい里りさんが送ってくれたんです」

「そうなのか。ちょっと見せてもらってもいいか？」

「はい」

　少し待っていてくださいと言い残し、雪ゆき菜なが隣となりの部屋に行く。しばらくして戻もどってきた彼かの女じよは、大きな段ボール箱を抱かかえていた。箱の中に詰つめこまれているのは、高たか神がみの杜もり女学院時代の雪ゆき菜なの私物らしい。見慣れない制服も入っている。

「え……と、これですね。これが初等部のぶんで、こっちが中等部に入ってからの写真です」

　雪ゆき菜なに手て渡わたされたアルバムを、どれどれ、と無造作に開く古こ城じよう。育った環かん境きようが環かん境きようだけに、雪ゆき菜なが持っている写真の数はそれほど多くない。それでも、その中の何枚かには、古こ城じようの知っている顔が写っていた。

「お、ニャンコ先生じゃん。さすが長エ生ル種フ、今と全然変わってないな」

「はい。わたしに稽けい古こをつけてくださっていたときですね」

　雪ゆき菜ながにこやかに微ほほ笑えみながら解説する。古こ城じようは構わずページをめくって驚おどろきに目を瞠みはり、

「これ、煌きら坂さかか？　うお、マジで幼い！　あいつ、小学生のころから美人だったんだな」

「そうですね。紗さ矢や華かさんは昔から本当に綺き麗れいで……わたしも隣となりに写ってます」

「こっちは志し緒おさんか。あの人、ロングヘアだったんだな。イメージ違ちがうけど似合ってるなー」

「ですね。あと、わたしも髪かみを伸のばしてたんですけど……」

　どことなくむくれた表情で呟つぶやく雪ゆき菜な。へえ、と古こ城じようは素っ気なくうなずいて、

「って、唯ゆい里りさん、水着じゃん。これ、俺おれが見てもいいやつなのか？」

「……いいんじゃないですか。唯ゆい里りさんのことだけ好きなだけ見てれば。いやらしい」

　ついに表情を消した雪ゆき菜なが、温度のない声でぼそりと言った。古こ城じようは、彼かの女じよが急に不ふ機き嫌げんになったことに少し面めん喰くらう。

「そういえば唯ゆい里りさんたちがいつも着てた服って、高たか神がみの杜もりの制服だったんだな」

「はい。いちおう私も持ってますけど、よかったら着てみましょうか？」

「そうだな、ちょっと見たいかもな」

「え？　本当に？」

　雪ゆき菜なが驚おどろいたように目を大きくする。彼かの女じよの機き嫌げんが好転する兆きざしを感じて、古こ城じようはここぞとばかりにたたみかけることにする。

「きっと似合うんだろうなー。見てみたいなー」

「も、もう、先せん輩ぱいは本当に仕方のない吸血鬼ヒトですね。ちょっとだけですよ」

　段ボール箱の底から制服を取り出して、雪ゆき菜なが着き替がえのために隣となりの部屋へと入っていく。それを見送って古こ城じようはこっそり溜ため息いきをついた。

　アルバムに収められた雪ゆき菜なの過去の写真。古こ城じようがそれを話題にしなかったのは、迂う闊かつに触ふれていいかどうか判断できなかったからだ。幼いころの雪ゆき菜なはとんでもない美少女で、同時に、荒すさんだ冷たい目をしていた。他者を拒きよ絶ぜつする氷のような眼まな差ざしだ。孤こ児じとなった彼かの女じよが高たか神がみの杜もりに引き取られるまでになにがあったのか──それを尋たずねてもいいのか、古こ城じようにはわからない。

「遅おそいな……姫ひめ柊らぎ？　着き替かえ、まだ済まないのか？」

　古こ城じようが時計を確かく認にんする。雪ゆき菜なは隣となりの部屋に行ったきり、十分以上経たっても戻もどってこない。部屋からは物音一つ聞こえず、声をかけても答えは返ってこなかった。

「おーい、入るぞ」

　着き替がえ中になにかあったのではないかと、不安になってドアを少しだけ開けてみる。だが、ドアの向こうに広がっていたのは完全な暗くら闇やみ。だだっ広い虚きよ無むの空間だった。

「なんで、こんな場所が姫ひめ柊らぎの部屋に──」

　闇やみの中に足を踏ふみ入いれた古こ城じようの喉のど元もとに、突とつ然ぜんナイフが突つきつけられる。見覚えのある黒くろ塗ぬりの軍用ナイフだった。

「姫ひめ……柊らぎ……？」

「あなたは、誰だれ？　どうしてわたしの名前を知っているの？」

　高たか神がみの杜もり女学院の制服を着た雪ゆき菜なが、古こ城じようにナイフを向けたまま訊きいてくる。

　その雪ゆき菜なは古こ城じようの知っている彼かの女じよよりもだいぶ幼く、荒すさんだ冷たい目をしていた。

「俺おれは、おまえの監かん視し対象だよ」

　古こ城じようが平静な口調で言う。ここはおそらく現実ではない。古こ城じようの直感がそう告げていた。雪ゆき菜なの潜せん在ざい意識か過去の記き憶おく。あるいは夢。よくわからないが、そのようなものだろう。古い制服が触しよく媒ばいになって、雪ゆき菜なの過去と古こ城じようの意識が、魔ま術じゆつ的てきにつながったのかもしれない。

「監かん視し対象？」

　幼い雪ゆき菜なの瞳ひとみが戸と惑まどいに揺ゆれる。古こ城じようは微ほほ笑えんで首しゆ肯こうした。

「ああ。剣けん巫なぎになったおまえが、俺おれを監かん視しするために絃いと神がみ島じまに来るんだ」

「絃いと神がみ島じま……魔ま族ぞく特とつ区く……」

　雪ゆき菜なが、ナイフを握にぎる手に力を入れる。

「そこでわたしはあなたを殺せばいいの？」

「いや、まあ、最初はそのつもりだったのかもしれないけど、おまえは俺おれを助けてくれるよ。俺おれだけじゃない、たくさんのヒトを」

「噓うそ。わたしに誰だれかを助けることなんて出来ないもの」

　幼い雪ゆき菜なが平へい坦たんな口調で言った。絶望と諦てい観かんに心を閉ざした声だった。
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「わたしに関わった人たちはみんな死ぬの。父とう様さまも母かあ様さまも、剣けん巫なぎ様も──」

「ああ、それなら心配するな。俺おれはたいていのことじゃ死なないから」

「え……？」

「疑うなら、今、試ためしてもいいぜ。殺せるものならな。だけど、なるべく痛くない感じで頼たのむ」

「あなたは……いったい……」

　想定外の古こ城じようの返事に、雪ゆき菜なが困こん惑わくの表情を浮うかべた。年相応の幼い表情だ。古こ城じようはそんな彼かの女じよの頭を、そっと抱だき寄せて撫なでてやる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺おれの知ってる姫ひめ柊らぎは、優やさしくて強くて、ちゃんと大事な人たちを守れるようになってる。煌きら坂さかや唯ゆい里りさんや志し緒おさんたちもそう思ってるぜ。たぶんおまえの師し家け様さまもな」

「本当……に？」

　雪ゆき菜ながゆっくりとナイフを下ろす。彼かの女じよの瞳ひとみに涙なみだが浮うかぶ。凍いてついていた水面が溶とける気配。自分の言葉が過去の雪ゆき菜なに届けばいい、と古こ城じようは祈いのるような気持ちで考える。

「普ふ段だんと違ちがう服も新しん鮮せんでいいけど、やっぱり姫ひめ柊らぎはいつもの制服のほうが似合ってるな」

「な、なにを……」

　古こ城じように見つめられた雪ゆき菜なが、頰ほおを赤らめて動どう揺ようする。それは古こ城じようがよく知っている現い在まの雪ゆき菜なの表情で────




「古こ城じよう君、起きて！　古こ城じよう君！　雪ゆき菜なちゃんも！」

「ん……ああ……凪なぎ沙さ？」

　乱暴に肩かたを揺ゆさぶられて、古こ城じようはゆっくりと目を開けた。

　すぐ隣となりには、古こ城じようと寄より添そうような姿勢で眠ねむる雪ゆき菜なの横顔がある。どうやら二人とも知らない間に眠ねむっていたらしい。窓からは明るい朝の光が射さしこんでいる。

「ああ……凪なぎ沙さ？　じゃないよ！　二人とも今何時だと思ってるの？　試験勉強は？」

　制服に着き替かえて登校準備を終えた凪なぎ沙さが、腰こしに手を当てて古こ城じようたちを見下ろしてくる。

　まだ少し寝ねぼけた表情の雪ゆき菜ながパチパチと目を瞬またたき、凪なぎ沙さの言葉にハッと息を吞のんだ。

「し……試験勉強!?」

「噓うそだろ……なんで……!?」

「さっきのって……夢？　でも、先せん輩ぱいが出てきて、昔のわたしに大だい丈じよう夫ぶだって……」

　お互たがいに激しく動どう揺ようしながら、雪ゆき菜なと古こ城じようが顔を見合わせる。いつの間に眠ねむりに落ちたのか、どこからが夢だったのかさっぱりわからない。ただひとつだけ確実にわかっているのは、古こ城じようの試験勉強が一ミリも進んでいないということだ。

「ていうか、雪ゆき菜なちゃんのその服なに？　よその学校の制服を雪ゆき菜なちゃんに着せて、古こ城じよう君ってば二人でいったいなんの勉強をしてたのかなあ？」

　高たか神がみの杜もりの制服を着た雪ゆき菜なを冷ややかに眺ながめて、凪なぎ沙さがにっこりと微ほほ笑えんだ。

　古こ城じようと雪ゆき菜なは、青ざめながら弱々しく首を振ふる。

「ち、違ちがうの、凪なぎ沙さちゃん……これは先せん輩ぱいが着てくれっていうから……違ちがうの！　違ちがうから！　こんなはずじゃなかったの……！」

　必死に言い訳を続ける雪ゆき菜なの声を聞きながら、古こ城じようは遠い目をして溜ため息いきをつく。

　早朝の空は雲一つない快晴。絃いと神がみ島じまは今日も暑くなりそうだった。

















　折からの猛もう暑しよの影えい響きようか、絃いと神がみ島じまの人工海岸には大勢の海水浴客が押おし寄よせていた。

　砂すな浜はまに立てたパラソルの下、古こ城じようは仲間の荷物番をしながら暗い表情を浮うかべている。

「先せん輩ぱい？　泳ぎに行かないんですか？」

　波なみ打うち際ぎわから戻もどってきた雪ゆき菜なが、膝ひざを抱かかえる古こ城じように気づいて、怪け訝げんそうに呼びかけた。

「なんだ、姫ひめ柊らぎか……」

「な、なんだ？　わたしを見てなにか露ろ骨こつにがっかりしましたか……!?」

「ああ、いや、姫ひめ柊らぎはどうでもいいんだ」

「は？　どうでもいい……？」

「それより海水浴自体が憂ゆう鬱うつなんだよ。暑いし、混んでるし、なんかみんな水着だし」

「……海水浴場で水着は普ふ通つうですよね？」

「だからそういうのは吸きゆう血けつ鬼き的に困るだろ！　うっかりエロい水着の姉ちゃんとぶつかって、吸きゆう血けつ衝しよう動どうに襲おそわれたらどうすんだよ!?」

「……なるほど。女性の水着姿を見て興奮したら困る、と──って、その理り屈くつでわたしはどうでもいいっておかしくないですか!?」

「うん、まあ姫ひめ柊らぎはべつに。ああ、その水着、普ふ通つうに似合ってると思うぞ」

「うー……べつにいいですけど。どうせわたしは、ただの先せん輩ぱいの監かん視し役やくですし！」

　露ろ骨こつに無関心な古こ城じようの態度に、雪ゆき菜なはムカムカとこめかみをひくつかせる。

「てか、そもそも吸きゆう血けつ鬼きを海水浴に連れてくるのがおかしくないか？　弱点を突つきまくりだろ！　吸きゆう血けつ鬼きは泳げないんだよ！」

「海水浴を企き画かくしたのは凪なぎ沙さちゃんですし、吸きゆう血けつ鬼きが水に浮うかないというのは迷めい信しんですよ。先せん輩ぱいが泳げないのは、先せん輩ぱい個人の問題かと」

「ぐ……そういう姫ひめ柊らぎは泳げるのかよ？」

「はい。獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎに弱点はありません。水中戦せん闘とうの訓練ももちろん受けてます」

「いや……水中戦せん闘とうの訓練て……」

　なぜか誇ほこらしげな雪ゆき菜なに、呆あきれて息を吐はく古こ城じよう。雪ゆき菜なはニヤリと意地悪く微ほほ笑えんで、

「せっかく海に来たんだし、先せん輩ぱいも水泳の練習をしましょう。お付き合いしますよ」

「いや、いいよ。今日は直射日光がキツすぎだ。もうすでに肌はだがヒリヒリしてるし」

「吸きゆう血けつ鬼きの真祖なら日光にも耐たい性せいがあるはずですけど……先せん輩ぱい、日焼け止めは塗ぬってないんですか？　だいぶ楽になりますよ？」

「泳ぐつもりもないのに、そんなもの持ってくるわけないだろ」

「だったらわたしのを貸してあげます。もともと日焼け止めを塗ぬり直そうと思って、戻もどってきたところだったので」

「じゃあ、借りるか。泳ぐ気はないけどな」

　雪ゆき菜なが取り出した日焼け止めのボトルを、古こ城じようは渋しぶ々しぶと受け取った。だがボトルの蓋ふたを開けた瞬しゆん間かん、中の液体があふれてしまう。

「うわ!?」

「すみません、その容器、気をつけないと、すぐにそうなっちゃうので……」

「さすがにこれは使い切れないな」

　べったりと手に着いた白い液体を眺ながめて、古こ城じようは途と方ほうに暮れたように呟つぶやいた。

「そうだ、姫ひめ柊らぎ、後ろを向いてくれ」

「……？　こうですか？」

　素す直なおに言うことを聞いた雪ゆき菜なの背中に、古こ城じようは、余った日焼け止めをなすりつける。

　どのみち彼かの女じよも使う予定だったのだから、問題ないと思ったのだ。だが、

「ぅひゃうっ！」

「……なんか、すげえ可か愛わいい声がしたな」

「先せん輩ぱいが急に触さわるからじゃないですか！」

「姫ひめ柊らぎってもしかして、背中が弱いのか？　剣けん巫なぎに弱点はないんじゃなかったのか？」

「だ、だったら先せん輩ぱいは、どうなんですか!?」

　雪ゆき菜なが古こ城じようの背後に回って触ふれてくる。

「悪いが俺おれはべつにこれくらい平気──って、ふぁっ!?　わ、脇わき腹ばらは反則だろ!?」

「ふふっ……第だい四よん真しん祖そともあろうものが、ずいぶん隙すきだらけですね」

「隙すきだらけなのは姫ひめ柊らぎのほうだろ！」

「きゃああああっ！」




「──ねえ、矢や瀬ぜっち、あれ、どう思う？」

　砂すな浜はまでイチャついている兄と友人の姿を、暁あかつき凪なぎ沙さは遠くから冷ややかに眺ながめていた。

「仲が良さそうでいいんじゃね？」

　浮うき輪わを抱かかえた矢や瀬ぜがうんざりと答える。

「ま、絃いと神がみ島じまは今日も平和ってことだな」


















「うええぇ……」

　抜ぬき身みの長ちよう剣けんを支えにしながら、紗さ矢や華かがうずくまって嘔おう吐とする。トレードマークだった長ちよう髪はつをバッサリと切った今の彼かの女じよは、少し大人びたショートボブである。

　軍用の携けい行こう食しよく糧りようを手に持ったラ・フォリアが、そんな紗さ矢や華かを眺ながめて小さく首を傾かしげた。

「非常食は口に合いませんでしたか、紗さ矢や華か？」

「いえ、あの……口に合うとか合わないとかいう以前に、よくこの状じよう況きようで食事が出来ますね？」

　口元を拭ぬぐいながら立ち上がった紗さ矢や華かが、周囲を見回して苦い顔をした。

　アルディギア王国の領内で見つかった古こ代だい遺い跡せきの内部だった。

　日本とアルディギアの国際共同調査の最中に、遺い跡せきに仕し掛かけられていた結界が作動し、視察に訪おとずれていたラ・フォリアとともに地下に閉じこめられてしまったのだ。

　結界の内部は、腐ふ臭しゆうを放つ粘ねん膜まく状じようの生体組織に覆おおわれており、不気味な蠕ぜん動どうを続けていた。まるで結界そのものが、巨きよ大だいな生物の消化器官のようだった。

　紗さ矢や華かたちはそんな不気味な場所に、半日以上も囚とらわれてしまっているのである。

　しかしラ・フォリアはそんな状じよう況きようでも平然と携けい行こう食しよく糧りようをボリボリと囓かじり、

「邪じや神しん召しよう喚かん用ようの結界としてはよくあるタイプですし、見慣れてしまえば可か愛わいいものですよ」

「慣れちゃうくらいしょっちゅう邪じや神しん崇すう拝はい者しやの結界なんかに閉じこめられるのは、王女として大問題だと思うんですけど……」

「そうですね、この結界の見た目が気になるのでしたら、紗さ矢や華かの好きなホルモン焼きの具材だと思えばいいのではありませんか？　あの辺りはミノやハチノスっぽいですし」

「やめてくださいよ！　焼肉食べられなくなっちゃうじゃないですか！　ていうか、そもそもなんで王女がホルモン焼きにそんなに詳くわしいんですか!?」

「世界各地の食文化に精通しているのは、王族としてのたしなみです。為い政せい者しやたるもの、訪問先の土地で供きようされた料理は、どんなものでも美お味いしくいただかねばなりませんから──」

「いや……わかるようなわからないような……」

　王女の屁へ理り屈くつに首を傾かしげて、紗さ矢や華かは深い溜ため息いきをついた。ラ・フォリアは、血ちの気けの薄うすい紗さ矢や華かの横顔を見つめて眉まゆを寄せる。

「なにかありましたか、紗さ矢や華か。さっきから顔色があまりよくないみたいですが」

「あ、いえ、少し落ちこんでるだけです。せっかくの誕生日だったのに、こんなことになってしまったので……」

「まあ……今日は紗さ矢や華かの誕生日でしたか」

　ラ・フォリアが驚おどろいたように目を瞠みはる。紗さ矢や華かは苦く笑しようまじりに肩かたをすくめた。

「今さら誕生日を嬉うれしがるような歳としでもないですし、それはべつにいいんですけどね。ただ、雪ゆき菜ながお祝いしてくれることになっていたので、あの子に会えないのが残念だなって」

「それは申し訳ないことをしてしまいましたね。わたくしが獅し子し王おう機き関かんに遺い跡せきの鑑かん定ていを依い頼らいしてしまったせいで──」

「そんな……王女のせいじゃないですよ。私の派は遣けんを決めたのは獅し子し王おう機き関かんの上層部ですし、結界の発動を防げなかったのは私自身の落ち度だし……」

「ふふっ、そういうことなら、早くこの結界を抜ぬけ出だして、紗さ矢や華かの誕生日を祝いましょう。それはもう、アルディギアの総力を挙げて盛せい大だいに──」

「いいですよ、そんなの！　お気持ちだけで充じゆう分ぶんですから！」

　紗さ矢や華かが慌あわてて首を振ふる。銀ぎん髪ぱつの王女はクスクスと微ほほ笑えみながら、紗さ矢や華かの瞳ひとみをのぞきこみ、

「……残念だったのは雪ゆき菜なに会えないことだけですか？」

「え？」

「本当は雪ゆき菜なよりも、彼かれに会いたかったのではありませんか？」

「そ、そんなこと……わ、私はべつに暁あかつき古こ城じようのことなんてちっとも……！」

「あら、わたくしは古こ城じようの名前なんて口にした覚えはありませんが」

「なっ……ちょっ、ズルっ……は、嵌はめましたね、王女!?」

　すっとぼけた態度のラ・フォリアを睨にらんで、紗さ矢や華かが、うぐぐ、と弱々しく唸うなった。

　王女は微ほほ笑えみを絶やさぬまま、ふと思い出したというふうに指を鳴らす。

「そういえば、少し前に、あなたと古こ城じようが一いつ緒しよにバカンスに出かけたという噂うわさを耳にしたのですけれど。それも二週間近く二人きりだったとか──」

「バカンスなんかじゃありません！　遭そう難なんしたんですよ！　天てん部ぶの死し都との調査中に変な空間に飛ばされて！　暁あかつき古こ城じようは何度も死にかけるし、戻もどってくるのにすごく苦労したんですから！」

　紗さ矢や華かが頰ほおを真っ赤にしながら訂てい正せいした。ラ・フォリアは、ますます楽しそうに目を細めて、紗さ矢や華かに顔を近づける。

「わたくしが聞いた話では、そのとき古こ城じようは一時的に記き憶おくを失っていたとか……」

「なんでそんなことまで知ってるんですか……!?」

　紗さ矢や華かの頰ほおが引ひき攣つった。〝第だい四よん真しん祖そ〟暁あかつき古こ城じようの行動は、絃いと神がみ市し国こくの──ひいては日本政府の重要機密だ。いくら相手が同盟国の王女とはいえ、その情報が筒つつ抜ぬけになっている状じよう況きようは、見過ごせるものではない。

　一方のラ・フォリアは、なぜかウキウキと胸の前で手を合わせて身をよじる。

「誰だれも知らない異世界で二人きり……ふふっ、これは一ひと夜よの過あやまちの予感がしますね……」

「ひ、一ひと夜よの過あやまちってなんですか……！　そんなことあるわけないじゃないですか！」

「べつに責めているわけではないのですよ？」

　なぜか焦あせる紗さ矢や華かを見つめて、ラ・フォリアはきょとんと目を瞬またたいた。

　紗さ矢や華かは気まずげに視線を彷徨さまよわせながら、強ごう引いんに話題を変えようとする。

「そ、そんなことより王女のほうこそどうなんですか？　王おう位い継けい承しよう権けんを放ほう棄きするという噂うわさが、マスコミで報道されてるって──」

「ああ……その情報を流したのはわたくしです」

　ラ・フォリアがさらりと返答し、紗さ矢や華かはたまらず咳せきこんだ。

「王女!?　なにしてくれてるんですか、あなた!?」

「継けい承しよう権けんを放ほう棄きするわけではありませんよ。妹たちの継けい承しよう順位を繰くり上あげるだけです。継けい承しよう権けん第一位を持ったままでは、古こ城じようとの婚こん姻いんに差さし支つかえますから──」

「まさか……本当に暁あかつき古こ城じようと結けつ婚こんするつもりなんですか……？」

　紗さ矢や華かは真顔になってラ・フォリアを見返した。

　これまで幾いく度どとなく古こ城じように求きゆう婚こんしてきたラ・フォリアだが、どこまで本気で言っているのか、紗さ矢や華かは確信が持てずにいた。容易には本心を悟さとらせないラ・フォリアの気まぐれな振ふる舞まいが原因である。しかし結けつ婚こんのために第一王女の立場を放ほう棄きするとなると、話はまったく変わってくる。それだけ彼かの女じよは本気ということだ。

「わたくしは噓うそをついたことはありませんよ、紗さ矢や華か」

　ラ・フォリアがいつもの悪いた戯ずらっぽい口調で告げてくる。

「噓うそだと言ってくださったほうが気が楽だったんですけど……」

　紗さ矢や華かは力なく嘆たん息そくし、こみ上げる吐はき気けをこらえるように口元を押おさえた。

　それに気づいたラ・フォリアが、訝いぶかるように表情を険しくする。

「紗さ矢や華か、あなた……もしかして……」

　しかし王女が、最後まで言葉を続けることはできなかった。突とつ然ぜん飛来してきた弾だん丸がんが、彼かの女じよの身体からだを横よこ殴なぐりに吹ふき飛とばしたからだ。

「──王女!?」

　鮮せん血けつを撒まき散ちらして倒たおれるラ・フォリアを眺ながめて、紗さ矢や華かが絶ぜつ叫きようした。

　大口径の機き銃じゆう弾だんを浴びた銀ぎん髪ぱつの王女は、内臓の大半を失った無む惨ざんな姿で、血ち溜だまりの中に沈しずんでいる。粘ねん膜まくに覆おおわれた遺い跡せきの壁かべが鮮せん血けつを浴びて、歓かん喜きするように身み震ぶるいする。

　紗さ矢や華かたちを閉じこめていた結界が揺ゆらいで、誰だれかが現れる気配があった。

　振ふり返かえった紗さ矢や華かが目にしたのは、漆しつ黒こくのローブを着き込こんだ十人ほどの集団だ。その中の何人かは、紗さ矢や華かの知っている顔だった。遺い跡せきの発はつ掘くつ調査隊に雇やとわれていた地元の作業員だ。

　しかし彼かれらが構えていたのは、発はつ掘くつ用のシャベルやツルハシではなく、軍用のアサルトライフルだった。そして彼かれらのローブに描えがかれている紋もん章しようは、名も無き古代の邪じや神しんの紋もん章しようである。

「邪じや神しん崇すう拝はい者しや……!?　あなたたち、最初からラ・フォリア王女を狙ねらって──」

　紗さ矢や華かが銀色の長ちよう剣けんを構えて、ローブの男たちを睨にらみつける。

　その紗さ矢や華かが表情を歪ゆがめたのは、男たちを庇かばうように出現した巨きよ大だいな影かげに気づいたからだ。無数の重火器で武装した対魔ま族ぞく用の装甲戦闘車両ＡＦＶである。

「有脚戦車ロボツトタンク!?　こんなものまで──！」

　紗さ矢や華かは剣けんを振ふりかざし、擬ぎ似じ空間断層の防ぼう御ぎよ壁へきを展開しようとした。

　だが、それよりも戦車の砲ほう撃げきのほうが速かった。無数の機き銃じゆう弾だんに撃うち抜ぬかれ、紗さ矢や華かは声もなくその場に崩くずれ落おちる。

　飛び散った鮮せん血けつに触ふれた遺い跡せきの結界が、再び生物のようにわなないた。しかし結界に生じた変化はそれだけだった。遺い跡せきは再び沈ちん黙もくし、そのことにローブの男たちが困こん惑わくする。

「なぜだ……生いけ贄にえを捧ささげたはずなのに、なぜ祭さい壇だんが反応しない……!?」

「ラ・フォリア・リハヴァインは、アルディギア王家でも史上稀まれにみる強力な精せい霊れい使つかいではなかったのか……？　それに護衛についていた女は、日本の獅し子し王おう機き関かんの巫み女こだと……」

「──なるほど。あなた方の目的は、わたくしを生いけ贄にえとして利用することでしたか」

　戸と惑まどう男たちを嘲あざけるような、楽しげな声こわ音ねが結界内に響ひびいた。

　銃じゆう撃げきを浴びて倒たおれたはずのラ・フォリアが、長い銀ぎん髪ぱつを揺ゆらしてゆっくりと起き上がる。破れた服の隙すき間まからのぞいていたのは、傷ひとつない真っ白な肌はだだった。

「馬鹿な……いくら精せい霊れい使つかいでも、あれだけの銃じゆう弾だんを喰くらって生きていられるわけが……！」

「ええ。わたくしがただの人間のままなら、そうでしょうね」

　男たちが動どう揺ようから立ち直る前に、ラ・フォリアは愛用の拳けん銃じゆうを引ひき抜ぬいた。華か麗れいな装そう飾しよくが施ほどこされた黄金の単たん発ぱつ銃じゆう。装そう塡てんされているのは、呪じゆ式しき弾だんだ。

　ようやく我に返った男たちが、再び彼かの女じよに向かって発はつ砲ぽうする。

　しかし王女に直ちよく撃げきする寸前、男たちが放った弾だん丸がんは、すべて見えない壁かべに阻はばまれたように弾はじかれた。絶命したはずの紗さ矢や華かが平然と起き上がり、擬ぎ似じ空間断層の防ぼう御ぎよ壁へきを張ったのだ。

「すみません、王女。お召めし物ものを血で汚よごしてしまいました」

「構いません。おかげでこの結界を作動させた術者も出てきてくれたようですし」

　楽しげに唇くちびるの端はしを吊つり上あげて、ラ・フォリアが呪じゆ式しき銃じゆうの引き金を引いた。眩まばゆい閃せん光こうが視界を白く染め、有脚戦車ロボツトタンクの巨きよ体たいが爆ばく音おんとともに砕くだけ散ちる。

「せ、戦車が──」

　信じがたい光景の連続に、ローブの男たちが呆ぼう然ぜんと立たち竦すくんだ。紗さ矢や華かはそんな邪じや神しん崇すう拝はい者しやの密集地帯へと自ら飛びこみ、次々に彼かれらを蹴けり倒たおしていく。

「そうか……おまえたちは第だい四よん真しん祖その血の伴はん侶りよ……！　擬ぎ似じ吸きゆう血けつ鬼きになっていたのか──」

　最後に残ったリーダーらしき男が、ラ・フォリアたちを睨にらんで呻うめいた。

「ええ、そうです。七年前には、もうとっくに──」

　左手の薬指に嵌はめた銀色の指輪を男にかざして、ラ・フォリアは美しく口元を綻ほころばせた。

　目を剝むく男の首筋に手しゆ刀とうを叩たたきこみ、紗さ矢や華かはやれやれと息を吐はく。

　その直後、紗さ矢や華かたちを囚とらえていた結界に変化が訪おとずれた。遺い跡せきを覆おおっていた粘ねん膜まく状じようの組織が急激に干ひからび、灰となって崩くずれ落おちていく。

　結界を維い持じする術者が意識をなくしたことで、結界そのものが消しよう滅めつしたのだ。

　迷めい宮きゆう化かしていた遺い跡せきが単なる洞どう窟くつへと戻もどり、乾かわいた風が吹ふきこんでくる。風上の方角からは、かすかな光が洩もれていた。洞どう窟くつの壁かべを破は壊かいして、王女の護衛部隊が救助に入ってきたのだ。

　アルディギア王宮の騎き士し団だけでなく、魔ま導どう師し部隊や医い療りよう班、さらには有脚戦車ロボツトタンク部隊まで揃そろえた大所帯だ。そんな護衛部隊の隊員たちの中に、ひどく場ば違ちがいな存在が紛まぎれこんでいる。

　東洋人の幼い子ども。おそらく三さん歳さいほどの小さな女の子だ。

「──ママ！　いたよ！　紗しや矢や華かおばちゃん！」

「零れい菜な……!?」

　黒くろ髪かみの幼女が、危なっかしい足取りで紗さ矢や華かに向かって駆かけ寄よってくる。

　彼かの女じよを背後から見守っていたのは、紗さ矢や華かのよく知っている顔だった。

「無事だったんだな、煌きら坂さか。ラ・フォリアも元気そうでよかった」

　絃いと神がみ島じまにいるはずの暁あかつき古こ城じようが、ホッとしたような表情で紗さ矢や華かたちに向かって手を振ふった。

　彼かれの傍かたわらには、当然のように雪ゆき菜なの姿もある。

　私服のダウンコートを着た古こ城じようは、学生時代よりいくらか背が伸のびて大人びていたが、気け怠だるげな雰ふん囲い気きは相変わらずだ。吸きゆう血けつ鬼きである彼かれの身体からだは、肉体的に完成された時点で成長を止める。間もなく彼かれの加か齢れいは止まり、同じ姿のまま、永えい劫ごうの時間を生きることになるのだろう。

　それは彼かれの血の伴はん侶りよである雪ゆき菜なも同じだ。

　当然、紗さ矢や華かやラ・フォリアの肉体にも同様の現象は起きている。紗さ矢や華かたちが結界内の戦せん闘とうで見せた異様な再生能力は、その不死性の副産物なのだった。

「暁あかつき古こ城じよう……それに雪ゆき菜なも……どうしてアルディギアに……？」

「私が呼んでおいたのです。せっかくの紗さ矢や華かの誕生日ですから」

　じゃれつく幼女を抱だき上あげたラ・フォリアが、得意げな表情で種明かしをする。紗さ矢や華かはぽかんと目を丸くして王女を見た。

「最初からご存じだったんですか……？　でも、私の誕生日は……」

　機械式腕うで時ど計けいの日付表示を確かく認にんして、紗さ矢や華かは困こん惑わくするように目を伏ふせた。遺い跡せきの結界の中を彷徨さまよっている間に日付が変わって、紗さ矢や華かの誕生日だった七月三日はもう過ぎている。

　そのこと自体はとっくに諦あきらめがついていたけれど、わざわざ絃いと神がみ島じまから駆かけつけてくれた雪ゆき菜なたちのことを思うと、申し訳ない気分になるのも事実だ。

「あら……まだ誕生日を祝うくらいの時間は残っていますよ？」

　ラ・フォリアが思わせぶりに微ほほ笑えんで告げる。

　紗さ矢や華かは、そこでハッと顔を上げた。自分が今いる場所を思い出したのだ。

「あ……時差……！」

　アルディギアと日本の時差は七時間。日本時間に合わせたままの紗さ矢や華かの時計で日付が変わっていても、現地時間ではまだ七月三日なのだ。

　最初からそこまで計算していたかのようなラ・フォリアに軽い畏い怖ふを覚えつつ、その彼かの女じよが自分を気き遣づかってくれたことに、紗さ矢や華かは予期せぬ感動を覚えた。そして王女の呼びかけに応じてわざわざ会いに来てくれた古こ城じようと雪ゆき菜なに対しても──

「紗しや矢や華かおばちゃん、泣いてるの……？」

　目を潤うるませた紗さ矢や華かに気づいて、ラ・フォリアに抱だかれた幼女が指し摘てきする。

「こら、零れい菜な！　おばちゃんじゃなくて、お姉ちゃんでしょ！」

　零こぼれそうになった涙なみだを拭ぬぐいながら、紗さ矢や華かは幼女の鼻先に人差し指で触ふれた。きゃあ、と幼女がくすぐったそうに身をよじる。

「紗さ矢や華かさん、その服……」

　銃じゆう撃げきを浴びて焼やけ焦こげた紗さ矢や華かの服を見て、雪ゆき菜なが心配そうに眉まゆを顰ひそめた。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。怪け我がしたところは綺き麗れいに治ってるから」

　紗さ矢や華かはあらわになった脇わき腹ばらに触ふれながら殊こと更さらにおどけた表情を浮うかべてみせた。

　雪ゆき菜なはそんな紗さ矢や華かの下腹部に視線を向けて、にっこりと笑う。

「まったく……気をつけてくださいね。もう紗さ矢や華かさん一人の身体からだじゃないんですから」

「うん……じゃなかった！　な……なに言ってるの、雪ゆき菜な……？」

　紗さ矢や華かが全身を硬こう直ちよくさせながら、ぎこちない口調で訊きき返した。

　雪ゆき菜なは、そんな紗さ矢や華かの前にスマホの画面を差し出して、

「斐ひ川かわ先せん輩ぱいが心配して写真を送ってきたんです。寮りようの紗さ矢や華かさんの部屋で、こんなものを見つけたって」

「ちょ……なんで私の母子手帳……！」

「まあ、母子手帳」

　紗さ矢や華かの肩かた越ごしに画面をのぞきこんだラ・フォリアが、目をキラキラと輝かがやかせる。

　蛇へびに睨にらまれたカエルのように、硬こう直ちよくしてダラダラと汗あせを流す紗さ矢や華か。そのすぐ隣となりでは、なぜか古こ城じようが蒼そう白はくな顔で立たち尽つくしている。

　雪ゆき菜なは美しい笑えみを浮うかべたまま、感情の読めない静かな声で、

「妊にん娠しん三カ月ですか……お相手の男性はどんな方だったんでしょうか……」

「あ……う……」

「そういえばちょうどその時期、どこかの吸きゆう血けつ鬼きの真祖が、紗さ矢や華かさんと二人きりでしばらく一いつ緒しよに過ごしていたような気がしますね？」

「ち、違ちがうの……雪ゆき菜な……あれは仕方がなかったっていうか……違ちがっ……」

　紗さ矢や華かは声を震ふるわせながら小刻みに首を振ふる。そして──
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「違ちがうのよおおおおおおおおおお！」

　カッと目を見開いて、紗さ矢や華かが勢いよく立ち上がる。

「き、煌きら坂さか!?」

「煌きら坂さかさん……？」

　びっくりしたような表情で紗さ矢や華かを見上げていたのは、隣となりに座すわっていた獅し子し王おう機き関かんの同どう僚りよう──斐ひ川かわ志し緒おと羽は波ば唯ゆい里りだった。二人が着ているのは高たか神がみの杜もり女学院の学校指定ジャージだ。

　紗さ矢や華かたちがいるのは、寺社の本堂を思わせる広々とした板張りの広間。獅し子し王おう機き関かんの修練場である。どうして自分がアルディギア王国から遠く離はなれた日本にいるのか、紗さ矢や華かの理解が追いつかない。

「ゆ、夢……？」

　ポニーテールに結ゆわえた自分自身の長い髪かみをすくい上げ、紗さ矢や華かは呆ぼう然ぜんと呟つぶやきを洩もらす。

　それでようやく状じよう況きようがつかめてくる。今の紗さ矢や華かは十七歳さい。〝第だい四よん真しん祖そ〟暁あかつき古こ城じようの存在は知っているが、彼かれの血の伴はん侶りよになった覚えはないし、もちろん彼かれの子を身み籠ごもる予定もない。あのろくでもない未来がただの悪夢だったことに、紗さ矢や華かは心底ホッとする。

「訓練中に夢を見るくらい熟じゆく睡すいするとは、いい度胸だね、紗さ矢や華か」

　安あん堵どする紗さ矢や華かに呼びかけてきたのは、淡あわい萌もえ葱ぎ色いろの髪かみの長エ生ル種フ──紗さ矢や華かの師し匠しようである縁えん堂どう縁ゆかりだった。

「し、師し家け様さま……！　違ちがうんです、今のは……あれ、私、なんで……」

　紗さ矢や華かは縁ゆかりの顔を見て、自分が瞑めい想そうの訓練をしていたことを思い出す。しかも師し匠しようである縁ゆかりが直じき々じきに指導している最中だったのだ。そんな大事な訓練中に、夢を見るくらい熟じゆく睡すいするとは、言い訳できない大失態である。

「とりあえず麓ふもとまで往復して目を覚ましておいで」

「ふ、麓ふもとまで……ですか……」

　この修練場が標高千メートル近い山中にあることを思い出し、紗さ矢や華かの表情が引ひき攣つった。だが、もちろん文句を言える立場ではない。

　紗さ矢や華かは肩かたを落としながら、すごすごと広間をあとにする。

「あの、縁ゆかりさま……この瞑めい想そうって、未来視を鍛きたえるための訓練ですよね？」

　紗さ矢や華かの姿が見えなくなったところで、残った唯ゆい里りが怖おず怖おずと手を挙げた。

「煌きら坂さかが見た夢って、もしかして……」

　志し緒おも険しい表情で訊きく。

　紗さ矢や華かの夢の内容まではさすがにわからないが、彼かの女じよが口にした寝ね言ごとを二人は聞いている。暁あかつき古こ城じよう。過あやまち。結けつ婚こん。母子手帳──未来予知の断だん片ぺんとしてはあまりにも不ふ穏おんな単語ばかりだ。

「さあ、どうだかね……まあ、本人にはしばらく黙だまっておいたほうがよさそうだね……」

　美しい髪かみをかき上げながら、長エ生ル種フの女性が溜ため息いきを洩もらす。

　唯ゆい里りと志し緒おは互たがいに顔を見合わせ、複雑な表情を浮うかべるのだった。
















「悪い、姫ひめ柊らぎ。このあと那な月つきちゃんの補習なんだ。凪なぎ沙さと一いつ緒しよに先に帰っててくれ」

　放課後。いつものように一いつ緒しよに下校しようと校門前で待ち構えていた雪ゆき菜なに、古こ城じようが素っ気なく告げた。

「補習……今日も、ですか？」

　雪ゆき菜なが表情を曇くもらせる。〝異ノ境ド〟での騒そう動どうが片付いて以来、古こ城じようはなぜか毎日のように居残りで授業を受けていたからだ。おかげで雪ゆき菜なはここ最近、古こ城じようと別行動することが増えている。

「そういうことだから、ごめんね。姫ひめ柊らぎさん」

　古こ城じようの隣となりに寄より添そっていた浅あさ葱ぎが、事務的な口調で謝罪する。古こ城じようが余計なことを言う前に、話を切り上げようという意図が滲にじんでいるように思えるのは気のせいか。

　そして古こ城じようは浅あさ葱ぎに連れられ、自分の教室へと戻もどっていった。雪ゆき菜なは為なすすべもなくそれを見送り、ふと近くにいた矢や瀬ぜ基もと樹きに目を留とどめる。

「矢や瀬ぜ先せん輩ぱい。少しお話を聞かせてもらってもいいですか？」

「え？　お、俺おれ？」

　雪ゆき菜なの視線に射い竦すくめられて、矢や瀬ぜが明らかに狼ろう狽ばいした。雪ゆき菜なは無表情で彼かれに詰つめ寄よって、

「どういうことですか？　どうして藍あい羽ば先せん輩ぱいが暁あかつき先せん輩ぱいと一いつ緒しよに南みな宮みや先生の補習を？」

　少なくとも成績に関しては、浅あさ葱ぎは学年トップの優等生だ。古こ城じようと一いつ緒しよに補習を受ける理由がない。それを指し摘てきされた矢や瀬ぜは、気まずげに視線を彷徨さまよわせる。

「いや、ああ見えて古こ城じようも来年は受験生だし、浅あさ葱ぎは受験勉強の手伝いをしてんじゃねーかな」

「受験勉強？　古こ城じよう君、大学に進学するの？」

　凪なぎ沙さが驚おどろきに目を丸くした。矢や瀬ぜはそんな凪なぎ沙さを意外そうに見返して、

「いちおう絃いと神がみ市立大学を目指してるらしいぜ……って、二人は聞いてなかったのか？」

「いえ……暁あかつき先せん輩ぱいからは、なにも……」

　凪なぎ沙さとちらりと顔を見合わせ、雪ゆき菜なが弱々しく呟つぶやいた。古こ城じようが自分の将来についてきちんと考えていたこと、それについてなにも知らされていなかったことに、雪ゆき菜なは激しく動どう揺ようする。

「そういや姫ひめ柊らぎちゃんは古こ城じようが卒業したらどうするんだ？　このまま彩さい海かい学がく園えんに通うのか？」

「それは……わたしにはまだなんとも……」

「そうか。じゃあ、古こ城じようの監かん視し役やくが交代になる可能性もあるわけか」

　何気ない口調で矢や瀬ぜが呟つぶやく。その言葉は、思いがけず雪ゆき菜なの心を深々とえぐった。

　雪ゆき菜なが古こ城じようの監かん視し役やくに選ばれたのは、たまたま歳としが近く、同じ学校に編入するのに都合がよかったというだけの理由である。古こ城じようが彩さい海かい学がく園えんを卒業してしまえば、雪ゆき菜なが監かん視し役やくを続ける必然性はもはやない。

「ちょ……ちょっと、雪ゆき菜なちゃん……!?」

　放心したような足取りで学園の外へと歩き出した雪ゆき菜なを、凪なぎ沙さが慌あわてて追いかけてくる。

　二人はそのまま互たがいに無言で歩き続け、やがて凪なぎ沙さは意を決したように雪ゆき菜なに呼びかけた。

「あのね、雪ゆき菜なちゃんが落ちこんでるときにこういうこと言うのはなんだけど、安心したよ」

「え？」

「雪ゆき菜なちゃんは任務で仕方なくとかじゃなくて、ちゃんと古こ城じよう君と一いつ緒しよにいたかったんだって」

「それは……」

　雪ゆき菜なが驚おどろいたように足を止めた。

　反射的に否定しようとして、しかし雪ゆき菜なはなにも言えずに沈ちん黙もくする。その直後──

「雪ゆき菜な！」

　やけに騒そう々ぞうしい声で名前を呼ばれて、雪ゆき菜なは戸と惑まどいながら振ふり返かえった。ひどく焦あせった様子で駆かけ寄よってくるのは、雪ゆき菜なのよく知っている少女である。

「……紗さ矢や華かさん？　どうしたんですか、そんなに慌あわてて……？」

「私のことはいいのよ！　それよりこれはどういうこと？　雪ゆき菜なは知ってたの？」

　困こん惑わくの表情を浮うかべる雪ゆき菜なに、紗さ矢や華かがスマホを突つきつけてくる。映っているのは、浅あさ葱ぎの自じ撮どり写真である。景色のいい海辺などを背景に撮さつ影えいされており、おかしな点は特にない。

「藍あい羽ば先せん輩ぱいのＳＮＳアカウントですか？　この画像がなにか……？」

「匂におわせよ、匂におわせ！　見て、この映りこみ！　ここのところ毎日なんだけど！」

　紗さ矢や華かが拡大した写真を見て、雪ゆき菜なは小さく息を吞のんだ。

　浅葱の背後の金属やガラスなどに、古こ城じようとおぼしき人ひと影かげが映り込こんでいる。写真が投とう稿こうされたのはいずれも平日の夕方。古こ城じようが那な月つきの補習を受けているはずの時間帯である。

「……暁あかつき先せん輩ぱいと藍あい羽ば先せん輩ぱいが、毎日一いつ緒しよに出かけてるってことですか？」

「そ、そういうことだと思うんだけど……」

　雪ゆき菜なが静かに質問し、その声に謎なぞの圧力を感じて紗さ矢や華かが表情を引ひき攣つらせた。

「あら、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な？　叶かな瀬せ夏か音のんは一いつ緒しよじゃありませんでしたの？」

　そこに通りがかったべつの生徒が、緊きん張ちよう感かんのない声で雪ゆき菜なに呼びかけてくる。純白の髪かみを持つ中等部の少女。香か菅すが谷や雫しず梨り・カスティエラだ。

　雪ゆき菜なは訝いぶかるように雫しず梨りをじっと見返して、

「夏カ音ノちゃんと？　どうしてそう思ったんですか？」

「いえ、さっき古こ城じようが、叶かな瀬せ夏か音のんと待ち合わせていたので、てっきりあなたも一いつ緒しよかと──」

「……古こ城じよう君と待ち合わせ？　でも、古こ城じよう君、今日の放課後は補習があるって……」

　凪なぎ沙さが言いかけた言葉を吞のみこんで、隣となりにいる雪ゆき菜なに怯おびえた瞳ひとみを向けた。

「ひ、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な？」

　無言で立たち尽つくす雪ゆき菜なに気づいて、雫しず梨りは表情を引きつらせる。

　雪ゆき菜なは全身を小刻みに震ふるわせながら、炎ほのおのような怒ど気きを静かにまき散らしていたのだった。







「──暁あかつき先せん輩ぱい！　どこですか!?」

　彩さい海かい学がく園えんに戻もどってきた雪ゆき菜なが、古こ城じようの教室に乱暴に踏ふみこんだ。しかし、下校時刻を過ぎた教室内には、当然のように誰だれもいない。

「いないね、古こ城じよう君。夏カ音ノちゃんも」

　凪なぎ沙さが無人の教室内を見回して言った。注意深く周囲を観察していた雪ゆき菜なが、目つきを鋭するどくしながら顔を上げる。

「先せん輩ぱいの気配……！　屋上……!?」

「え？　ま、待って、雪ゆき菜なちゃん……！」

　教室を飛び出した雪ゆき菜なを、凪なぎ沙さが慌あわてて追いかける。

「なんで今ので暁あかつき古こ城じようの居場所がわかるの？」

「まるで犬みたいですわね。忠犬というか、猟りよう犬けんというか……」

　紗さ矢や華かがどこか呆ぼう然ぜんとした様子で呟つぶやき、雫しず梨りはなんとも言えない表情を浮うかべた。

　そうこうしている間に雪ゆき菜なは校舎内の階段を上りきり、勢いよく屋上へと飛び出していた。

　夕暮れの空の下にいたのは、豪ごう奢しやなドレスを着た南みな宮みや那な月つき。そして矢や瀬ぜと叶かな瀬せ夏か音のんだ。

「どうした、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な。そんなに血相を変えて」

　振ふり返かえった那な月つきが、無感情な瞳ひとみで雪ゆき菜なを見る。

「南みな宮みや先生、暁あかつき先せん輩ぱいはどこですか？」

「暁あかつきたちならそろそろ戻もどってくる時間だが……」

「戻もどってくる？」

　那な月つきの奇き妙みような言い回しに、雪ゆき菜なが小さく眉まゆを寄せた。その直後、強きよう烈れつな魔ま力りよくの波動とともに、雪ゆき菜なたちの眼前の景色が歪ゆがむ。

「く、空間制せい御ぎよ術式!?」

　空中に展開された精せい緻ちな魔ま法ほう陣じんを眺ながめて、雪ゆき菜なは呻うめいた。その魔ま法ほう陣じんから吐はき出だされるようにして、虚こ空くうに人ひと影かげが現れる。

「う、うおおおおおおおおおっ！」

「あ、暁あかつき先せん輩ぱい!?」

　最初に出現したのは制服姿の暁あかつき古こ城じよう。彼かれの腕うでの中に抱だかれているのは、スマホを握にぎった藍あい羽ば浅あさ葱ぎである。同時に空中の魔ま法ほう陣じんから、滝たきのような水流が溢あふれ出だす。古こ城じようたちはなぜか大量の水とともに空間転移してきたのだ。

「なにこれ!?　海水……!?」

　水みず飛沫しぶきを浴びた紗さ矢や華かが悲鳴を上げた。開きっぱなしの空間の穴から際限なく海水が流れ出し、たちまち校舎の屋上を水みず浸びたしにする。どうやら古こ城じようたちが使った空間転移の門ゲートは、どこかの海中につながっていたらしい。

「む……いかんな」

　那な月つきが表情を険しくして呟つぶやいた。魔ま法ほう陣じんが消える直前に、巨きよ大だいな影かげが空間の穴をくぐって実体化する。サメとトカゲが融ゆう合ごうしたような、全長十メートルを超こえる大型魔ま獣じゆうだ。

「シーサーペント!?　な、なんで外洋に棲すんでる魔ま獣じゆうがこんなところにいるんですの!?」

　のたうつ獰どう猛もうな魔ま獣じゆうを見上げて、雫しず梨りが表情を凍こおらせた。

「うおおおっ、やべえ！　死ぬ！　喰くわれるっ！」

「ちょっと、モグワイ！　あんた、なんとかしなさいよ！」

『悪わりィ、嬢じようちゃん。演算の負ふ荷かが限界だ……』

　魔ま獣じゆうに押おし潰つぶされそうになった古こ城じようたちが、それぞれ情けない悲鳴を上げる。

　那な月つきはやれやれと首を振ふり、虚こ空くうから銀色の鎖くさりを撃うち出した。そして魔ま獣じゆうの全身を搦からめ捕とった彼かの女じよは、背後の雪ゆき菜なたちを振ふり返かえる。

「余計なものまで転移に巻まき込こんでくれたな……仕方ない。手伝え、小こ娘むすめども」

「は、はい！」

「ああもう！　なにがどうなってますの!?」

　愛用の武器を引ひき抜ぬいた雪ゆき菜なたちが、混乱したまま魔ま獣じゆうへと挑いどみかかる。こうして放課後の屋上で、なぜか魔ま獣じゆうとの死し闘とうが開始されたのだった。







　数十分後──魔ま獣じゆうの返り血に濡ぬれた槍やりを握にぎりしめた雪ゆき菜なは、びしょ濡ぬれで屋上に座すわりこむ古こ城じようを、能面のような無表情で見下ろしていた。

「説明してもらえますか、先せん輩ぱい。わたしに隠かくれて、いったいなにをやっていたのか」

「いや、それは……」

　海水で濡ぬれた前まえ髪がみをかき上げながら、古こ城じようが𠮟しかられた子どものように目を泳がせる。

　代わりに口を開いたのは浅あさ葱ぎだった。

「テレポートの特訓をしてたのよ」

「空間転移……ですか？　暁あかつき先せん輩ぱいが……？」

「正確にいうと、あたしと古こ城じようが、かな」

　驚おどろく雪ゆき菜なを見返して、浅あさ葱ぎは悪びれることなく言う。

「空間転移って、南みな宮みや先生みたいな強力な魔ま女じよしか使えないんじゃなかったの？」

　凪なぎ沙さが矢や瀬ぜに小声で訊きいた。いや、と矢や瀬ぜは首を振ふり、

「空間転移の術式自体は公開されてるんだ。那な月つきちゃんみたいに好きなときに好きなだけってのは無理だけど、正しい手順を踏ふめば魔ま術じゆつが使える人間なら誰だれにでも使える」

「あ……だから夏カ音ノちゃんが一いつ緒しよだったの？」

「はい。これが父から借りてきた空くう間かん制せい御ぎよ魔ま術じゆつの仕様書でした」

　夏か音のんが胸むな元もとに抱だいていた分厚い魔ま導どう書しよを広げてみせた。夏か音のんの養父──叶かな瀬せ賢けん生せいはかつてのアルディギア王国の宮きゆう廷てい魔ま導どう技ぎ師し。そして空間制せい御ぎよ魔ま術じゆつの使い手なのだ。

「転移先の座標の割り出しに必要な魔ま術じゆつ演算を、藍あい羽ばが肩かた代がわりするという発想は悪くない。空くう間かん制せい御ぎよ系けい魔ま術じゆつの難度が高いのは、座標の固定に必要な魔ま術じゆつ演算が複雑すぎるせいだからな」

　那な月つきが、古こ城じようたちを冷ややかに見下ろして告げた。

　古こ城じようの技術や知識では、空間転移のような高難度の魔ま術じゆつは使えない。それをカインの巫み女こである浅あさ葱ぎがサポートする。ここ数日、古こ城じようたちは那な月つきの指導の下で、その練習を続けていたらしい。浅あさ葱ぎのＳＮＳにアップされていた自じ撮どり写真は、空間転移の特訓の記録だったのだ。

「だが、実際に魔ま術じゆつを発動する暁あかつき古こ城じよう──はっきり言って貴様には絶望的に才能がないな」

「ぜ、絶望的に……？」

　古こ城じようがショックを受けたように顔を引ひき攣つらせる。

「魔ま力りよく量りようだけは桁けた外はずれだが、魔ま術じゆつを使う知識と技術とセンスがない。空間転移がまともに使えるようになるまでは、最低十年はかかるだろうな。貴様は魔ま術じゆつを舐なめすぎだ」

「マジか……」

　那な月つきの辛しん辣らつな評価を聞いて、古こ城じようは悄しよう然ぜんと項うな垂だれた。参ったわね、と顔をしかめる浅あさ葱ぎ。

「あの……古こ城じようはどうして空間転移なんかを使おうと思ったんですの……？」

　雫しず梨りが首を傾かしげて訊きいた。

　魔ま術じゆつの修しゆ行ぎようをするにしても、初心者向けの簡単なものではなく、いきなり空間転移のような高難度魔ま術じゆつに挑ちよう戦せんするのは不自然だ。那な月つきがそれに協力しているのも奇き妙みようである。

「……宇宙に行こうと思ったんだよ」

　その場にいる全員の視線にさらされて、古こ城じようが渋しぶ々しぶと説明した。

「宇宙って、まさかアルデアル公のように〝東の大地エルセ〟に行くってこと!?」

　紗さ矢や華かが血相を変えて古こ城じように詰つめ寄よった。

　天てん部ぶの遺産である〝異ノ境ド〟は、宇宙空間に浮うかぶ巨きよ大だいな転送装置だ。それを使えば、〝東の大地〟と呼ばれる龍りゆう族ぞくの故郷──何百光年も離はなれた系外惑わく星せいへと移動することができる。現在の人類にとっては破格のオーバーテクノロジーだ。

　もちろん、未知の技術だけに危険も多い。ひとたび〝東の大地〟に足を踏ふみ入いれて、再び戻もどってこられるという保証はない。だがそれは、新たな知識や名めい誉よを手に入れるチャンスでもある。〝東の大地〟には、現在の地球では失われた〝冒ぼう険けん〟が待っているのだ。

　アルデアル公ディミトリエ・ヴァトラーや彼かれの仲間は、すでに向こうへと旅立った。古こ城じようが彼かれらと同じように、〝東の大地〟を目指すのはおかしな話ではない。こちらの世界に残っている限り、古こ城じようが、世界最強の吸きゆう血けつ鬼きという肩かた書がきと責任から解き放たれることはないからだ。

　古こ城じようが本気で自由を望むなら、雪ゆき菜なは彼かれを止められない。だから雪ゆき菜なは、代わりに告げる。

「わたしも、行きます」

「……姫ひめ柊らぎ？」

　古こ城じようが驚おどろいたように雪ゆき菜なを見る。雪ゆき菜なはそんな古こ城じようの胸むな元もとにしがみつき、

「わたしも先せん輩ぱいと一いつ緒しよに行きます！　責任取るって言ったじゃないですか！　ずっと一いつ緒しよにいてくれるって！　それなのにどうしてわたしを置いていこうとするんですか！」

　雪ゆき菜なの背後で、紗さ矢や華かが息を吞のむ気配がある。夏か音のんや雫しず梨り、それに凪なぎ沙さたちの視線が背中に突つき刺ささる。それでも雪ゆき菜なは言葉を止めなかった。

「わたしは絶対に離はなれませんからね！　先せん輩ぱいが嫌いやだと言ってもついていきます！　わたしは、あなたの最初の〝伴はん侶りよ〟なんですから……！」

　雪ゆき菜なが涙なみだに濡ぬれた目で古こ城じようを見上げる。古こ城じようはそんな雪ゆき菜なをどこか不思議そうに見下ろして、やけにあっさりとした口調で言った。

「そうか。じゃあ、姫ひめ柊らぎも一いつ緒しよに行くか」

「ちょっ……!?　あ、暁あかつき古こ城じよう!?」

　紗さ矢や華かが焦あせりに声を上うわ擦ずらせる。一方、浅あさ葱ぎは動どう揺ようすることなくうなずいて、

「いいんじゃない？　獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎなら魔ま術じゆつの素養も充じゆう分ぶんだろうし。あたしが魔ま術じゆつ演えん算ざんを担当して、姫ひめ柊らぎさんに術式を構築してもらえば、古こ城じようの技術不足も解決よね」

「姫ひめ柊らぎもそれでいいのか？」

　古こ城じようが雪ゆき菜なを見返して再び確かく認にんする。雪ゆき菜なは目元の涙なみだを拭ぬぐいながら迷いなくうなずいて、

「はい。死ぬまで、ずっと一いつ緒しよです」

「いや、死ぬまでっていうか、往復で三カ月くらいだけどな」

　大おお袈げ裟さだな、と古こ城じようが笑い、雪ゆき菜なはきょとんと目を瞬またたいた。

「三カ月？　でも〝東の大地〟に行ったら、戻もどってこられるかわからないんじゃ……」

「勘かん違ちがいしてるみたいだけど、あたしたちが行くのは〝東の大地〟じゃなくて、火星よ？」

　浅あさ葱ぎが不思議そうに雪ゆき菜なを見つめて言う。

「……か……火星？」

「本当は月でもどこでもいいんだけど、火星くらいのほうが経済効果がわかりやすいかなって」

「経済効果……って、なんですの？」

　雫しず梨りが眉み間けんにしわを寄せた。

「異ノ境ドの子供たちチルドレン──眷けん獣じゆう弾だん頭とうに使われてた人じん工こう吸きゆう血けつ鬼きの経済効果だけど」

　浅あさ葱ぎが肩かたをすくめて言う。

　子供たちチルドレンとは、異ノ境ドに封ふう印いんされていたカインの遺産。その正体は六千四百五十二発の眷けん獣じゆう弾だん頭とう──すなわち強力な眷けん獣じゆうを宿した人じん工こう吸きゆう血けつ鬼きの少女たちのことである。

「今は世界各地の魔ま族ぞく特とつ区くが子供たちチルドレンを保護してくれてるけど、この先、あの子たちを再び兵器として利用しようと考える連中が出てきてもおかしくないでしょ。それを防ぐためには、爆ばく弾だんとして使つかい潰つぶす以上の価値を彼かの女じよたちに与あたえる必要があるのよ」

「あ……だから宇宙開発なの？　彼かの女じよたちが持っている眷けん獣じゆうは……」

　紗さ矢や華かが大きく目を瞠みはった。浅あさ葱ぎは微ほほ笑えんで首しゆ肯こうする。

「そう。第だい四よん真しん祖そと同じ、〝星の眷けん獣じゆう〟よ。古こ城じようとあの子たちだけが、地球の地脈から切きり離はなされても自由に魔ま力りよくを供給することができる。宇宙空間でも大規模な魔ま術じゆつが使えるってわけ」

「つまり彼かの女じよたちがいれば、ほかの惑わく星せいまで空間転移で移動できるようになるってことだ。化学ロケット方式だと往復二年近くかかる火星旅行も、十分の一以下の時間でいける。実用化できれば、経済効果は計り知れないぜ」

　矢や瀬ぜが、浅あさ葱ぎの説明を補足した。凪なぎ沙さは、なるほど、と目を輝かがやかせ、

「そっか……浅あさ葱ぎちゃんたちは、それを実験して証明するつもりなんだ……」

「まあね。そのためには宇宙船も建造しなきゃだし、出資者も集めなきゃいけないし、実際にあたしたちが火星に行けるのは、四、五年先になるだろうけど」

「あ……それで古こ城じよう君は大学に進学するって言い出したの？」

「知識は少しでも多いほうがいいだろ。それに大学生って身分はいろいろ融ゆう通づうも利きくしな」

　古こ城じようが少し照れたように頭を搔かく。そして古こ城じようは、目の前にいる雪ゆき菜なに向き直り、

「まあ……そういう話だったんだけど、姫ひめ柊らぎ……」

「……ち、違ちがっ……違ちがうんです……！」

　雪ゆき菜なが焦あせりに声を震ふるわせた。さっきまでの自分の言動を思い出し、羞しゆう恥ちに頰ほおが赤く染まる。雪ゆき菜なが古こ城じように告げた言葉は、愛の告白にも受け取れるものだったからだ。

「ずっと一いつ緒しよというのは……だ、第だい四よん真しん祖その監かん視し役やくとしてという意味で……任務で……だから、その……ち、違ちがうんです──！」

「そっかあ、雪ゆき菜なちゃんと浅あさ葱ぎちゃんを連れて火星旅行かあ……古こ城じよう君、両手に花っていうか、まるで新しん婚こん旅行みたいだねー」

「帰ってきたら家族が増えてたりしてなー」

　必死に言い訳する雪ゆき菜なを生温かな表情で眺ながめて、凪なぎ沙さと矢や瀬ぜがニヤニヤと笑う。

　それを聞いた紗さ矢や華かがギョッとしたように目を剝むいた。

「な!?　だ、駄だ目め、そんなの!?　私も！　私も監かん視しのために一いつ緒しよに行くから！」

「煌きら坂さか紗さ矢や華かではミイラ取りがミイラになるだけですわ。監かん視しならやはり私が同行しないと」

「あの……だったら私も一いつ緒しよに行きたい……でした」

　雫しず梨りと夏か音のんまでもが、なぜか便乗してそんなことを言い始める。

「ちょっと待て、なんでそんな話になってるんだ!?」

　紗さ矢や華かたちの発言に焦あせったのは古こ城じようだった。極ごく秘ひ裏りに進めていたはずの計画がバレたと思えば、いつの間にか参加者が増える流れになっている。だからといって、雪ゆき菜なの同行を認めた以上、紗さ矢や華かたちについて来るなとは言いづらい。

「どうするの、古こ城じよう君。責任取れる？」

　そんな古こ城じように、悪いた戯ずらっぽい口調で凪なぎ沙さが訊きく。黙だまって肩かたをすくめる浅あさ葱ぎ。

　ふと気づけば至し近きん距きよ離りからジッと古こ城じようを見上げている雪ゆき菜なと目が合った。逃にがしませんよ、と言わんばかりに、雪ゆき菜なは威い圧あつ感かんのある微び笑しようを浮うかべ──

「勘かん弁べんしてくれ……」

　星の瞬またたき始はじめた空を見上げて、古こ城じようは深い溜ため息いきをつくのだった。

















「あの……先せん輩ぱい。わたしたち、桜を見に来たんですよね？　なのに水着持参というのは、いったいどういうことなんでしょうか？」

　セパレートの水着に着き替がえた姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが、困こん惑わくの表情で古こ城じように尋たずねてくる。

　小こ柄がらで華きや奢しやな雪ゆき菜なだが、スタイルは決して悪くない。引ひき締しまったしなやかな体つきに、スポーティーなパステルピンクの水着がよく似合う。

「サクラ狩がりだぞ？　水着じゃないと濡ぬれるだろ」

　海パンの上にパーカーを羽織った暁あかつき古こ城じようは、そんな雪ゆき菜なを怪け訝げんそうに見返して言った。

　季節は春だが、ここ絃いと神がみ島じまは太平洋に浮うかぶ常とこ夏なつの人工島だ。夕暮れの海岸には古こ城じようたちと同様に、水着姿の若者が大勢訪おとずれている。

「桜さくら狩がりって、お花見の古語ですよね？　紅葉もみじ狩がり、と同じような意味の」

「花じゃなくて、見るのはサクラゲだけどな」

「だから桜を見に来たのでは……というか、こんな砂すな浜はまに桜って咲さくんでしたっけ？」

　雪ゆき菜なが周囲を見回すが、もちろん絃いと神がみ島じまの人工ビーチに桜は一本も見当たらない。あるのはいかにも南国らしい大きな椰や子しの木だけである。

　しかし古こ城じようは平然と波なみ打うち際ぎわに向かって歩き出し、

「サクラ狩がりは海じゃなきゃできないだろ？　あ、そうだ。サクラ渦うず巻まきには気をつけてな」

「桜さくら渦うず巻まき？　桜さくら吹雪ふぶきじゃなくて、ですか？」

　聞き慣れない謎なぞの単語に、雪ゆき菜なが眉まゆを寄せた。

　夜空を思わせる夕暮れの海面に、ぽつぽつと光が灯ともり始はじめたのはその直後だった。

「お……そろそろだな……」

　古こ城じようはそう言って海の中へと入っていった。

　慌あわてて古こ城じようを追いかける雪ゆき菜なが、なにかに気づいて足を止める。

「こ……これは……!?」

　雪ゆき菜なが驚きよう愕がくに目を見張った。渚なぎさから沖の方角へと向かって、薄うす紅べに色の光が海の中で揺ゆらいでいる。

　それはまるで桜の花びらが、海底から地上に向かって舞まい上あがってくるかのようだった。

「絃いと神がみ島じま名物のサクラゲの幼生な。この時期にだけ、海岸近くに大量発生するんだ」

「サクラゲって……クラゲ？　これ全部、クラゲなんですか!?　海の中に桜が咲さいてるみたい……」

　すごい、と雪ゆき菜なが息を吞のむ。自ら桜色に発光する無数のクラゲたち。波間をたゆたう彼かれらの姿は、風に舞まう桜さくら吹雪ふぶきによく似ている。沖に見える親サクラゲの大群は、まさに満開の桜の森のようだ。

「だろ。しかも旬しゆんのサクラゲは、めちゃめちゃ美う味まいんだ。高級食材として高値で売れるし」

「それでこんなに人が集まってたんですか……」

　我先に海へと入っていく人々を眺ながめて、雪ゆき菜なは複雑そうな表情を浮うかべた。サクラ狩がりの〝狩かり〟というのが、潮しお干ひ狩がりなどと同じような意味だと気づいたらしい。

「姫ひめ柊らぎ、あんまり沖に出るなよ。危ないから」

　サクラゲの輝かがやきに吸い寄せられるように、海に入っていく雪ゆき菜なを古こ城じようが止めた。

　振ふり返かえった雪ゆき菜なは悪いた戯ずらっぽく微ほほ笑えんで、

「先せん輩ぱい、泳げないんですもんね」

「仕方ないだろ、吸きゆう血けつ鬼きなんだから！」

　古こ城じようが顔を赤くして言い返す。世界最強の吸きゆう血けつ鬼き〝第だい四よん真しん祖そ〟と呼ばれる古こ城じようだが、あまりにも強大すぎるその能力は日常生活ではほとんど役に立たない。朝起きるのがつらくなったり、吸きゆう血けつ衝しよう動どうに襲おそわれたり、基本的にはデメリットばかりだ。
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　しかし雪ゆき菜なは古こ城じように疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向けて、

「吸きゆう血けつ鬼きが泳げないというのは、根こん拠きよのない迷めい信しんのはずですけど……」

「俺おれのことはどうでもいいんだよ！　危ないってのは、溺おぼれるからってことじゃなくて──」

　古こ城じようが顔をしかめて言い返した。まさにその瞬しゆん間かん、雪ゆき菜なの前方で異変が起きる。巨きよ大だいななにかが通り過ぎたかのように、海面が陥かん没ぼつして渦うずを巻き始めたのだ。近くにいた若者の集団が、その渦うずに吞のみこまれて悲鳴を上げる。

「サクラ渦うず巻まき……！　こんな浅あさ瀬せにサクラゲキングが出やがったのか！」

「サ……サクラゲキング……？」

　雪ゆき菜なが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。渦うずを巻く海面の中心に、桜色に輝かがやく巨きよ大だいなクラゲが現れる。全長は優に十メートル以上。クラゲの王と呼ぶに相応ふさわしい怪かい物ぶつだ。

「しまっ……！」

　動どう揺ようして動きを止めた雪ゆき菜なの足首に、サクラゲキングの触しよく手しゆが絡からみつく。体勢を崩くずした雪ゆき菜なはそのまま激しく渦うず巻まく海中へと引きずりこまれた。サクラゲの群れに見とれて油断した雪ゆき菜なの失態だ。絃いと神がみ島じまは〝魔ま族ぞく特とつ区く〟──どんな化け物が現れてもおかしくない場所だったのだ。

　反はん撃げきしようにも、呼吸が出来ないせいで祝詞のりとが紡つむげない。そのまま雪ゆき菜なは為なすすべもなく海中に引きずりこまれる。彼かの女じよが死を覚かく悟ごした直後、予期せぬ衝しよう撃げきにサクラゲキングが爆はぜた。危機に陥おちいった雪ゆき菜なを救うため、泳げないはずの古こ城じようが渦うずの中に飛びこんで、サクラゲキングを殴なぐりつけたのだ。

「うおおおおおおおおおっ！」

「先せん輩ぱいっ……!?」

　世界最強の吸きゆう血けつ鬼きの膂りよ力りよくで殴なぐられて、致ち命めい的てきなダメージを受けるサクラゲキング。

　しかし古こ城じようも桜色の触しよく手しゆに搦からめ捕とられて、そのまま海に沈しずんで行くのだった。




　げほっ、と弱々しく咳せき込こみながら、古こ城じようは砂すな浜はまで目を覚ました。古こ城じようを膝ひざ枕まくらしていた雪ゆき菜なが、不安そうな顔でのぞきこんでくる。

「気がつきましたか、先せん輩ぱい。よかった……」

「姫ひめ柊らぎ……？　俺おれはサクラゲキングと一いつ緒しよに溺おぼれた気がしたんだが……姫ひめ柊らぎが助けてくれたのか？」

　古こ城じようが自分の唇くちびるに手を当てながら質問する。海中で意識を失う直前、天使のような翼つばさを広げた少女が手を伸のばしてくれたことを覚えている。そして彼かの女じよが溺おぼれた古こ城じように人工呼吸をしてくれたことも。

「ふふっ……どうでしょう……？」

　しかし雪ゆき菜なは素知らぬ顔でそう言って目を逸そらす。夜桜──否いな、夜サクラゲに輝かがやく海面を見つめる彼かの女じよの頰ほおは、なぜかほんのりと桜色に染まっていた。


















　マガウル・アタル──またの名を〝聖せい鳥ちよう環かん礁しよう〟。それは聖域条約機構にも認められた、東南アジア地区の魔ま族ぞく特とつ区くである。

　天然の珊さん瑚ご礁しようの上に造られた海上都市であり、魔ま族ぞく特とつ区くになる前は、美しい景観を誇ほこる高級リゾートとしても知られていた。

　陽光を浴びて煌きらめくターコイズブルーの穏おだやかな海面。

　純白のサンゴ砂に覆おおわれたビーチ。

　透とう明めい度どの高い海の上に並ぶ椰や子し葺ぶき屋根の水上コテージは、まるで宙に浮ういているようにも見える。

　そんな水上コテージ群の中でも、ひときわ豪ごう華かな建物の中──

　一人の少女がタブレット端たん末まつを握にぎって、ラタンのベッドの上に寝ねそべっていた。

　少女の年ねん齢れいは十六、七歳さいほどだった。

　やや大人びた顔立ちは端たん整せいで、瞳ひとみの色は淡あわい緑。

　明るいブラウンの長い髪かみは、無造作なお団子にまとめている。

　身につけているのは、ヘソ出しのタンクトップとショートパンツ。華きや奢しやな体格と相まって、まるで夏休みの小学生のようだ。

　小学生らしからぬ点があるとすれば、それは彼かの女じよが両手首につけている幅はば広ひろのバングルだろう。

　灰輝銀ミスリルに大おお振ぶりの宝石を埋うめこんだそれは、控ひかえめに見積もっても時価数十億円はくだるまい。下手すれば国宝級の代しろ物ものだ。

「殿でん下か。トゥイエット公女殿でん下か」

　咎とがめるような声で名前を呼ばれて、少女は渋しぶ々しぶと振ふり向むいた。

　コテージの入り口に立っていたのは、騎き士し装しよう束ぞくを着た長身の女性だ。ベッドの上に転がる少女を見て、彼かの女じよは不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを顰しかめている。

「──またこのようなところにいらしたのですか、殿でん下か。しかもそのようなはしたない恰かつ好こうで」

「はしたなくないわよっ。今どきこれくらいは普ふ通つうでしょ」

　公女殿でん下かと呼ばれた少女──セリーカ・トゥイエット・カッティガラは、堅かた物ぶつの女おんな騎き士しを挑ちよう発はつするかのように、タンクトップの裾すそをひらひらとめくった。

「だいたい昨日は真夜中まで公務につき合わされて疲つかれたの。癒いやしがないとやってられないわ」

　そう言ってセリーカは、ベッドの上で両りよう手て脚あしを投げ出して転がった。

　仰あお向むけになった彼かの女じよの視界に映ったのは、天てん井じようを埋うめ尽つくすほどのサイズに引き延ばされた男性の写真だ。

　まだらに色素が抜ぬけた灰色の髪かみの少年。よく見ればそれなりに凜り々りしい顔立ちをしているが、気け怠だるげな表情のせいで目立たない。ごくありふれた日本人の高校生だ。

　コテージの中に飾かざられている写真は、一枚ではない。

　壁かべや柱、ドアの内側や家具の上の写真立て──部屋中のありとあらゆる場所に、同じ少年の写真が貼はられている。制服姿や私服姿はもちろん、どうやって撮さつ影えいしたのか、着き替がえ中の写真や寝ね顔がおを写したものもあった。微び妙みようにどれも目線が合っていないのは、それらの写真がすべて盗とう撮さつされたものだからだ。

「この部屋が、癒いやし……ですか？」

　女おんな騎き士しが、頰ほおを引ひき攣つらせながら訊きき返した。

　なにしろ異性の盗とう撮さつ写真で埋うめ尽つくされた部屋だ。しかも相手は友人どころか、知り合いでもない。不気味に感じるのは当然だろう。

　しかし、ドン引きしている彼かの女じよを見て、セリーカは不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「えー、なんで？　癒いやされるでしょ。第だい四よん真しん祖そだよ。世界最強の吸きゆう血けつ鬼き。絃いと神がみ島じまどころか世界の危機を何度も救って、それをひけらかそうともせずに正体を隠かくして、一いつ般ぱん人じんのふりをしてるんだよっ。かっこいいよねえ」

「そうですね。正体を隠かくし切れていると思っているのは、本人だけのようですが……」

「バレバレなのに気づいてないところも、抜ぬけてて可か愛わいいよねっ」

「はあ。殿でん下かがそう仰おつしやるのでしたら、そうなのかもしれません」

　女おんな騎き士しが投げやりな口調で言った。

　この公女には、なにを言っても無む駄だだと諦あきらめたらしい。

「ああ、会いたいなあ、古こ城じよう様。会って、ぇろいこととか、えっちぃなこととか、赤ちゃんが出来ちゃうこととかしたいなあ」

「殿でん下か……あまりそのようなことを大声で口になさるのはどうかと思いますが……」

「どうしてっ？　聖せい公こう家けの血筋を残すのは大切でしょ。お相手が第だい四よん真しん祖そなら、お父様も文句は言わないと思うなっ」

「それはたしかにそうかもしれませんが、第だい四よん真しん祖そにはすでに血の伴はん侶りよがいるのでは？　アルディギアの王女と婚こん約やくしたという噂うわさも流れていますし」

「あー……ラ・フォリアちゃんか。あの子はちょっと手て強ごわいよねえ」

　セリーカはベッドの上に置いてあった、全長約六十センチの暁あかつき古こ城じよう人形を抱だきしめて呟つぶやいた。

　アルディギア公国第一王女ラ・フォリア・リハヴァイン。美フのレ女イ神アの再来ともいわれる美び貌ぼうの持ち主であり、少なくとも表向きは慈じ愛あいに満ちた人ひと柄がらで知られる、世界的な有名人である。

　そしてなによりも彼かの女じよは、強力な精せい霊れい使つかいだ。

　ラ・フォリアと本気で戦うことになれば、さすがのセリーカもそれなりに手を焼くだろう。あの王女は、セリーカが対等と認める数少ない難ゆう敵じんなのである。

「古こ城じよう様に目をつけるとは、さすがラ・フォリアちゃんって感じだねっ。まあ、私も古こ城じよう様のことは譲ゆずる気はないけどねっ。腕うでか脚あしの一本も犠ぎ牲せいにすれば、あの子相手でもどうにかなると思うし」

「できれば、もう少し平和的な手段で解決していただけないでしょうか」

「やだよ。口くち喧げん嘩かだと、ラ・フォリアちゃんに勝てる気しないもん。だからって、色気で勝負するのもねえ。あの女、あんな細っこいくせにおっぱいでけえんだよな……」

「言こと葉ば遣づかい！」

「てへっ」

　口うるさい女おんな騎き士しに𠮟しかられて、セリーカは悪びれずに舌を出す。

　そして公女はふと思い出したようにタブレットを持ち上げ、慣れた手つきで写真フォルダを開いた。フォルダの中にあるのは、容量の限界近くまで詰つめこんだ暁あかつき古こ城じようの盗とう撮さつ写真だ。

　その写真のほとんどに、一人の女性が映うつり込こんでいる。

　ベースギター用のギグケースを背負った、黒くろ髪かみの小こ柄がらな少女である。

「ああ、でも、古こ城じよう様のお気に入りのあの女も、べつに巨きよ乳にゆうってわけじゃないんだよね。古こ城じよう様、胸の大きさにはこだわりがないのかも」

「はあ……あの女、ですか？」

「そうそう。獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎとかいう攻こう魔ま師し。あの女、ちょっとヤバいんだよっ。私が古こ城じよう様を尾び行こうしてたらすぐ気づくし、古こ城じよう様の部屋に仕し掛かけた盗とう聴ちよう器とカメラも全部嗅かぎつけて捨てるし、古こ城じよう様が捨てたゴミ袋ぶくろを漁あさってたら、マンションのゴミ捨て場に式しき神がみ飛ばして邪じや魔まするし……」

「優ゆう秀しゆうですね、さすが獅し子し王おう機き関かん……というよりも、それはどう考えても、殿でん下かのほうがヤバい女なのでは……」

「どうしてよっ！　お父様がなんのために私を絃いと神がみ島じまに留学させたと思ってるの!?」

「少なくとも、第だい四よん真しん祖そをストーキングさせるためではないと思いますが……」

「いやっ、そんな正論は聞きたくないっ！」

　真面目な口調で女おんな騎き士しに指し摘てきされ、セリーカは両耳を塞ふさいで背中を丸めた。

　東南アジア諸王国連合──通つう称しよう〝十六大国〟構成国の中で、もっとも古い歴史を誇ほこるカッティガラ聖せい公こう国こくの姫ひめにあるまじき姿である。

　そう。セリーカは絃いと神がみ島じまに、過去一年間ほど秘密裏りに留学していた。

　目的は、聖せい鳥ちよう環かん礁しようと同じ魔ま族ぞく特とつ区くである絃いと神がみ島じまの視察。そして絃いと神がみ島じまで目もく撃げきされたといわれる第だい四よん真しん祖その存在を確かく認にんすることだった。

　結論をいえば、セリーカは、その目的を果たしたといえるだろう。

　日本政府の欺ぎ瞞まん工作や、他国の諜ちよう報ほう機関の妨ぼう害がいを出だし抜ぬいて第だい四よん真しん祖その正体を暴き、彼かれに関する詳しよう細さいな情報を集めた。その熱意は、公女に要求される水準を遥はるかに超こえていた。

　その結果できあがったのが、今のセリーカだ。

　すなわち、ただの暁あかつき古こ城じようの追っかけ──というよりも、重度のストーカーである。

「ところで、シャリダはなにしに来たの？　まさか私にお小言を言うため？」

　険しい表情をしている女おんな騎き士しに向かって、セリーカが訊きいた。

　女おんな騎き士し──シャリダ・ハーゲイトは、深々と息を吐はき出だして首を振ふる。

「新総裁就任記念式典の参加者リストが届きました」

「参加者リスト!?　舞ぶ踏とう会かいの!?」

　暁あかつき古こ城じよう人形を抱だいたまま、セリーカが勢いよく起き上がる。

　聖せい鳥ちよう環かん礁しようの現総裁は、高こう齢れいを理由に間もなく退任する予定になっており、先日、新たな総裁の名前が発表されていた。

　新総裁は、カッティガラ聖せい公こう女じよ。すなわちセリーカ・トゥイエット・カッティガラだ。

　そして二カ月後には、セリーカの新総裁就任を祝う舞ぶ踏とう会かいが開かれることになっている。当然その招待客リストには、絃いと神がみ市し国こくの領主たる第だい四よん真しん祖そ──暁あかつき古こ城じようの名前も記されていた。

「返事が来たの？　古こ城じよう様はなんて？」

「暁あかつき様の名前は伏ふせられていますが、絃いと神がみ市し国こくからは第だい四よん真しん祖そご本人が出席されるという返事を受け取っています。パートナーとして先代の第だい四よん真しん祖そ、アヴローラ・フロレスティーナ様を同どう伴はんする、と──」

「アヴローラちゃん……？　へえ……それはまた意外な人選だねっ……」

　セリーカのエメラルド色の瞳ひとみの奥おくに、一いつ瞬しゆんだけ焰ほのおのような光が揺ゆれた。

　それに気づいてしまったシャリダが、怯おびえたように無意識に一歩後ずさる。

　しかし、シャリダから渡わたされた参加者リストをめくる公女の表情は、すでにいつもの無む邪じや気きな笑えみで塗ぬり潰つぶされていた。

「ふふ……そっか。古こ城じよう様が来てくださるのか……嬉うれしいなっ。念のために、えっちぃな下着も用意しておいたほうがいいかなっ？　どう思う、シャリダ？　おすすめのお店とか知ってる？」

「知りませんし、用意しておく必要もないかと……」

　女おんな騎き士しが生き真ま面じ目めな態度で首を振ふる。

　そして彼かの女じよは、ためらうように何度か視線を彷徨さまよわせ、覚かく悟ごを決めたように口を開いた。

「殿でん下か……本当に、あれを解放なさるおつもりですか？」

「もちろんだよ。そのために、面めん倒どうくさい公務にも励はげんで準備してきたんだからね」

　セリーカが、迷いのない完かん璧ぺきな笑え顔がおで言った。

　ほかの多くの魔ま族ぞく特とつ区くがそうであるように、聖せい鳥ちよう環かん礁しようにも秘密がある。

　決して他国に知られてはならない、忌いまわしい秘密。

　セリーカの望みは、その〝呪のろい〟を解き放ち、自由になることだ。

　それを叶かなえてくれるのは、この世界でただ一人──暁あかつき古こ城じようだけである。

「聖せい鳥ちよう環かん礁しようの呪のろいを解くには、より強力な呪のろいをぶつけるしかないんだよ。たとえば、そう。〝天てん部ぶ〟が生み出した〝殺さつ神じん兵へい器き〟のような呪のろいをね」

　ふふっ、と美しく微ほほ笑えんで、セリーカは人形を抱だきしめた。

「待ってるからね。古こ城じよう様。もう、絶対に逃にがさないから。絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、逃にがさない──だから、早く私に会いに来て」

　呟つぶやくセリーカの瞳ひとみには、もうシャリダの姿は映っていなかった。

　彼かの女じよが見ているのは、部屋を埋うめ尽つくす暁あかつき古こ城じようの写真だけ。握にぎり潰つぶされた人形の縫ぬい目めが裂さけて、綿がはみ出ていることすら彼かの女じよは気にしない。

「この私が──真祖殺しの〝勇者〟が、あなたを待ってるから」

　呟つぶやく彼かの女じよの左右の手首で、銀色のバングルがかすかに震ふるえた。

　バングルに嵌はまった宝石が、南国の陽ひ射ざしを浴びて青白く輝かがやく。

　それは、焰ほのおのように輝かがやく碧あお。かつて真祖と呼ばれた、ある吸きゆう血けつ鬼きの瞳ひとみと同じ色だった。





〈Continued on Episode [image: タブルクォーテーション]Magaul Atoll[image: タブルクォーテーション]〉













あとがき






　前巻『ＡＰＰＥＮＤ３』から約一年と四カ月ぶり！　というわけで、お待たせしました。『ストライク・ザ・ブラッド　ＡＰＰＥＮＤ４』をお届けしております。

　本作はアニメ『ストライク・ザ・ブラッド』のＤＶＤ・ブルーレイの購こう入にゆう者向け特典として発表した番ばん外がい篇へんや、電でん撃げき文庫のイベント向け冊子・書店フェア向けに書き下ろした掌しよう編へんなどを文庫向けに加筆修正したものです。

　また前巻と比ひ較かくして新規書き下ろしの分量も大おお幅はばに増量。絃いと神がみ島じまの日常要素を補完しつつ、本ほん篇ぺんにより近い雰ふん囲い気きも味わえると思います。お楽しみいただけたら幸いです！




■『人工島の落日』（書き下ろし）

　古こ城じようと雪ゆき菜なが二人きりで見知らぬ土地を探検する、というシチュエーションが好きなので、機会があると書きたくなります。雪ゆき菜なが、例の彼女と古こ城じようを巡めぐってガチで張り合おうとするのも好き。ちなみに鉄筋コンクリート造のマンションの法定耐たい用よう年数が四十七年だそうです。




■『魔ま族ぞく特とつ区くではよくあること』（初出「『電でん撃げき文庫ＦＩＧＨＴＩＮＧフェア（２０１４年夏）』読者プレゼント」）

「進化」をテーマにした作品、という依い頼らいで執しつ筆ぴつした掌しよう編へんでした。このエピソードで登場した実験段階の「服だけ溶とかすスライム」が、将来的に、書き下ろしに登場したアレになるかと思うと趣おもむき深いですね。雪ゆき菜なは二度服を溶とかされる……！




■『真昼のちょっと怖こわい話』（初出「ＯＶＡ『ストライク・ザ・ブラッド』消えた聖せい槍そう篇へん」）

　怪かい談だんを語っていたはずなのに、どうしてこうなった、という感じのエピソード。テンプレ的な異世界召しよう喚かんに巻きこまれても、古こ城じようはきっと古こ城じようのままなんでしょうね。

　途と中ちゆうで企き画かくがポシャってしまったのですが、実は一時期、ガチで異世界ストブラのスピンオフが検討されたこともあったのです。今からでもいいから誰だれか書いてくれたら嬉うれしい。




■『彼女の中の……』（初出「ＯＶＡ『ストライク・ザ・ブラッドⅣ』１」）

　雪ゆき菜なと古こ城じようが部屋でイチャイチャするシリーズその１。滅めつ多たに本音を口にしない雪ゆき菜なですが、実は鬱うつ憤ぷんが溜たまってるよね、という話。任務で古こ城じようを監かん視ししていることではなく、古こ城じように会えないことのほうが彼女にとってはストレスというのが注目ポイントです。




■『獅し子し王おう機き関かんの新装備！』（初出「電でん撃げき文庫公式海かい賊ぞく本『電でん撃げきすぷらっしゅ！』」）

　マニャ子さんが描えがいてくださったイラストにあとから小説をつけるという、ちょっと変則的なスタイルで執しつ筆ぴつした掌しよう編へんでした。この手の企き画かくモノではあまり登場させてやれない紗さ矢や華かの話が書けたのが、ちょっと嬉うれしかったです。




■『灼しやく熱ねつの死し闘とう』（初出「ＯＶＡ『ストライク・ザ・ブラッドⅣ』２」）

　雪ゆき菜なvs雫しず梨りの直接対決第二ラウンド。ちょうどこのときＯＶＡ本ほん篇ぺんのほうでも雪ゆき菜なと雫しず梨りがステゴロの殴なぐり合あいをやっていたのです。ストブラ関係の掌しよう編へんでは五指に入るくらい気に入っているエピソードで、オチも好き。何気に絃いと神がみ島じまの魔ま族ぞく特とつ区くらしさが出ている話ですね。




■『君がいない』（初出「ＯＶＡ『ストライク・ザ・ブラッドⅣ』３」）

　雪ゆき菜なに対する、古こ城じよう側の感情が垣かい間ま見みえる貴重なエピソード。焼きもちを焼いているというよりは、妹みたいに思っている女の子に彼かれ氏しが出来たと聞かされてもやもやする兄、みたいな距きよ離り感をイメージしてみました。このエピソードの時点ではまだ古こ城じようにとって雪ゆき菜なは、なぜか自分を慕したってくれている可愛かわいい後こう輩はい、くらいのポジションなんですよね。彼女が離はなれていくのは寂さびしいけど、文句を言える立場じゃない、という古こ城じようの葛かつ藤とうが伝わると嬉うれしい。




■『凪なぎ沙さのわくわく心理テスト』（初出「『電でん撃げき文庫超ちよう感謝フェア２０１７』読者プレゼント」）

　こちらも個人的に気に入っている掌しよう編へん。テーマが「わくわく」縛しばりだったので、潔いさぎよくタイトルに「わくわく」と入れて圧あつ倒とう的てきわくわく感を出してみました。古こ城じようと雪ゆき菜なと凪なぎ沙さの登校中のひとコマです。それっぽい心理テストをでっち上げるのに苦労した記き憶おくがあります。




■『すべてを忘れて』（初出「ＯＶＡ『ストライク・ザ・ブラッドⅣ』４」）

　雪ゆき菜なと古こ城じようが部屋でイチャイチャするシリーズその２。古こ城じようが記き憶おく喪そう失しつになるネタは以前から温めていたので、実現できてよかったです。




■『チクッとしますよ』（初出「『電でん撃げき文庫超ちよう感謝フェア２０２０』読者プレゼント」）

　雪ゆき菜なの生き真ま面じ目めさに古こ城じようが振ふり回まわされるエピソード。予防接種の大切さを啓けい発はつしよう、などという大それたことは考えていませんが、なんかあったときにナース服姿の雪ゆき菜なを思い出してもらって、注射に対する不安などを一いつ瞬しゆんでも忘れるお役に立てたら嬉うれしい。




■『お金がない！』（初出「ＯＶＡ『ストライク・ザ・ブラッドⅣ』５」）

　ちょっとめずらしい内政系のエピソードです。浅あさ葱ぎはかなりのチート性能キャラなのですが、そんな浅あさ葱ぎをもってしても絃いと神がみ島じまの財政をどうにかするのは大変みたいです。まさかの敵かたき役やくも再登場していますが、すっかりギャグ要員に。やはり復活怪かい人じんは弱体化がお約束ですね。




■『一いち夜や漬づけナイトメア』（初出「ＯＶＡ『ストライク・ザ・ブラッドⅣ』６」）

　雪ゆき菜なと古こ城じようが部屋でイチャイチャするシリーズその３。なんの事件も起きずにひと晩一いつ緒しよに過ごして、二人で同じ夢を見たというだけの話です。高たか神がみの杜もりの制服を、雪ゆき菜なに着せたかっただけという説もあります。




■『真夏の剣けん巫なぎと白い液体』（初出「電でん撃げき文庫公式海かい賊ぞく本『電でん撃げきあいらんど！』」）

　こちらもイラストに合わせて執しつ筆ぴつした掌しよう編へん。「南の島でのバケーション」がテーマでした。とはいえ、ストブラの場合はそもそも南の島が舞ぶ台たいなので、わりといつもどおりの感じで。その「いつもどおり」な雰ふん囲い気きが伝わるような作品を目指してみました。




■『いつかのバースデイ』（初出「ＯＶＡ『ストライク・ザ・ブラッドⅤ』１」）

　ＯＶＡが最終シーズンだったので、自重せずに本ほん篇ぺん終しゆう了りよう後の人間関係を匂におわせた内容にしてみました。いちおう夢オチということでご了りよう承しよういただければ！　紗さ矢や華かとラ・フォリアは大人になってもいいコンビみたいですね。あくまでも夢オチですが。




■『with you』（初出「ＯＶＡ『ストライク・ザ・ブラッドⅤ』２」）

　同じく本ほん篇ぺん終しゆう了りよう後の未来を匂におわせたエピソードですが、こちらは夢オチではなく正史です。ＯＶＡ最終巻の後日譚たんにもなっています。零れい菜なたちの世界の古こ城じようがどこでなにをしているのか、これを読めばなんとなく予想できるのではないかと。




■『桜さくら狩がり』（初出「ＫＡＤＯＫＡＷＡライトノベルEXPO 2020　レーベル横断本」）

「桜」をテーマにした掌しよう編へんというオーダーだったのですが、絃いと神がみ島じまは気候的に桜が咲さきそうにないので悩なやんだ結果、クラゲの話になりました（なぜ？）。依い頼らい書に「とにかくヒロインを出せ、男は要いらん」とド直球な指示が書かれていたのが強く印象に残っています。もうちょっとオブラート的ななにかに包くるんでもよかったのでは……!?




　さて、こんな感じでお届けしてきた『ＡＰＰＥＮＤ４』、ここまでお付き合いいただき本当にありがとうございました。

　最後になってしまいましたが、イラストを担当してくださっているマニャ子さま、今回も素す敵てきな作品を本当にありがとうございました。

　併あわせて本書の制作・流通に関わってくださったすべての皆みな様さまにも心からお礼を申し上げます。

　もちろんこの本を読んでくださった皆みな様さまにも精せい一いつ杯ぱいの感謝を

　それでは、またどこかでお目にかかれますように。


三み雲くも岳がく斗と
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